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私はタイピスト




「私も夕日と一緒に消えちゃいたい」

　浜辺に座り、水平線の彼方に沈んでいく夕日を見つめながらポツリと呟いたら、背後から声がした。

　それは、家族で葉は山やまの別荘に遊びに来ていた時の出来事。

「どうしてそんな悲しいことを言うの？」

　優しいお兄さんの声。

　ハッとして振り返ると、目は切れ長の二重で秀麗な顔立ちをした背の高い青年が立っていた。

　年は十八歳くらいに見える。艶のある漆黒の髪に、キラリと光る珈コー琲ヒー色をした瞳が印象的だ。肌は雪のように白く、仕立てのよさそうな黒い背広を着ていたが、黒いネクタイを緩め、シャツのボタンをいくつか外して着崩している。

　でも、彼から感じる気品とオーラが凄くてキラキラ輝いて見えて、思わず尋ねた。

「あなたは天使さま？」

　かなり頓とん珍ちん漢かんなことを言ってしまったのか、青年はクスッと笑った。

「そんなことを言われたのは初めてだよ、かわいいお嬢さん。でも、残念ながら天使じゃない。君と同じ人間だよ」

　にこやかに否定されたけれど、彼のこの世のものとは思えない美しい容姿に圧倒される。

　こんなに綺き麗れいな男の人、初めて見た。

「女の子がこんな時間にひとりでいては危ないよ。僕が送っていってあげる。家はどこかな？」

　彼は屈んで私に手を差し出したが、私はその手を取らず首を左右に振って断った。

「いいの。私ずっとここにいる。必要とされていないもの」

「必要とされていない？」

　彼は微かに首を傾げ、もっと説明を求める。

「お父さまは私のことを疎ましく思っているの。お姉さまと弟のことばかりかわいがって……私のことは全然見てくれない。私は……お父さまにとって……空気みたいなもの……なの」

　ポツリポツリと話すうちに胸に溜めていたものが一気に溢れ出して、むせび泣く。

　私は保ほ科しな凛りん、八歳。

　長い黒髪に、まん丸の目。

　父に『お前は昔捨てた市松人形に似ている』と冷たい顔で言われた時から、自分の顔はあまり好きではない。

　私の父は伯爵で大日本帝国陸軍大佐だから、なに不自由なく暮らしてきたと世間の人は思うかもしれないが、伯爵家の次女として生まれた自分を幸せだと思ったことは一度もない。

　私には二歳上の姉と一歳下の弟がいる。

　姉は最初に生まれた子だからというのもあるけれど、とてもかわいいから父に溺愛されているし、弟もまだ小さいのに大人びていて勉強ができるから保科家の後継ぎとして大事にされている。

　しかし、次女で特別器量がいいとは言えず、勉強もそんなにできない私は、父にとってどうでもいい存在。

　亡くなった母は姉を出産した二年後、『次は男の子が欲しい』と言って私を産んだとか。私が家督を継げぬ女の子だったから、両親はかなりがっかりしたらしい。母はあまり身体が強くなかったし、周囲は父に妾めかけを作って子供を産ませるよう強く勧めたそうだ。

　だから、母はなんとしても男の子を産みたかったのだろう。私を出産してすぐに弟を授かった。

　でも、立て続けのお産が心臓にかなりの負担をかけたようで、母は弟を産んでしばらくして体調を崩し、私が三歳の時にこの世を去った。

　母のことはうっすら覚えているが、優しく抱っこされた記憶はない。

　父は『お前のせいで節せつ子こが死んだ』と毎日のように私を責めた。

　節子というのは母の名前。

　お姉さまも弟もとても優しくて大好きだけれど、私は保科家には生まれてこない方がよかったのだ。

「ねえ、知ってる？　人は空気がないと生きていけないんだよ」

　お兄さんが私の肩をそっと抱いて慰めるが、その言葉を聞いても気持ちは楽にならなかった。

「でも……私はいらない子なの」

「いらない子なんていないよ。きっと今頃君の家族が心配して探してるんじゃないかな？」

　彼が私の頬の涙を拭いながらにっこりと微笑んだ時、琴ことさんの声がした。

「お嬢さま？　凛お嬢さま？」

　辺りをキョロキョロしながら琴さんが私を探している。

　彼女は田た中なか琴さんといって私が赤ちゃんの頃から世話をしてくれているうちの女中のひとり。年は三十歳。背はスラッとしていて、髪は後ろでひとつに束ねている。

　食事の支度をしていたのか、彼女は割かっ烹ぽう着ぎ姿だ。

「君を迎えに来てくれたんじゃない？」

　お兄さんは明るい笑顔で言うが、私はがっかりした。

　迎えは来たけれど、お父さまではない。

　父は私には無関心。

　やっぱり私はいてもいなくてもどうでもいい子なんだ。

　悲しくてギュッと唇を噛む私を見て彼が注意する。

「噛んだら血が出るよ」

「だって……お父さまは来ないもの」

　そう言い返して泣きじゃくっていたら、「じゃあ、とっておきのものを君にあげよう」というお兄さんの温かい声がした。

　とっておきのもの？

　その言葉に涙がピタリと止まる。

　不思議に思って顔を上げたら、彼は自分がつけていたネックレスを取って私の首にかけた。

　そのネックレスには鷹が彫刻された大人用の金の指輪がついている。その指輪を手に取りながらお兄さんは告げた。

「これは魔法の指輪だよ。なにか辛いことがあった時、これをギュッと握りしめればいい。元気が出るから」

「でも……これとっても高いものじゃあ？」

　返そうとしたが、彼は小さく頭を振った。

「もう僕はこの指輪にいっぱい元気をもらったからいいんだ。君はきっと強くなれる。僕が保証する」

　その言葉は神の啓示のように私の頭の中にスーッと入ってくる。

「さあ、もうお行き。君を探してる人が心配する」

　お兄さんは私に手を貸して立たせると、優しく微笑んだ。

「ありがとう、お兄さん。私、この指輪大事にします」

　指輪を握って約束する私を見て、彼は小さく頷いた。

　それは夢のような出来事で、指輪がなかったら現実のこととは思えなかっただろう。

　お兄さんが告げたように、この指輪は私がくじけそうになると元気をくれた。

　またお兄さんに会いたいと思って葉山に来るたびにその浜辺に行ったが会えず、そのまま月日が流れていつしか彼の顔も忘れてしまった。




　十五年後――。

　大正から昭和に時代が変わり、今は昭和四年。

「見て、琴さん、今日はトマトがいっぱいなってるわ」

　庭で赤く色づいたトマトを見て頬を緩めると、近くにいた彼女も微笑んだ。

「朝食はトマトのサラダで決まりですね」

「やっぱり家庭菜園っていいわね。愛情込めて野菜を育てれば、美味しく食べられるんですもの。薔ば薇らを育てるよりもずっと有意義だわ」

　私は二十三歳になり、背も琴さんと同じくらいで百六十センチある。

　大人にはなったけどお洒しゃ落れに興味はなく、服も洋服ではなく長く着られて丈夫で洗濯もしやすいかすりの着物を着ている。長い髪も邪魔にならないようにまとめ髪にして、朝から野菜の収穫。そんな風だからこの年になっても恋をしたことがない。

　七月に入ってうだるような暑さが続いているが、うちの野菜が元気に育っているのを見ると嬉しくなる。

「凛お嬢さま、薔薇は目の保養になりますよ」

　苦笑いする彼女に顔を近づけて真剣に問う。

「それじゃあ琴さんは、お腹が空いてたらトマトと薔薇、どっちを取るの？」

「それはトマトですけど……」

　彼女の答えを聞いてニンマリする私。

「でしょう？　薔薇じゃあお腹は膨れないわ」

「お嬢さまはとても現実的でいらっしゃいますね。でも、庭に畑なんて旦那さまにバレたら大変じゃあ？」

　少し不安そうな顔をする彼女に自信を持って言った。

「大丈夫。お父さまは裏庭の方にまで来ないわ。庭に興味はないもの。畑を作って数カ月経ったけど、まだ気付いていないでしょう？」

「確かにそうですね」

　琴さんと目を合わせてクスリと笑う。

　収穫したトマトを持って屋敷に戻ると、琴さんと一緒に朝食の準備をした。

　もうこれは私の日課だ。

　テーブルに料理を並べていたら、学生服姿の弟の直なお史ふみがやってきた。

　サラサラの黒髪に鋭角的な顔立ちをしていて、父に似たのか背は高い。小さい頃からテニスをやっているせいか、肌は小麦色で筋肉もほどよくついていて健康的。

　大学生の直史は頭もよく、学校の成績はいつも首席だ。

「姉さん、おはよう」

　にこやかに微笑む直史に、挨拶を返す。

「おはよう。今日もおかずが少なくてごめんなさいね」

　テーブルに並んでいるのは、めざしの塩焼き、ほうれん草のお浸し、玉子焼き、キャベツの味噌汁にトマトのサラダと野菜中心の質素なメニュー。

　二年前に起こった昭和の金融恐慌で、私たちの暮らしは大きく変わった。

　父は銀行に多額の金を融資していたのだけれど、融資先の銀行が倒産して保科家の家計は逼ひっ迫ぱく。さらに悪いことに父は肺を悪くして軍を退役。五人いた使用人は今はもう琴さんだけになってしまった。私は家にいる時は琴さんを手伝い、日中は外に働きに出ている。

　でも、私のお給料だけでは家族を養うことも、この屋敷を維持することもできず、家財を売りながら細々と暮らしていた。

　今いる家の食堂も床板がところどころ傷んでいて修理が必要なのだけれど、業者に頼む金銭的な余裕もない。

「なに言ってるの。姉さんが働いたお金で出来立てのご飯が食べられるんだよ。それだけで幸せだと思わないと」

　弟は私が手に持っていたお盆を奪って、テーブルにご飯を並べた。

「直史だって、お金をうちに入れてくれてるじゃないの。勉強に専念させてあげたいのにごめんね」

　直史もうちの家計を気にしているのだ。

「僕は先生の仕事を手伝ってお金をもらってるんだから一石二鳥だよ。ほら、そんなこと言ってると姉さん遅刻するよ。早く食べよう」

　弟に言われて壁時計を見たら、午前七時近かった。

「あっ、本当だわ」

　会社の始業時間は九時。

　通勤に一時間半以上かかるから早く食べないと！

　テーブルに着いて「いただきます」をしたその時、姉の葵あおいが食堂にやってきて自分の席に着いた。

「みんなおはよう」

　柔らかく微笑む姉は、美人でおっとりしている。

　背は私より低くて小柄。

　髪は今流は行やりのウェーブがかったボブスタイルで、服もドレープが見事なワンピースを着ている。

　朝から化粧も完璧で、どこから見てもお洒落なモダンガールだ。

　しかし、姉のワンピースを見て私はギョッとした。

　洋服屋ではあまり見かけない可憐なデザインだし、姉の身体にピッタリ合っているから一目でオーダーメイドだとわかる。

「ちょっとお姉さま、そのワンピース見たことないんだけどどうしたの？」

　姉を問い詰めると、彼女は無邪気に笑ってゆっくりとした口調で答えた。

「新調したの。周りのお友達も新しい洋服を持っててどうしても欲しくなって」

　姉の経済観念のなさに頭痛がする。

「あのね、お姉さま、そのオーダーメイドのワンピースを買うのにいくらかかるか知ってる？　百円はするのよ。百円っていったら、私が一カ月働いてもらうお給料と同じ金額なの」

「まあ、凛のお給料ってそんなに安いの？」

　少し驚いた表情をする姉に今度はくらっと目め眩まいがした。

「百円でもたくさんもらってる方よ。私が言いたいのはね、お金を稼ぐのは大変ってこと。次からは買う前に私に相談してね」

　そうお願いすると、姉はニコッとして頷いた。

「ええ。気をつけるわね、凛」

　この顔、本当にわかっているか怪しい。

　使用人が琴さんだけになった時からうちの家計簿は私がつけているのだが、ずっと赤字が続いている。大きな収入がなければ、いずれこの屋敷も手放さなければならなくなるだろう。

　ハーッと溜め息をつく私を見て、弟が話題を変えた。

「おっ、このトマトのサラダ美味しい」

　弟に褒められて嬉しくなり、とびきりの笑顔で返した。

「今日うちでとれた野菜なの」

「ああ。いつの間にか育ってたよね。……ねえ、父上はまだ寝てるの？　朝起きたら廊下にあった伊い万ま里り焼やきの花瓶がなくなってたけど、また酒場に行った？」

　弟は箸を止め、少し表情を暗くして私に尋ねる。

「うん。また質屋に売りに行って、その後競馬して負けてお酒を飲みに行ったんだと思うわ」

　父は銀行に融資した資金を取り戻そうとギャンブルに夢中になっている。

　弟と私がやめるように言っても聞かないのだ。

「父上はどうしようもないな」

　いつも穏やかな弟が吐き捨てるように言うので、優しく宥なだめた。

「まあまあ、お父さまもいろいろ悩んでいるんだと思うの。そのうち目が覚めるわよ」

　最近、父と弟は喧けん嘩かばかりしている。

　父は直史が大学を卒業して働くことに猛反対し、弟は弟で父のギャンブル癖を非難しているからだ。

「凛姉さんは優しすぎるよ。今の生活は姉さんに負担がかかりすぎてる。会社勤めをして、家事をして……。父上はそれなのにいつも凛姉さんをないがしろにして、なにもわかっていない」

　眉間にシワを寄せて怒りを露わにする弟に明るく微笑んだ。

「私は苦には思っていないわ。家族で支え合うのは当然よ」

「凛姉さんはよくても僕は許せない。父上はもっと現実を見るべきだし、凛姉さんに感謝すべきだ」

　弟は私が父によく思われていないのを知ってて怒ってくれている。

「直史、人ってそんな簡単には変われないの」

　直史の手に自分の手を重ね諦め顔でそう告げたら、姉が私たちを見てニコニコ顔で言った。

「ふたりともご飯は楽しく食べないと」

　その天真爛らん漫まんな笑顔を見て私も弟も苦笑い。

　だが、姉の言うことは正論だ。

　その後は直史が大学の話をして和やかな雰囲気で食事をし、私は家を出るとバスに乗った。

　バスは通勤のサラリーマンたちですし詰め状態。バス一本で行けるならいいが、一回乗り換えなければならず楽ではない。

　日に本ほん橋ばしの停留所で降りて、三分ほど歩いたところに私が働いている『青あお山やま国際通商』がある。

　三階建ての石積みレンガ造りの建物で荘厳な雰囲気。コリント式の華麗な柱が印象的だ。有名な外国の建築家が設計したとかで、内部の設備もエレベーターや水洗トイレ完備と最新のものを取り入れている。

　青山国際通商は日本三大財閥のひとつである青山財閥が経営している会社で、五年前に設立され従業員は五十人ほど。絹織物などを輸出し、綿花やパルプ、生ゴムなどの原材料を輸入しているが、極秘で政府の依頼を受けて海外から武器も仕入れている。

　正面玄関を抜けてエレベーターに乗ると、三階で降りた。

　右手の突き当たりが私の所属している海外営業部の仕事場。

　三十畳ほどの広さで、木製の事務机が五台ずつ向かい合って並んでいる。隣は給湯室になっていて、自由にお茶が飲めてなかなか便利だ。

　私の席は窓際の隅っこにあり、机の上には英文タイプライターが置いてある。

　そう、私はタイピストの仕事をしているのだ。

　小さい頃、勉強はあまり得意ではなかったけれど、葉山で金の指輪をくれたお兄さんに出会ってからは勉強を頑張った。特に外国語が得意で、女学校時代は暇さえあれば洋書を読んでいた。お陰で女学校を優秀な成績で卒業し、先生にここでの仕事を紹介してもらったのだ。

　家が没落する前から働いていたけど、父はなにも言わなかった。多分私が家にいてもいなくても、関心がないのだろう。

　タイピストは女性の憧れの職業で、給料も英文タイピストだと大卒の男性と同じくらいもらえる。

　一番下の引き出しを開けて木綿のバッグをしまっていたら、水色のワンピースを着た私よりも背の高いストレートのボブカットの女性に声をかけられた。

「凛、おはよう。今日も暑いわね……って、あなた全然汗かいてないのね」

　ハンカチで額の汗を拭いながら私の向かい側の机に高級そうな牛革のクリーム色のバッグを置くのは、同僚にして私の女学校時代からの友人、松まつ平だいら春はる子こ。

　彼女は侯爵家の次女で、二十三歳。お金持ちで、家に家令もいる正真正銘のお嬢さまだ。

　私と違って働いているのはキャリアのため。

　ゴシップ好きだけれど、気さくで話しやすく、彼女とは昔から馬が合った。

「おはよう。私は汗をかきにくい体質みたい」

　笑顔で挨拶を返したら、彼女は羨ましげに私を見た。

「もう私なんか汗で化粧が落ちるのよ」

「私は冬が苦手で霜焼けができちゃう」

「霜焼けは痒かゆそうね。あっ、モサ男が来たわ。モサ男も全然汗をかいてないわね」

　私の話にクスリと笑いながら相あい槌づちを打った彼女が急に声を潜めた。

『モサ男』というのは、先週末に中途採用で雇われたうちの男性社員。名前は森もり田たといって年は三十前後。髪の毛がもっさりしていて前髪も長く、メガネをかけているから、どんな顔なのかあまりよくわからない。

　背は百八十センチくらいあって長身だが、いつもヨレヨレの濃紺のスーツを着ていて野暮ったい印象。

　モサ男……じゃなかった森田さんはスタスタと歩いて、私の左隣の席に座った。

「森田さん、おはようございます」

　私が挨拶すると、彼は素っ気なく返した。

「おはよう」

　そんなやり取りを見て春子さんは苦笑いする。

「ちょっと化粧室に行ってくるわ」

　彼女の言葉に小さく頷いて、仕事の準備を始める。

　英文での請求書の作成や取引先への手紙のタイプが私の主な仕事だけど、上司に頼まれて翻訳の仕事もする。

　請求書のタイプをしていたら、森田さんが私に書類を手渡してきた。

「保科さん、これお願い。タイプしたら郵便で出しておいてくれる？」

　それは手書きで書かれた英文の手紙。

　走り書きだけど、綺麗な字だった。

「はい、わかりました」

　請求書の作成を素早く終わらせて、彼からの書類をタイプしていく。

　その風貌からボーッとしているように見えるが、彼は仕事が早い。中途採用されたのも優秀だからだろう。

　集中して仕事をしていたら、あっという間にお昼になった。

　みんな会社近くの食堂や洋食屋などにお昼を食べに行く。

　だが、私はいつもお弁当。

　バッグからお弁当箱を取り出すと、春子さんがバッグを持ちながらチラリと私の方を見た。

「毎日作ってるんでしょう？　偉いわね」

「おかずは朝食の余り物だからそんな手が込んだもの作ってないの」

　おにぎりを握ってあとはおかずを詰めただけ。

　お弁当の蓋を開けながら答えると、彼女はフッと微笑した。

「それでも朝は時間がないのに感心するわ。私は外に食べに行ってくるわね」

　彼女の後ろ姿を見送っていたら、髪をオールバックにしたハンサムな男性社員に声をかけられた。

「やあ、凛ちゃん、お昼に誘おうと思ったのにな」

　彼は佐さ々さ木きさんといって、一カ月ほど前にうちにやってきた。アメリカの大学に留学していたとかで英語はペラペラ。海外の映画に出てくるヒーローのように目鼻立ちのはっきりしたハンサムで、背も森田さんくらいあって高い。仕事もできるからうちの女子社員にも人気だ。

「お昼はいつもお弁当なんですよ。ハハッ」

　笑顔で返すが顔が引きつる。

　彼は女の子なら誰にでも気安く声をかけるタイプの人で、ちょっと苦手。

「今度俺にもお弁当作ってきてよ」

　白い歯を見せニコッと笑うと、彼は他の女子社員に「佐々木さん、今日は洋食屋さんがいいな」と手を引かれて行ってしまった。

「やっと落ち着いて食べられる」

　いただきますをしてお弁当を食べ始めようとしたら、隣の森田さんの視線を感じた。

　いや、彼の目は前髪に隠れてあまり見えないからそういう気がしたというべきか。

「あの……なにか？」

　少し困惑しながら尋ねると、彼は珍しく仕事以外のことを聞いてきた。

「いつもお弁当だが、どうして外に食べに行かない？　ここの給料は女性社員も男性社員と同じ金額のはずだが」

　本気で疑問に思っているようなので、少し恥ずかしい話だけれど彼にうちの事情を話した。

「私は養っていかなければならない家族がいるので、無駄遣いするわけにはいかないんですよ」

「そうか。余計なことを聞いてすまなかった」

　口調はぶっきら棒だったが、彼が真剣に謝っているのが伝わってくる。

　いつもならそれで話を終わらせるところだが、少し彼に興味を持ってもっと話したくなった。

「森田さんは外に食べに行かないんですか？」

「ちょっとやっておきたい仕事があるから」

　森田さんの机の上には外国から届いた封書が何通かあった。

　多分取引先からの手紙だろう。

「大変ですね。でも、お腹空きません？　よかったらおにぎり食べてください。私、お茶入れてきますね」

　彼の返事も聞かずに席を立って隣にある給湯室の冷蔵庫を開け、麦茶を入れて席に戻る。

「はい、どうぞ」

　麦茶を入れたコップを森田さんの机に置くと、彼は「ありがとう」と小声で礼を言った。

「おにぎりは梅とシャケとおかかがありますけど。あっ、おかずも食べてください」

　お弁当を森田さんの机に寄せて微笑んだら、彼は困惑気味に「ああ」と返事をする。

　ここは強く言わないと遠慮して食べてくれないかもしれない。

「このおにぎりの具は梅です。琴さんと一緒に漬けた梅が美味しくできて。でも、真ん中のシャケも美味しいですよ。知り合いのお魚屋さんが持ってきてくれたシャケを塩漬けしたんですけど、おにぎりによく合って。おかかも醤油の味がご飯に染みてて美味しいし」

　おにぎりを指差しながら調子に乗ってペラペラしゃべる私。

「要するに全部お勧めなわけだ」

　冷淡な声で言われたが、それで凹む私ではない。

「はい。どれも美味しいですよ」

　満面の笑顔で返したら、彼は間髪おかずに言った。

「では、梅をいただく」

　彼が手を伸ばして梅のおにぎりを手に取る。

　今改めてその手を見ると、指が細長くて綺麗だと思った。

　ピアノとか弾きそうな手。

　私もシャケのおにぎりを取って森田さんの反応を気にしながらひとくち食べる。

「梅のほどよい酸っぱさがいい。美味しい」

　抑揚のない声だったけど、お褒めの言葉をいただき頬が緩んだ。

「よかった。じゃあ、玉子焼きもどうぞ」

　玉子焼きを一切れ箸で取って森田さんの口まで持っていく。

　彼はいささか私の行動に驚いたようだけど、口を開けて玉子焼きをパクッと食べた。

「どうです？　どうです？」

　玉子焼きを咀そ嚼しゃくする森田さんの顔をジッと見たら、彼はメガネ越しに私を見た。

「甘くて美味しい」

　笑顔で言ってくれたわけではないのに、凄く嬉しいのはなぜだろう。

　あっ、絶対に自分に懐かなかった猫が初めて私の手からご飯を食べてくれたようなそんな感じ。

「この玉子焼き、琴さんが作り方を教えてくれたんです。琴さんというのは私の料理の師匠で、洋食屋のコックさんみたいに美味しい料理を作るんですよ。……特に彼女のビーフシチューは最高で舌が蕩とろけそうなほど美味しいんです」

　琴さんの料理を熱く語るが、彼は嫌な顔ひとつせず聞いてくれた。

「なるほど。保科さんの玉子焼きも美味しいんだから、きっとその人の作ったビーフシチューも相当美味しいんだろうな」

　おにぎりを食べ終わると、彼は「ご馳走さま」と手を合わせ、再び黙々と仕事を始めた。

　私、ひょっとして仕事の邪魔をしちゃっただろうか。

　いつもお昼はひとりだったものだから、ついついしゃべりすぎてしまった。

　森田さん、ごめんなさい。

　少し反省しながら私も素早くお昼を済ませてタイプを始める。

　今日は定時で上がって琴さんとコロッケでも作ろうと思っていたのだが、上司に契約書の翻訳を頼まれて、結局仕事が終わったのは午後八時過ぎだった。

　今いるのは私と佐々木さんと森田さんの三人だけ。

「凛ちゃん、今日は遅いね。家まで送っていこうか？」

　佐々木さんが私の席にやってきてそう申し出てくれたのだけれど、笑顔で断る。

「いえ。弟が迎えに来てくれるので」

　それは真っ赤な嘘だが、うちが伯爵家というのはあまり会社の人に知られたくない。自分を伯爵令嬢とは思ったことはないし、人に色眼鏡で見られたくはないのだ。

「へえ、弟がいるのか。今度会ってみたいな」

　彼が弟に興味を示したので、遠回しに無理だと伝える。

「でも弟はまだ学生で忙しいんですよ」

「そう、残念だな。じゃあ、お先に」

　彼が仕事場を出ていくと、フーッと息を吐いた。

　すぐに帰ってくれてよかった。

「佐々木さんっていつもあんな感じ？」

　不意に森田さんに聞かれ、キョトンとする。

「あんなって？」

「会社でいつも女の子を口説いてるの？」

「ああ。口説くというかあれは挨拶ですね。女の子みんなに言ってますから。でも、仕事はちゃんとしてるんですよ」

　一応誤解のないように言っておく。

「まあ、仕事しなければただの給料泥棒だ」

　彼の皮肉に苦笑いした。

　森田さんってなかなか手厳しい。

　机の上を片付けてバッグを手にすると、彼に声をかけた。

「それじゃあ、私もお先に失礼します」

「弟さん、会社まで迎えに来てくれるのか？　もう結構暗いが」

　森田さんの質問にギクッとする。親切心で声をかけてくれたのはわかっているのだけど、そこは聞き流してほしかった。

「あ……あれは嘘というかなんというか。大丈夫です。私ひとりには慣れてますから」

　笑ってごまかし、後ずさりしながらそそくさと会社を出る。

　森田さんが言っていたようにこの時間は街の明かりがついているとはいえ暗い。

　バス停まで早足で歩くが、後ろから足音が迫ってきて持っていたバッグを何者かに奪われそうになり、思わず声をあげた。

「キャッ！」

　顔は見えないが、ひょろっとした男性が私のバッグを掴んでいる。

「なにするの！」

　手に力を入れて男の手を振り払おうとするも、そのままバッグを奪われた。

　バッグには財布が入っている。

　お金がなければバスで帰れない！

「返して！」

　もう必死で男の腕を掴んで取り戻そうとしたが、揉み合っているうちに下駄の花緒がブチッと切れ、それでバランスを崩して男の手を離してしまった。

「しつこいんだよ！」

　男がバッグで私の顔を殴ろうとしてきて咄とっ嗟さに「嫌！」と声をあげる。

　怖かった。

　痛みを覚悟してギュッと目を閉じたが、数秒経っても痛みが襲ってこない。

　どうして？と疑問に思うと同時に聞き覚えのある声がした。

「大丈夫か！」

　この声……。

　思い切って目を開けたら、メガネをかけたスーツ姿の男性が引ったくりの腕を捻り上げていた。










謎の同僚




「……さん、大丈夫か？　保科さん？」

　引ったくりから私を助けてくれたメガネ姿の男性を呆然と見つめる。

　それはさっきまで一緒に仕事をしていた森田さんだった。

　彼に何度も名前を呼ばれてようやくハッと我に返る私。

「は、はい、大丈夫です」

　私が返事をしたその時、引ったくりが暴れ出して、森田さんのメガネが地面に転がった。

「往生際が悪いな」

　森田さんがすかさず引ったくりの男を投げ倒し、いつの間にか近くにいた短髪の背の高い男性に命じる。

「伊い織おり、この男を頼む」

「はい」

　伊織さんという男性は引ったくりの両手を首につけていたネクタイを外して縛り上げ、騒ぎを聞きつけてやってきた警官に引き渡した。

　それはあっという間の出来事で、私はこの状況についていけずにいた。

　警官の質問にも私の代わりに森田さんが答えてくれて、私はただ彼の言葉に頷いただけ。

　警官が引ったくりを連行してこの場を去ると、胸に手を当てゆっくりと息を吐いた。

　不意に地面に転がった森田さんのメガネが目に入り、屈んで拾い上げるも足の指に痛みが走って思わず顔をしかめる。

「どうかしたか？」

　彼が心配そうに私の顔を覗のぞき込んだその時、月明かりに照らされて彼の顔がはっきりと見えた。

　切れ長二重の目をしていて全体的に線が細く、綺麗な顔立ちをしている。

　ハンサムというよりは美形という言葉がピッタリで、なぜだか知らないが懐かしい感じがした。

「あの……メガネを。でも、曲がっちゃいましたね」

　メガネを手渡したら、彼はポケットにしまって私にバッグを差し出した。

「ああ。ありがとう。家に替えのメガネがあるから問題ない。これは君のバッグだ」

「ありがとうございます。森田さんのお陰で助かりました」

　彼がいなかったら、バッグも取られ、顔も殴られていただろう。

　そう考えるとゾッとした。

「ちょっと保科さんが心配でね。……足、血が出てる」

　彼が屈んで花緒が切れた右足にそっと触れ、スーツのポケットからハンカチを取り出す。足元を見たら、親指の皮が剥けて血が出ていた。

「ハンカチが汚れます。こんな怪我慣れてますから」

　怪我した足を引っ込めようとしたが、彼に注意された。

「慣れてもらっては困る。こんなに血が出て痛いだろう？　伊織、車」

　森田さんは短髪の男性に命じると、手に持っていたハンカチを歯で素早く引き裂く。

　その綺麗な容貌とは違う男らしい仕草にドキッとした。

　彼はハンカチの切れ端を私の足の親指に丁寧に巻いて手当てをする。

「これで血は止まるだろう」

「すみません。なんだかいろいろお世話になって。あの……さっきいた伊織さんという方は？」

　気になって質問したら、彼は微かに口角を上げた。

「俺のお目付け役といったところかな」

「はあ。お目付け役ですか？」

　そう相槌を打つが、ふたりの関係性がよくわからない。

　でも、森田さんが伊織さんに命令する関係。普通のサラリーマンではなさそう。

　それに、見た目に反して動きが機敏だし、メガネも度が入ってなかったような気がする。

「ひょっとして国の特殊任務に就いているスパイとか？」

　女学校時代、外国の小説を読み漁っていたこともあり、そんな妄想が頭に浮かんだ。

「スパイではないが、いい線いってる。……その指輪」

　どうやら私は思考を声に出してしまっていたらしい。

　森田さんが私の妄想にコメントをしたのだが、その時私が首にかけていた金の指輪を見て微かに目を見開いた。

「あっ、この指輪は昔ある人にもらって、それからずっと私のお守りになってるんです。辛い時はいつもこの指輪に元気をもらって……。高価なものだし、その人にまた会えたらお礼を言って返そうと思うんですけど」

　高価なものだからいつも着物で隠して見えないようにしていたのだけれど、引ったくりと揉み合って外に出てしまったようだ。

　この指輪のことは私の家族も知らない。

　指輪に指で触れながら森田さんに説明したら、彼は淡々とした口調で私に告げた。

「もう返す必要はないんじゃないか？　指輪をあげた人は君が指輪を身につけてくれていて喜んでいると思う」

　ずっと返さないといけないと思っていたから、そんな風に考えたことは一度もなかった。

　私が持っている方があのお兄さんは喜ぶのか。

「そうですかね？」

　確認すると、森田さんは私の目をまっすぐに見据えて頷いた。

「ああ。ずっと君に持っててもらいたいと思ってるはずだ。さあ、その足じゃ歩くのが辛いだろ？　送っていく」

「いえ、そこまでご迷惑をおかけするわけには」

　丁重に断ったその時、うちでも昔乗っていたアメリカ製の車が走ってきて横に停まった。運転席には伊織さんが乗っている。

　もううちの車は売り払ってしまったけど、その車を見て裕福だった頃の生活を思い出した。

　昔は家に庭師や運転手、家庭教師もいて、家の中は賑やかだった。あの頃の生活に戻ることはもうないだろう。

「お昼に弁当をわけてくれたお礼だ」

　森田さんが急に私を抱き上げたので、思わず「キャア！」と声をあげた。

「も、森田さん、なにをしてるんですか？」

　身内以外の男性にこんなに密着するのは初めてだ。

　しかもお姫さま抱っこ。

　大騒ぎする私とは対照的に彼はとても落ち着いている。

「車に運ぶだけだ。怪我をしてるし、花緒が切れてちゃ歩けないだろ？」

　その言葉通り、彼は横付けされた車の後部座席に私を乗せた。

「伊織、まずは履物屋へ」

　森田さんが運転席にいる伊織さんに指示を出す。

　履物屋って、ひょっとして私の下駄を気にして？

「あのう、お心遣いはとても有り難いのですが、私は今持ち合わせがなくて」

　今だけでなく、ずっと下駄を買うお金なんてないのだけど。

　遠回しに買えないと伝えるも、森田さんに選択を迫られた。

「じゃあ、選ばせてあげよう。俺に抱きかかえられて家まで帰るのと、普通に下駄を履いて歩いて帰るのとどっちがいい？」

　その目がおもしろそうに笑って見えるのは気のせいだろうか。

「裸足で家に帰るというのは……？」

　彼の顔色を窺うかがいながら尋ねるが、無表情でなにを考えているのか読めない。

「その選択肢はないな。ガラスの破片で足を怪我するかもしれないから許可できない。時間切れということで履物屋に行くから」

　許可できないって学校の先生みたいな物言いじゃないですか。

　反論しても無駄だとこの人は言っているようだ。

「本当にお金がないんです。当分はこの下駄を直して使うしか」

　私のボロボロの下駄を見れば、裕福な暮らしをしていないことはすぐにわかったはず。恥を忍んで自分の懐事情を打ち明けるが、彼は考えを変えない。

「保科さんはなにも心配することはない」

「でも……」

　そんなやり取りをするうちにとある履物屋の前で車が停止した。

　それは東京で有名な老舗の履物屋。

　また森田さんが私を抱き上げ、車を降りる。

「私歩けますけど……」

　一応そんな主張をしてみるが、彼は「いいから」と相手にしてくれない。

　困惑する私を見て伊織さんはクスッと笑った。

「彼には誰も逆らえませんよ」

　店はもう閉まるところだったのだけれど、伊織さんが「私に任せてください」と言って、店の主人となにか話をすると、笑顔で迎えられた。

　森田さんがこの店の上客なのか、店の主人は上等そうな下駄を何足も出してくる。

　今履いている下駄のこの紅色の花緒がとても素敵。

　履き心地も花緒の色もよくて思わず欲しくなったが、今の自分の立場を思い出して店主に尋ねた。

「もう少し地味な感じのものってありますか？」

　暗にもっと安いものはないか確認する。

　昔、祖母にもらった着物を質屋に持っていけば、安価な下駄を買えるくらいにはなるだろう。

「いや、今履いているのをいただいていく」

　森田さんが店の主人にそう伝えたのでギョッとした。

「ええっ！　森田さん、ちょっと待って」

　慌てて止めたが、さらに彼がとんでもない発言をする。

「迷っているのか？　だったら、試し履きしたのを全部もらう」

　全部って正気なの？

　姉のようなこと言わないでほしい。この人、絶対にいいとこのお坊ちゃんだよ。

　森田という名字に聞き覚えはないけれど、きっと名家に違いない。

「なんでそうなるんですか！　一足でも私のお給料の半分は飛んでいくんです。そんな無駄遣いはできません！」

　私の必死の説明を聞いても彼は考えを変えない。

「ここで揉める時間の方がもったいない。全部もら……」

　彼に先手を打たれる前にはっきりと言った。

「今履いている紅色の花緒のでお願いします！」

　なぜ下駄を買うのにこんなに息切れするのだろう。

　私の返答を聞いて彼はフッと笑った。

　結局私は森田さんにいいように操られたのだ。

　しかも、この人、私が今履いているのを気に入ったこともわかっている。

　なんだか悔しい。

「今履いているのでいいそうだ。伊織、あと頼む」

　森田さんは店の主人にそう言うと、伊織さんに目を向けた。

「すみません。お金は後日払いますから」

　私が両手を合わせて森田さんに伝えたら、彼は素っ気なく返した。

「必要ない」

　会社の同僚にこんな高価なものを買ってもらうわけにはいかない。

「いえ、絶対に払います」

　森田さんを見据えて主張すると、彼は少しやれやれといった様子で提案した。

「頑固だな。それなら明日から俺の分も弁当を作ってきてくれないか？」

　彼の提案にしばし考える。

　正直、すぐにお金を払えるか自信がなかった。お弁当を作る方が私は助かる。

「それはお安い御用ですけど、本当にそんなのでいいんですか？」

「ああ。俺もその方が嬉しい」

　仕事している時と変わらない淡々とした口調だけど、この場を収めるだけではなく、心から言ってくれているような気がした。

「では、明日からお弁当作ってきますね」

　私の返事を聞いて森田さんは微かに口元を緩める。

「商談成立。いつも持ってきてるようなのでいいし、無理はしなくていい。作れる時だけでいいから」

　彼の気遣いに胸がキュンとなる。

　いつも無表情で素っ気ないけれど、本当は優しい人だ。

「そんな商談甘すぎです。納期はちゃんと守りますよ」

　森田さんに突っ込みを入れると、彼はどこかおもしろそうに私を見て言った。

「まあ無理はしないことだ」

「わかってます。あの、下駄ありがとうございます。大事にしますね」

　とびきりの笑顔で感謝の気持ちを伝えたら、彼が私を抱き上げて……。

「え？　ちょっ……もう花緒は切れてませんよ。恥ずかしいので下ろしてください」

　顔を赤くしながらお願いするが、彼は言うことを聞いてくれない。

「足がまだ痛いだろ？　それに、傷口が開いてまた血が出たら、せっかくの下駄が汚れる」

　森田さんの反論に言葉に詰まる。

「うっ……」

　前言撤回。彼は意地悪だ。

　確実に相手の欠点をつく。新品の下駄を汚したくないという私の性格だってもうお見通し。それでも……。

「恥ずかしいんです」

　蚊の鳴くような声で心情を訴えるも、彼にはやはり通じなかった。

「だったら、目を閉じていることだ」

　抑揚のない声で言われたが、その目は笑っているように見える。

　結局そのまま車に乗せられ、目め白じろにある自宅まで送ってもらった。

　目白には華族の屋敷が多く、私の家も赤いレンガの塀に囲まれた二階建ての洋館で敷地も千二百平方メートルあって見た目はそれなりに豪華に見える。

「送っていただいてありがとうございました。それに下駄も」

　自宅の玄関前で車を停めてもらい、森田さんたちに礼を言った。

　てっきり家のことでなにか言われると思ったのだが、彼はもう当然のように無言で私を抱き上げて、玄関まで運ぶ。

　すると、車の音に気付いたのか弟が玄関先に現れた。

「凛姉さん、どうしたの？」

　森田さんに抱き上げられた私を見て弟が目を丸くする。

「会社帰りに引ったくりに遭って、足の指を怪我しちゃって……会社の人が送ってくれたの」

　苦笑いしながら弟に説明すると、森田さんに目を向けた。

「あの……私の弟です。よかったらお茶でも飲んで行きませんか？」

「いや、もう遅いから。怪我したところはしっかり消毒をしておいた方がいい。じゃあ、また明日」

　私の目を見てそう言うと、森田さんは軽く手をあげて玄関を後にする。

「あの人……凛姉さんの上司？」

　森田さんの後ろ姿をジッと見送る弟に聞かれ、首を横に振った。

「ううん、先週うちの会社に入った人。無口な人であまりしゃべったことはなかったんだけど、今日はいろいろお世話になっちゃって」

「へえ。普通の社員に見えないな。まあ、車持ってる時点で普通じゃないけど」

「うーん、家がお金持ちだけど普通に働きたいって人は結構いるわよ。春子さんだってそうだし」

　私の言葉を受けて、弟は少し寂しい目をして返した。

「うちも没落してなければ、姉さんもそうだよね」

　私は父に証明したかったんだと思う。

　伯爵家の力がなくてもちゃんと自立してやっていけるって。

　勉強だって頑張って男性の中で仕事をしている私を認めてほしかった。

「凛姉さん、怪我を消毒しておこう。救急箱取ってくるからここで待ってて」

「うん。ありがとう」

　直史の言葉に頷き、森田さんが買ってくれた下駄を脱いで揃える。

「綺麗な下駄」

　新品の物を履くなんて何年ぶりだろう。

　私のお給料は全部うちの生活費に回していて、自分のものを買うのはずっと我慢していたから凄く嬉しい。

「森田さん、大切に使わせてもらいますね」

　この場にもういない彼に向かって呟いた時、玄関の扉が開く音がして、父が現れた。

　またお酒を飲んできたらしく足元がふらついている。

「お父さま、また飲んできたんですか？」

　玄関で靴を脱ぐ父の身体を支えながら少し咎めるように言うと、父は据わった目で私を睨みつけた。

「酒を飲んでなにが悪い！」

「今うちの家計にはそんな余裕はありません。このままでは屋敷を手放すことになります。しっかりしてください」

　うちの窮状を訴えるが、父は激昂して私の頬を思い切り叩いた。

「家長の私に意見するな！　この出来損ないが！」

　バチンと大きな音がして頬に激痛が走り、叩かれた衝撃で床に倒れ込む。

　その騒ぎを聞きつけ、弟が血相を変えて戻ってきた。

「凛姉さんになにをするんだ！」

　直史は私を抱き起こし、父に向かって声を荒らげる。

「私に余計なことを言うからだ。お前のような小娘が元大日本帝国陸軍大佐の私に偉そうに意見するな」

　父はフンと鼻を鳴らし、食堂から走って玄関にやってきた琴さんに命じた。

「琴、なにか軽いものが食べたい。すぐに用意しろ」

「は、はい」

　琴さんがおろおろした様子で返事をし、私に目を向ける。

「凛お嬢さま……」

　私のことを心配しているのだろう。

「琴さん、行って。私はちょっと転んでしまっただけよ。大丈夫」

　叩かれた頬が痛かったがニコッと笑い、直史の手を借りてゆっくりと立ち上がった。

　私と父とのことに彼女を巻き込むわけにはいかない。

　弟も「凛姉さんには僕がついてるから」と琴さんに言うと、彼女は私を気にしつつも食堂に戻っていく。

「父上は最低だな」

　悪態をつく弟を叩かれた頬を手で隠しながら宥めた。

「いいの。私が強く言いすぎたのよ。お父さまのプライドを傷つけてしまったのかもしれない」

　私も自分が働いているからっていい気になっていた。

　お給料が家計の足しになっているから、私は家族の役に立ってるんだって思っていたけれど、それはただの自己満足だったのだ。

「プライドだけではもう生活できないのを父上は知るべきだ。姉さん、足見せて」

　弟は必死に怒りを抑えながら屈んで私の足に触れ、指に巻きつけてある布を外して消毒する。

「血は止まってるみたいだけど、痛そうだ」

「もう痛みはあまりないの。森田さんが止血してくれたお陰だわ」

　彼がいなかったら、私は今頃お金もなくて家にも帰れず途方にくれていただろう。

「会社に凛姉さんを助けてくれる人がいてよかった。はい。手当て終わったよ。姉さん、夕飯は？」

　お腹は空いていない。

　それに、父も私と一緒に食べるのは嫌だろう。

「ちょっと会社でパンをつまんだから。明日も仕事があるし、今日はもう寝るわね。手当てしてくれてありがとう」

　口早に言って、玄関正面の階段を上り、二階の突き当たりにある私の部屋に入ると、ベッドに寝そべった。

　今日はいい日で終わるかと思ったのにな。

　涙が込み上げてきて、首に下げている指輪を掴む。

　このくらいで泣くな。

　昔はもっと辛いことがあったはず。

　お兄さん、私に元気をください。

　強くなれ、強くなれ。家族を守れるくらいもっと強くなれ。

　明日は今日とは違う日が来る。

「きっと笑顔でいればいい日になる」

　指輪を握りしめ、目を閉じて祈った。




　次の日は朝五時に起きて庭の野菜を収穫した。

　いつも以上に時間をかけてお弁当を作っていたら、琴さんがニヤリとした。

「そんなに熱心に作って、恋人でもできました？　お弁当もふたつに増えましたし」

「こ、恋人？　違うわよ。昨日引ったくりから助けてくれたし、下駄だっていただいてしまったからそのお礼よ」

　動揺しながら否定する私を見て、琴さんは楽しそうに目を光らせる。

「今夜はお赤飯にしましょうか？　直史さまのお話では、昨日背の高い男性がお嬢さまを送ってきてくださったとか。大事件ですよ」

「普段男っ気がなくて悪かったわね。でも、本当に違うから大騒ぎしないで。私はもう行くわ」

　お弁当を包んでいつもより早く家を出る。もちろん今履いている下駄は、昨日森田さんが買ってくれたもの。

　お弁当喜んでくれるといいな。

　いつも無表情の彼が『美味しい』って笑うところが見たい。

　会社に着くと、佐々木さんが部長の席にいるから驚いた。なにか封筒に入った書類を見ている。

「佐々木さん、おはようございます。早いですね。部長の席でなにを？」

　不思議に思って尋ねると、彼は一瞬ハッとした表情になったけど、すぐに真夏の太陽のように眩しく微笑んだ。

「いやあ、おはよう、凛ちゃん。ちょっと窓を開けたら、部長の席の書類が散らばっちゃって」

　なんだ。そういうわけか。

「今日も暑いですもんね。扇風機つけていいんですよ」

　近くの扇風機を指差すと、彼は乱れた前髪をかき上げながら言った。

「そうなんだけど、自然の風の方が好きでね」

「なんとなくわかります。自然の風の方が気持ちがいいですもんね」

　彼の言葉に相槌を打ちながら自分の席に座る。

　しばらくすると春子さんがやってきた。

「おはよう。今日は髪下ろしてるのね。女学校時代に戻ったみたい」

　私を一目見て彼女がそんなコメントをするので、慌てて言い訳した。

「い、いつもまとめてるとたまに頭が痛くなるから、今日は下ろしてきちゃった」

　それは真っ赤な嘘。本当は頬の腫れを隠すために、下ろしてきたのだ。

　胸がチクッとするのを感じながらも笑顔を作る。

「まとめ髪もいいけど、私は髪を下ろしてる凛も好きよ」

　春子さんが優しく微笑んで席に着く。

　この日、森田さんは朝から客先に行っていて、会社に来たのはちょうどお昼休みになってからだった。

「あっ、森田さん、おはようございます……じゃなかった。もうこんにちはですね。昨日はどうもありがとうございました」

　出勤してきた彼はいつものようにメガネをかけていた。

「髪……」

　私の変化に気付きボソッと呟く彼に説明した。

「たまには下ろすのもいいかと思いまして。お弁当作ってきたんです。食べませんか？」

「ああ。ありがとう」

　森田さんが席に着くと、お茶を準備して彼と私の机の上にお弁当を広げる。

「はい、これ森田さんの分です。今日は豚肉巻きおにぎりにしてみました。やっぱり男の人はお肉がいいですよね。あと、焼きトマトに絹さやを入れてみました。あっ、好き嫌いないですか？」

　機関銃のようにしゃべる私の質問に森田さんは「ない」と端的に答える。

　その返答にホッとした。

　彼は礼儀正しくいただきますをして食べ始める。

　なんというか所作が綺麗。

　森田さんの感想が聞きたくてつい彼が食べる様子を見てしまう。

　まず一口サイズのおにぎりを箸で器用に掴んでパクッと口にする彼。

　しばらく咀嚼して私が欲しかった言葉を口にした。

「味が染みてて美味しい。俺好みの味だ」

　言い方は素っ気なかったけど、なんだか胸にジーンときて、目頭が熱くなる。

「よかった」

　にっこりと笑って私もお弁当を食べ始めるが、なにかしゃべろうと思っても言葉が出てこない。

　私のお弁当で喜んでもらえた。

　たったそれだけのことがとても嬉しくて……。

　ポタッと大粒の涙が手の甲に落ちる。それから雨のように涙が落ちてきて、もう自分でもコントロールできなくなった。

「あれ……なんで？」

　目を擦るが涙は止まらない。

　私の異変に気付いた森田さんが「どうした？」と問いかけるが、すぐに答えられなかった。

　泣きじゃくる私の肩に手を置き、彼は自分の胸に引き寄せる。

　しばらく彼の胸で泣いてしまったが、ここが会社ということを思い出して慌てて彼から離れた。

「ご、ごめんなさい。あんまり褒めてくれる人がいないから感動しちゃって」

　涙を拭いながらヘラッと笑って見せたが、彼は不審な顔をする。

「本当にそれだけか？」

「はい」と顔を上げて返事をしたら、彼と目が合った。

「その頬、どうした？」

　彼に指摘され、咄嗟に頬を手で隠す。

　気付かれた！

「ちょっと壁にぶつけてしまって。私おっちょこちょいなんです」

　ハハッと笑おうとするが、また涙が溢れてくる。

　そんな私を再び彼は引き寄せた。

「もう無理してしゃべるな。すっきりするまで泣けばいい」

　多分、それは私にとってはとても贅沢な言葉だったと思う。

　いつもこんな風に泣く私を受け止めてくれる人はいなかったから。

　姉や弟の前ではいつも元気な私でいなければいけないってずっと辛いのも我慢していて……。

　昨日父に叩かれたことが悲しくて、子供のように泣いた。

　その温かな胸に自然と心が落ち着いてくる。

　泣くことで気持ちがすっきりした。

「もう大丈夫です」

　小さく笑って森田さんから離れ、再びお弁当のおにぎりを食べるが、塩味が強いように思えた。

「……しょっぱい」

　顔をしかめる私の頭を森田さんがクシュッと撫でる。

「涙で塩辛く感じるんじゃないか？」

「そうかも」

　彼と目を合わせ、にっこりと微笑んだ。

「次は塩分控えめでいいかもしれないな」

　森田さんが目を細めて茶目っ気たっぷりに言う。

　その笑顔に私の心も晴れやかになった。










彼の正体




「まあ、今日はいなり弁当ね。素敵」

　私が作ったお弁当を見て姉がニコッと微笑むので、厳しい顔で釘を刺した。

「お姉さま、これは私と森田さんのお弁当であって、お姉さまのお弁当ではないですよ。食べないでくださいね」

「凛、私もおいなり食べたいわ」

　上目遣いに私を見て駄々をこねる姉。

　森田さんの分もお弁当を作り始めてから、一週間が経った。

　姉はここ数日早起きして私が料理するのをジッとではなくはしゃぎながら見ている。

「僕も今おいなり食べたいなあ」

　弟もキッチンにやってきて私に催促する。

　こういうこともあろうかと、多めに作ってはある。でも、ただでは食べさせません。手伝ってもらいますよ。

「もう仕方がないわね。では、ふたりともお皿を並べて。あっ、お姉さまはお箸を並べてくれればいいわ」

　姉に皿を運ばせたら、すぐに割ってしまいそう。

「最近、キッチンが賑やかですね」

　玄関の掃除を終わらせて戻ってきた琴さんが私たちを見て頬を緩める。

「今日は琴さんは座ってて。琴さんの分もあるから」

　琴さんの手を掴んでダイニングテーブルに座らせたら、彼女は困惑した表情で私を見た。

「でも、私は……」

「琴さんは私にとって大事な家族だもの。それに、この時間はいつもお父さまは寝ているから大丈夫よ」

　父にとって琴さんは使用人だけど、私にとっては違う。琴さんだってたまにはゆっくりしてほしい。

　弟と姉も琴さんに優しく微笑んだ。

「そうだよ、琴さん。今日の朝食は僕たちが準備するから座ってて」

「そうね。琴さんも休みが必要よ」

　家は貧しくても、私たち姉弟の心はあったかい。

　終始和やかな雰囲気で朝食を食べて会社に出勤するが、バスに乗ったら雷が鳴って雨が降ってきた。

「傘忘れた」

　お弁当のことで頭がいっぱいで、天気のことなど少しも考えなかった。

　バスが停留所に着くと、土砂降りの雨になっていた。

　雨を気にしながらバスを降り、会社に向かって走る。

　これは会社に着くまでにずぶ濡れになるかも。

　足元を気にしながら走っていたら、どんと前の人にぶつかった。

「キャッ、すみません」

　慌てて謝ると、よく知った声が耳に届いた。

「傘持ってこなかったのか？」

「あっ、森田さん」

　彼が私に雨がかからないように黒い傘に入れてくれたので、ずぶ濡れになるのは免れた。でも、男性と一緒の傘に入るなんてなんだか緊張する。

「はい。バスに乗ったら急に降ってきて。ありがとうございます」

「髪が濡れてる」

　不意に森田さんが私の頬にかかった髪に触れたものだからドキッとしてしまった。

「そ、そのうち乾きます」

　動揺しながらそう返して、彼と一緒に会社に向かうと、正面玄関前に黒のパッカードが停まっていた。

　パッカードといえば、大物政治家や皇族が乗るような高級車。

「誰か偉い人が来たんですかね？」

　森田さんに聞くと、彼はパッカードを見据えて顔をしかめた。

「のんびり茶でも啜ってろって言ったのに」

「え？」

　なんのことかわからず首を傾げたら、彼は「なんでもない」と頭を振った。

　でも、彼が纏っている空気が少しピリピリしているような気がする。

　正面玄関前は人だかりになっていて、パッカードから着物姿の老人が現れた。

　年は七十歳くらい。顎に白い髭をたくわえた人のよさそうなおじいさんだ。

　そのおじいさんがこちらを見て、目が合った。初めて会ったのに目を細めて微笑むおじいさん。

　私ではなく違う人を見ていたのかな。

「優しそうなおじいさんですね」

　私の感想を聞いて森田さんは「保科さんは大物になれるかもね」と謎めいた言葉を呟きながら傘を閉じる。

　そのおじいさんの正体を知ったのは仕事場の席に着いてから。

「凛、おはよう。今日はうちの総帥が来てるわね。なにかあるのかしら」

　春子さんが出勤していつものようににこやかに話しかけてきたが、彼女の話題についていけずキョトンとする。

「おはよう、春子さん。うちの総帥って？」

　説明を求めると、わかりやすく言い直してくれた。

「青山財閥で一番偉い人。青山清きよ鷹たかよ」

「ええ？　あの白い髭のおじいさんが青山財閥の総帥なの？」

　青山財閥の展開する事業は貿易、造船、鉄道、銀行等多岐に渡っていて、政府との繋がりも強く、日本経済を動かしているといっていい。

　そのトップに君臨しているのがあのおじいさんなの？

　華族のパーティに頻繁に顔を出していた弟の直史ならおじいさんの顔を一目見て青山財閥の総帥とわかっただろうが、私は政財界の要人をほとんど知らない。

「顔を見たのね。最近はあまり表に出てこないから、見られて幸運かもよ」

　フッと笑う彼女の話に相槌を打つ。

「そうなんだ。身体を悪くしたの？」

　母を亡くしているし、他人とはいえどこか悪いのかと気になってしまう。

「氷帝がいるから、自分が表に出る必要がないんでしょう」

　なにかと事情通の春子さんと違って私は青山財閥のことをよく知らない。

「氷帝って？」

　春子さんの方に身を乗り出して聞くと、彼女は少し呆れ顔で言った。

「凛は本当になにも知らないのね。まあそこが凛らしいけど。氷帝っていうのは、総帥の孫の青山鷹たか政まさのことよ。金融恐慌の時、情け容赦なく人員削減を行い、強引な企業買収を行ったからその異名がついたらしいわ」

「なんだか怖そうな人ね。会ったら失神しそう」

　ブルッと震えながらそんな発言をしたら、私の横で通関許可書を作成していた森田さんがクスッと笑うのが聞こえた。

　私、そんなおもしろいこと言った？

　横目でチラッと森田さんを見るが、いつものように無表情で仕事をしている。

　気のせい？　彼、あまり笑わないもんね。

「一度だけパーティで見たことがあるけど、背が高くてかなりの美形よ。三十二歳で独身だから、氷帝と結婚したいっていう華族令嬢もたくさんいるわ」

　春子さんが話を続けたので、彼女に視線を戻した。

「ふーん、そうなんだ」

　かなりというかとびきりの美形なら私の隣にもいますよ。

　でも、これは私だけの秘密だ。

　森田さんはあまり目立ちたくない人なのかもしれない。だとしたら、余計なことは言わない方がいいだろう。

「興味なさそうね。独身の御曹司って結構いるのよ」

「そんな遠い世界の人、会うことないもの。それに、そういうお金も地位もある人は深窓のご令嬢とかと結婚する」

「凛もご令嬢だけどね」

「春子さんに言われてもね」

　彼女は世が世ならばお姫さまだもの。

　お互い目を合わせて笑っていたら、佐々木さんがやってきた。

「おっ、おもしろそうな話をしてるじゃないか。松平さんが侯爵令嬢なのは知っているが、凛ちゃんもどこかいいとこのお嬢さんなのか？」

　彼に聞かれ、咄嗟に言葉を濁す。

「いえ……私は……そんなことは……」

　今の生活が恥ずかしいわけではない。没落する前でもうちのことは話さなかったと思う。

「凛ちゃんのお父さんってさあ、元大日本帝国陸軍大佐の……」

　佐々木さんが父のことを知っているようでビクッとするも、森田さんが彼の話を遮った。

「保科さん、これタイプお願い。あと、もう始業時間過ぎてるから、静かにしてもらえるかな？」

　彼に注意され、慌てて仕事に取りかかる。

「はい、すみません。仕事すぐにやります」

　私がタイプを始めると、佐々木さんは森田さんにチクリと嫌味を言って自分の席に戻った。

「ちょっと雑談してただけなのに森田さんは厳しいなあ。はいはい、仕事しますよ」

　森田さんは佐々木さんの後ろ姿をジッと見ていた。

　ひょっとして今のは私を助けてくれたのかな？

　私が佐々木さんのこと苦手なのを彼は気付いているだろうし。

　そのさり気ない優しさに胸がときめく。

　その後黙々と仕事をしていたら、タイプする紙が切れてしまった。

「最近なくなるの早いな。倉庫に取りに行こう」

　席を立って壁のフックにかけてある鍵を掴み、同じ階にある倉庫に行って、鍵を使って中に入った。

　倉庫には棚がいくつかあり、紙や古いタイプライター、インク、扇風機などが置かれていてごちゃごちゃしている。床にも段ボールが置かれていて、気をつけないと躓つまずいて転びそうだ。

　おまけに窓が開いてないからとても蒸し暑くて、手で顔を仰ぎながらタイプライターの用紙を探した。

「えーと、確か奥の棚の段ボールに……」

　足元に注意して奥へ進み、段ボールの中を確認する。

　中にはさらに用紙サイズの大きさの段ボールが入っていた。

「あった！　この小さい段ボール丸ごと持っていこう」

　みかん箱よりもやや小さめの段ボールを手に持ち仕事場に戻ろうとしたら、ガチャとドアが開く音がした。

　振り返れば佐々木さんがいて条件反射でつい身構える。

「佐々木さんもなにか取りに来たんですか？」

　ニコッと愛想よく振る舞おうとするも顔が引きつった。

「取りに来たというよりは、凛ちゃんに用があってね」

　佐々木さんが一歩一歩ゆっくりとこちらに近づいてきて思わず後ずさる。

「私？」

　彼が纏っている空気が怖くて声が震えた。

「さっきは森田さんに邪魔されたからゆっくり君と話したくてさあ。凛ちゃんって保科伯爵の娘でしょう？」

　ビクつく私を見る佐々木さんの目が怪しく光る。

「それがなにか？」

　できるだけ平静なふりをして返すが、彼の質問の意図がわからなかった。

　私の素性を倉庫まで来て確認したかったのだろうか？

「最近競馬場によく君のお父さんが出入りしているみたいだ。かなり金をつぎ込んでるって噂だよ。君もお金に困ってるんじゃないかな。俺が相談に乗ってあげようか？」

　うっすら口角を上げながらそんな提案をする彼についカッとなって言い返した。

「結構です！　うちの家族でなんとかしますから」

「そういう気の強いところがいいね。でも、本当に大丈夫なのかな？　伯爵は家を抵当に入れたいって誰かに話していたようだよ。俺なら力になれる。君次第だ」

　彼が手を伸ばして私の頬に触れてきて、思わず叫んだ。

「い、嫌！　お断りします！」

「どうして？　俺の援助があれば、働かなくても毎日遊んで暮らせるよ」

　彼はおもしろそうに目を細めて私に問う。

　援助って……。

　いくらここのお給料がよくても、うちを支援するなんて無理だ。

「あなた、何者なんですか！」

　キッと佐々木さんを睨んで尋ねたら、彼は茶化すような口調で答えた。

「正体を明かすつもりはなかったんだが、今日がここに来るのも最後だからまあいいか。俺はね、松平さんが言っていた独身の御曹司だよ」

　その返答を聞いても驚きはしなかった。

　彼の雰囲気が他の社員と違っていたからかもしれない。

「御曹司？　いったいどこの？」

　さらに突っ込んで聞くが、彼は教えてくれなかった。

「それはお互いもっとよく知り合ってから教えてあげよう。俺はね、君をとっても気に入ってるんだ」

「どうして私なんですか？」

　うちの会社には春子さんのような美人もいるのに、私をそんなに気にかける理由がわからない。

「二カ月前かな。『皇こう極ぎょく百貨店』で迷子の男の子に優しく声をかけている凛ちゃんを見かけてね。あの時の天使のような君の笑顔が忘れられず、凛ちゃんに会うために青山国際通商に入ったわけ。まあ、別の目的もあったけど、君の笑顔を独り占めしたくてね」

　悪魔のように妖艶に笑いながら彼は私の唇に触れ、顔を近づけてくる。

　逃げようとしても入り口を彼に塞がれてもうどこにも行けない。

「嫌！」

　ギュッと目を閉じて叫んだその時、ドアが大きく開いて、「いてっ！」という佐々木さんの呻き声がした。

　何事かと思って目を開けたら、森田さんが佐々木さんの胸倉を掴んで拳を突きつけている。

「橋はし本もと清せい十じゅう郎ろう、うちの女子社員に手を出してただで済むと思うなよ」

　氷のような鋭い目で森田さんに睨まれ、佐々木さん……いや橋本さんは「やっぱりバレてた？」とヘラヘラ笑いながら唇の血をペロリと舐めた。

　どうやら森田さんに殴られて唇を切ったらしい。

　佐々木さんて本当は橋本清十郎って言うの？

　橋本という名前で御曹司。それでピンとくるのは橋本財閥だ。

　橋本財閥は青山財閥に次ぐ、日本三大財閥のひとつ。

　彼は橋本財閥の人なのだろうか？

　どうして森田さんは彼の正体を知っているの？

　そんな疑問を抱いたが、背筋が凍りそうなほど冷たい森田さんの声で我に返った。

「お前がうちに潜入して、武器取引について調べていたのは知っている。一緒に社長室に来てもらおうか」

　橋本さんを見据えるその冷酷な目。

　私の知っている森田さんではなかった。

「怖いねえ。噂通りだ。まさか次期総帥が出てくるなんて想定外だったよ。最後に凛ちゃんと熱いキスをしたかったんだけどなあ」

　橋本さんはニヤリとすると、そばの棚にあった瓶を手で落として足で蹴り上げた。

　それは一瞬の出来事。

　瓶の中に入っていた画が鋲びょうが飛び散り、瓶は床に落ちて割れた。

　雨のように降ってくる画鋲。

「キャッ！」

　画鋲の針が怖くて咄嗟に持っていた段ボールを盾にしたが、森田さんが私に覆い被さって守ってくれた。

「大丈夫か？」

　心配そうに私の顔を覗き込む彼に向かって小さく頷く。

「はい。森田さんこそ大丈夫ですか？」

「ああ」

　彼は返事をしながらスーツの上着を脱いで、服についた画鋲を涼しげな顔で素早く振り払う。だが、橋本さんがいなくなったのを見て「逃げられたか」と顔を歪めた。

「あの……森田さんはどうしてここに？」

　彼が来てくれなかったら、今頃どうなっていただろう。

　ここは人気もないし、襲われていたかもしれない。

「保科さんが出ていった後、あの男がいなくなったから嫌な予感がして来てみたんだ」

　彼の話を聞いて胸に温かいものが込み上げてくる。

「また森田さんに助けられましたね。ありがとうございました。佐々木さん……いえ、橋本清十郎って何者なんですか？」

　自分で御曹司と言っていたけれど、ただの御曹司ではない気がする。彼から底知れぬ不気味さを感じた。

「青山国際通商のライバルの『橋本総合貿易』の専務だ。橋本財閥の総帥の息子で、次の総帥候補と言われている」

　彼は上着を着ながら淡々とした口調で私に説明する。

　やっぱり橋本財閥の人だったのか。そんな人がなんでうちの会社にいるの？

　それに橋本清十郎は森田さんのことを『次期総帥』って言わなかった？

　橋本清十郎の正体に気付いていた森田さんも謎めいている。

　あー、なんだか頭の中がごちゃごちゃ。

「森田さん、保科さん、ここにいたのか。社長と総帥が今仕事場に来てるから、早く戻って！」

　部長が血相を変えて倉庫に来て、森田さんと私は「はい」と返事をする。

　そうだ。橋本清十郎のことがあってすっかり忘れていたけど、今日は青山財閥の総帥が来ていたんだった。

　仕事場に戻って自分の席の前で立つが、空気がピリピリしていた。

　これからなにがあるというのだろう。

　社長が部長の横に立ち、総帥がそのそばで椅子に腰かけている。

　ちょっと異様な光景だ。

　コホンと咳払いして社長が話を始めた。

　うちの社長は総帥の娘婿で、恰かっ幅ぷくがよく、いつも蝶ネクタイをしている。横柄な感じで、社員には嫌われていて、実質この会社を動かしているのは社長ではなく各部の部長だ。社長は会社に出社するのも月に一、二回らしい。

「今日は残念なお知らせがある。うちが政府に卸している武器の資料が盗まれた。犯人は保科凛、お前だ！」

　社長が私を指差してそう告げた時、ドンと雷に打たれたかのような衝撃を受けた。

　え？　私？

　社長の言葉に目の前が真っ暗になる。

「ま、待ってください！　私はそんなことしてません！」

　かなり頭が混乱していたが、声をあげて反論した。

「社長、保科さんはスパイのような真似をする人じゃありませんよ！」

　前にいる春子さんも声高に私を援護してくれたが、社長は信じてくれない。

　他の社員も私のことを罪人を見るような目で見ていて、ひどく絶望的な気持ちになった。

「嘘をつくな。お前がここ数日朝一番に出勤していると、他の社員から報告があった」

　それは早く森田さんに会いたくてウキウキしていたからで、それに私が一番に出勤したのは一日くらいしかない。

　ここ最近は朝来るとあの橋本清十郎がいた。

　そう言えば、部長の席の資料を見ていたことがあったっけ？

　風で散らばったとか言ってたけど、あれはうちの情報を盗もうとしていたんだ。

　だが、彼は消えてしまってここにはいない。どうやってそれを証明すればいいの？

　焦る私の手を森田さんがそっと掴んできたのでハッとした。

「おじさん、ろくに調べもせず真面目な社員を犯人扱いするのは感心しませんよ」

　鋭利な刃物のように辛辣な言葉。静かな声なのに、彼の怒りが伝わってくる。

　だが、森田さんが私を弁護してくれたことが嬉しかった。

　それにしても、『おじさん』って……森田さんは社長の血縁者なの？

「お前は？」

　森田さんを見て社長がポカンとした顔をする。

「この程度の変装で甥とわからないなんて、おじさんには呆れますよ」

　社長を嘲笑うかのように言って、森田さんは私の手を離し、メガネを外してもっさりした髪を外した。それを見た一同が呆気に取られる。

　だが、ひとりだけ愉快そうに目を細めている人物がいた。

　それは総帥。

　目をひん剥いて森田さんを見ると、彼は額にかかった前髪をかき上げてフッと笑みを浮かべた。

　彫刻のように美しく、目鼻立ちのはっきりしたその顔。

　彼が美形なのはメガネを取った姿を見て知っていたけれど、まるで天使のように神々しくてここまで美しい人とは思わなかった。

　あの髪はカツラだったのか。

　でも、なんだろう。この光景以前どこかで見たような気がする。

「た、鷹政、なんでお前がここに！」

　社長が森田さんを指差し声を荒らげると、前の席にいる春子さんがボソッと呟いた。

「あの氷帝を近くで見れるなんてね」

　春子さんの言葉で思い出した。

　え？　氷帝って総帥の孫で、怖い人？

　まじまじと森田さんを見ると、彼は社長を見据えて言った。

「青山国際通商にスパイがいるっていう噂を聞きつけて、こうして調査しに来たんですよ。おじさんに任せておけないですからね」

「お前、何様のつもりだ？」

　激昂する社長を歯し牙がにもかけず、森田さんは不敵な笑みを浮かべる。

「総帥の右腕のつもりですが、それがなにか？　うちをスパイしていたのは橋本総合貿易の専務の橋本清十郎です。さっきまではそこの席にいたんですけどね。俺に正体を知られて逃げましたよ」

　森田さんが橋本清十郎の席に目をやると、社長は驚きの声をあげた。

「橋本総合貿易の専務が犯人だと？」

「ええ。ですから、保科さんが犯人ではありません。有能な社員を犯人扱いするなど言語道断。あなたには社長の座を下りてもらいます」

　森田さんは社長に冷酷に告げるが、社長は狼うろ狽たえながら言い返した。

「お、お前になんの権限があってそんなことを！」

「総帥の右腕と言ったのを忘れましたか？　これは総帥の命令です。従ってもらいます。無能なものはたとえ総帥の娘婿であろうとも切りますよ」

　情け容赦ないその言葉を聞いて、彼が氷帝と呼ばれるのも頷けた。

　彼は森田さんであって森田さんじゃない。

　青山財閥の総帥の孫である青山鷹政。

　将来日本の財界を動かしていく人。

　私にとってはとても遠い存在――。

　彼のお陰で私の疑いは晴れたけど、なにかを失ったような寂しさを感じた。

　彼と一緒に仕事をした十日間がまるで幻のように思える。

　その後、青山鷹政さんは総帥と一緒に海外営業部を後にした。

　お昼休み、お弁当箱を広げ、空席になった隣の席を見てハーッと嘆息する。

　彼がここに戻ることはないだろう。

「お弁当作ってきたのにいなくなっちゃった」

　お昼に彼と一緒においなりを食べるのをとっても楽しみにしていたのに。

　落胆してしまって、食欲がまったくない。家族に好評だったおいなりは無駄になりそう。

　頬杖をつき、首元に下げている指輪に触れながら彼のことを考えていたら、不意に老人の声がした。

「ほお、うまそうないなりじゃのう」

「え？　え？　総帥!?」

　素っ頓狂な声をあげたら、総帥が「シッ！」と人差し指を唇に当てた。その目は子供のように悪いた戯ずらっぽく光っている。

「大声を出すと煩うるさいのに見つかる」

「あっ、すみません。でも、どうしてここに？」

　条件反射で謝るも、総帥に理由を尋ねたら、彼はまるで探偵のような口調で言った。

「匂いがしたんじゃ」

　クルクル変わるその表情。

　総帥というからもっと近寄り難い人かと思ったけど、親しみやすい人のようだ。

「あっ、おいなりさんのですね。申し訳ございません。ここでお弁当なんか食べたら匂いが気になりますよね。す、すぐに片付けますから」

　青山財閥で一番偉い人の前でお弁当を広げるなんて失礼なことをしてしまった。

　恐縮しながら謝ってお弁当をしまおうとしたら、総帥に止められた。

「待て。そうじゃない」

「へ？」

　総帥の言葉に奇声を発する私。

「わしのことは気にせずここで食べなさい」

　お弁当箱のおいなりをジッと見据える総帥を見て、ふと思った。

　ひょっとしておいなりを食べたいのだろうか？

「あのう、よかったらおひとついかがですか？」

　恐る恐るおいなりを勧めたら、彼は至極真面目な顔で聞き返した。

「いいのか？」

「どうぞ。どうぞ」

　私の返答を聞いて総帥はにんまりする。

　その顔を見て自然と緊張も解けて、ついクスッと笑ってしまった。

「お茶も入れますね」

　麦茶を入れておいなりと一緒に出すと、総帥は嬉しそうにおいなりを手で摘んで頬張った。

「これはうまい！」

「わあ、総帥に喜んでいただけて嬉しいです」

　総帥の反応に思わず手を叩いてはしゃぐ私。

「総帥なんて堅苦しいな。わしのことは清きよさんと呼んでくれないか。ええと、お嬢さんの名前はなんと言ったかのう？」

　もう茶飲み友達との会話のようだ。

「保科凛です」

　ニコニコしながら名前を言ったら、清さんは私が首に下げていた指輪に目を向けた。

「凛ちゃんかあ。よい名じゃな。ところでその指輪は？」

「昔、優しいお兄さんにもらったんです。元気が出る指輪だって。それからずっと私のお守りになっていて、大事な宝物です」

　指輪をいじりながら清さんに説明する。

「優しいお兄さんねえ。なるほど」

　興味深げに清さんが相槌を打ったその時、氷帝が現れた。彼の後ろには伊織さんもいる。

「やっぱりここか。総帥、こんなところでなにをやってるんですか」

　鋭い眼光で孫に睨まれるが、清さんは飄ひょう々ひょうとした顔で答える。

「見ての通りいなりを食うておる」

「勝手にいなくならないでください。午後二時には青山会があるんですよ。総帥がいないと始まらないでしょう？」

　次期総帥は清さんの前で仁王立ちする。

「もう鷹政がいるし、わしが出る必要もなかろうて。よし、今からお前が総帥じゃ」

　ポンと手を叩いて清さんはそう告げるが、氷帝は相手にせず厳しく注意した。

「自分が会議をサボりたいからって勝手に決めないように。隠居するならちゃんと手順を踏んでください」

「鷹政は厳しいのう。お前もこのいなりを食うて少しは穏やかになった方がいいぞ。凛ちゃんのいなりは絶品じゃあ。ばあさんのと同じ味がする」

　清さんの話に次期総帥は怪け訝げんな顔をしながら私に目を向けた。

「凛ちゃん？」

「わしは先に行く。お前は凛ちゃんに礼を言っておいてくれ」

　清さんは私にウインクして、伊織さんと一緒にこの場を去る。

　ポツンと残された私と氷帝。なんだか急に息苦しさを感じた。

　森田さんではない彼とどう接していいのだろう。

「あ、あの……青山さまもおいなりいかがですか？」

　あたふたしながら手元にあるおいなりを勧めたら、彼は優しい声で訂正した。

「鷹政でいい。俺も凛と呼ぶ」

　彼は私の手を掴み、私が手に持っていたおいなりをそのままパクッと口にする。

　その親密な仕草にドキッとして顔の熱が急上昇した。

「確かにうまい」

　褒められたけど、彼の顔がまともに見られなかった。

　鷹政さんを意識してドキドキしてしまう。

　俯うつむいて黙り込む私の顎をクイと掴んで鷹政さんは私と目を合わせる。

「凛、また作ってくれるか？」

　彼のお願いにハニカミながら頷いた。

「はい」

「ご馳走さま」

　鷹政さんは柔らかな笑みを浮かべ私の額にチュッと口付けると、私の前からいなくなった。

　う……そ。額にキスされた。

　そう理解したら、耳まで熱くなって顔から火が出そうだ。男の人にそんな親しい行為をされたのは初めて。

　恥ずかしいけれどもそれでいて嬉しくて、知らずフフッと笑みがこぼれる。

「彼に優しさをもらったみたい」

　気付けば雨は止んで、空は晴れ渡っていた。

　雲ひとつない空を見上げ、彼にキスされた額に手を当てながらポツリと呟く。

「また鷹政さんに会えるといいな」










金の指輪と彼女―鷹政side




「お前が相合傘とはなあ。わしも昔はばあさんとしたものじゃあ」

　青山国際通商を出て赤あか坂さかにある青山邸に車で向かっていると、隣に座っていた祖父が今は他界している祖母を懐かしむふりをして俺と凛とのことをからかってきた。

「同僚が雨に濡れそうだったから入れてあげただけですよ」

　今朝、青山国際通商の正面玄関でじいさんと目が合った時、絶対に俺を冷やかすと思っていた。

　案の定、祖父はここぞとばかりにしつこく俺を弄いじる。

「同僚とはお前にしてはお粗末な弁解じゃのう。見合いをしろと言っても、お前が頑なに拒否した理由がやっとわかったわ。あんなかわいい子を隠していたか」

「なにか誤解してませんか？」

　冷ややかに返す俺を見て、祖父は含み笑いをした。

「誤解？　凛ちゃんはあの指輪を持っていたではないか」

　凛が持っている指輪は俺が父親からもらったもの。鷹の彫刻がされたその指輪は代々青山家の後継ぎに引き継がれるもので、次期総帥の証でもある。

　鷹は青山家の印になっていて歴代の当主は皆名前に鷹の文字がつく。

　青山家では後継ぎの男子が自分の伴侶を見つけたら、その女性に指輪を渡し、やがて子供が生まれたら、母から成人した息子に指輪を渡すというしきたりになっていた。

　大事な指輪なのは知っていたが、凛に元気になってもらうために渡すべきだとあの時思ったのだ。俺はあの指輪で強くなれたから。

「それはあの子が子供の頃にあげたんですよ。辛そうな顔で泣いていたから」

　今でもはっきりと覚えている。

　あれは葉山で父の通夜があった日のこと。

　浜辺を散歩していたら、凛に出会った。

　父とは年に一、二度、病院に見舞いに行って会う程度だった。顔を見せず、父の様子だけ見て帰った日もある。小さい頃優しかった父は交通事故で多くのものを失い、人が変わってしまった。気が短く、怒りっぽくなって見舞いに行くたびに父は俺の顔を見ると、持っていた本を投げつけた。

『今の俺を無様と思っているんだろう？　もう来るな！』

　一緒に見舞いに来ていた祖父からは、『もうあれを父と思うな』と言われた。それ以来、父への愛情はずっと凍らせてきた。それでも見舞いに行ったのは、息子としての義務からだった。

　父が亡くなってそんなにショックは受けないと思っていたのだが、やはりじわじわと胸にくるものがあってひとりになるために浜辺に行ったのだ。

『私も夕日と一緒に消えちゃいたい』

　沈んでいく夕日を彼女はうつろな目で見つめていた。

　年は七、八歳くらいだったように思う。

　その悲痛な声に胸を打たれた。

『どうしてそんな悲しいことを言うの？』

　放っておくことができず、凛に声をかけた。

　すると、彼女が俺の方を振り返って、汚れのないまん丸の目で俺に尋ねた。

『あなたは天使さま？』

　艶やかな長い黒髪に目鼻立ちの整ったその顔。

　まだ少女であどけなかったが、将来必ず美人になることが容易に想像できた。

　どこかの良家の子なのか、水色のワンピースを着ている彼女の質問につい笑ってしまった。

『そんなことを言われたのは初めてだよ、かわいいお嬢さん。でも、残念ながら天使じゃない。君と同じ人間だよ』

　優しく否定するが、凛は瞬きもせず俺をジッと見つめている。

　本当に天使だと思っているのだろうか。

　子供ってこんなにピュアなんだな。

　ずっと大人の汚い世界にいたから、子供が純真だってことに改めて気付かされた。

『女の子がこんな時間にひとりでいては危ないよ。僕が送っていってあげる。家はどこかな？』

　彼女に手を差し出すが、断られた。

『いいの。私ずっとここにいる。必要とされていないもの』

　また表情を暗くする彼女を見て胸が痛くなる。

『必要とされていない？』

　気になって聞き返すと、凛はか細い声で話し出した。

『お父さまは私のことを疎ましく思っているの。お姉さまと弟のことばかりかわいがって……私のことは全然見てくれない。私は……お父さまにとって……空気みたいなもの……なの』

　嗚お咽えつを漏らす彼女を見て、小さい頃の自分と重ねた。

　俺の父親は青山財閥の総帥の長男だったが、祖父の反対を押し切って青山家の女中と駆け落ちして結婚。そのふたりの間に生まれたのが俺で、五歳の時に両親が交通事故に遭うまでは普通の生活をしていた。母はその事故で亡くなり、父は身体に麻ま痺ひが残って葉山で療養していて、俺はじいさんに引き取られた。華やかな一族の直系でありながら孤立していた俺。じいさんの後ろ盾がなければ、青山財閥の後継者にはなれなかっただろう。

　厳しい英才教育を受け、周囲に認めてもらうために十歳の頃から祖父について回って経営のことを学んだ。

　青山財閥の後継者としての知識と誇りを祖父に叩き込まれ、そのお陰で周囲にも次期総帥として認められるようになった。

　だが、もし俺が無能だったら、祖父に相手にされなかったと思う。

　青山家で自分の居場所を作るために必死だった。

　この子も自分の居場所が欲しいのだ。

『ねえ、知ってる？　人は空気がないと生きていけないんだよ』

　その小さい肩を抱いて慰めるが、彼女は泣き止まない。

　迎えが来るが、父親ではなかったことに彼女は失望していた。

　そんな彼女を笑顔にしたくて、俺は指輪がついたネックレスを外して彼女の首にかけた。

　母親が亡くなった時に父親からもらったから、当時子供だった俺にはサイズが合わず、ずっと鎖につけて首に下げていた。

『これは魔法の指輪だよ。なにか辛いことがあった時、これをギュッと握りしめればいい。元気が出るから』

　俺に勇気を与えてくれた指輪は母が亡くなるまで指にはめていたもの。

　俺はずっとこの指輪に守られていたような気がする。

　でも、もう俺は指輪がなくても大丈夫だ。

　次は彼女を守ってくれ。

　そんな願いを込めて凛に指輪を渡した。

『ありがとう、お兄さん。私、この指輪大事にします』

　指輪を握って約束する彼女を見て少し安あん堵どした。

　じいさんが指輪を見知らぬ少女に渡したと知ったらカンカンに怒るだろうと思ったが、後悔はしなかった。

　凛に出会って父への思いも吹っ切れた。

　俺は父の代わりに青山財閥をもっと大きな帝国にする。

　それから、十五年後、彼女に再会した。

　まさか潜入調査していた青山系列の会社で彼女が働いているとは思わなかった。

　政府の高官から橋本総合貿易が青山国際通商より安い値段で武器を売りつけてきたとの情報が入ったのが二十日前。

　青山国際通商の社長である無能な叔父には任せておけず、二週間前に俺が潜入して調査に乗り出したのだが、隣の席の女の子が凛だった。

　時の流れは早いとつくづく思う。

　初めて出会った時、泣きじゃくっていた女の子は、気立てがよくて美しい女性になっていた。

　今まで周囲にいた女性が皆計算高い女だったせいだろうか。

　凛が俺の目にはとても新鮮に映った。

　真面目で、愛嬌もあって、彼女に気がある男性社員もちらほらいた。

　お昼はいつも持参した弁当を食べていて、なぜ外に食べに行かないのか気になって彼女に理由を尋ねた。

『いつもお弁当だが、どうして外に食べに行かない？　ここの給料は女性社員も男性社員と同じ金額のはずだが』

　会社を経営する側の人間として社員のことを知りたかったというのもあるが、単純に凛に興味が湧いたのかもしれない。

『私は養っていかなければならない家族がいるので、無駄遣いするわけにはいかないんですよ』

　家族を支えるためにお昼も切り詰めて働いている彼女を見ていると、〝守ってあげたい〟と庇護欲を刺激された。

　誰かにそんな感情を抱いたのは初めてだ。

　俺がその質問をしたこともあり、凛はにこやかに話しかけてきた。

『よかったらおにぎり食べてください。私、お茶入れてきますね』

　彼女の笑顔に負け、断るタイミングを逃した俺。

　会社では〝俺に近づくな〟というオーラを出して人と馴れ合うのを避けていたのに、凛のひだまりのようにあったかい笑顔についついガードが緩くなってしまった。

　凛に下駄を買ったのも、彼女がボロボロの下駄を履くのを見ていられなかったからだ。俺が女性に構うのが珍しかったのか、伊織には散々弄られた。

　今思うと、指輪が俺と彼女を再会させたのかもしれない。

　凛が引ったくりに遭った時も、橋本清十郎に襲われそうになった時も、妙な胸騒ぎがしたのは指輪が俺に彼女の危険を知らせてくれたからじゃないだろうか。

　非科学的なことは信じない俺だが、あの指輪には不思議な力が本当にあると思う。

　だから、凛が指輪を持ち主に返すと口にした時、指輪をあげたのは俺だとは伝えなかった。

『もう返す必要はないんじゃないか？　指輪をあげた人は君が指輪を身につけてくれていて喜んでいると思う』

　指輪のお陰で彼女が笑っていられるなら、ずっと持っていてほしかったんだ。

　凛には笑顔がよく似合う。

「お前はあの指輪をなくしたと言っていたな」

　祖父の声でハッと我に返り、フッーと息を吐きながら説明した。

「少女にあげたと言ったら変に勘繰られると思ったからですよ。海でなくしたと言えば諦めもつくでしょう？」

　指輪をなくしたと話した時、祖父にかなり叱責されたが、今のようにニヤニヤ顔で質問されるよりマシだ。

「だが指輪はあった。あの子が青山国際通商にいるのはお前が世話をしたからか？」

　早合点するのも無理もないが、祖父の質問に少し苛立たしげに答える。

「俺も驚きましたがたまたまです。十五年ぶりに会ったので、指輪をあげた少女だとすぐにわかりませんでしたよ」

「運命の再会ってやつよのう。伊織に聞いた話では保科伯爵のお嬢さんというではないか。逃してはいかんぞ。早く結婚を！」

　伊織め、余計なことを。

　助手席に座っている彼の頭を睨みつける。

　成なる瀬せ伊織、三十五歳。彼は俺がじいさんに引き取られてからずっと、俺の世話役であり俺の影のような存在。

　祖父の代から青山家に仕えていて、信頼できる部下のひとりだ。

　変な期待を持たせぬよう祖父にはっきり宣言した。

「家柄とかは気にしませんが、俺は結婚する気はありませんよ。うちに嫁ぐことがどんなに大変か母を見て知っていますからね」

　母は平民でしかも実家は農家ということで、青山家の者に蔑まれていた。

「お前が幸せにしてやればいい話だ。父親の鷹たか信のぶと違ってお前ならそれができるのではないか？」

　俺の結婚の話となると祖父はしつこい。

　最近は俺の子供を抱くまでは安心してあの世に行けぬというのが祖父の口癖。

　おまけに伊織もじいさんの肩を持つ。

　実は凛を車で送っていった夜、彼女の家のことが気になって伊織に調べてもらった。

　彼女は元大日本帝国陸軍大佐だった保科伯爵の次女。保科伯爵は数年前までは社交界の中核を担っていたが、軍を退役し、二年前の金融恐慌で没落。最近はギャンブルに興じて、懐事情も相当厳しいらしい。伯爵には他に子供がふたりいるが、働いているのは凛だけ。凛の姉は家でのんびり暮らしていて、弟は大学に通っているそうだ。

　伯爵は凛の姉と弟をかわいがり、凛のことを使用人同様に扱っているとか。

　それは、伯爵の夫人が亡くなったことが原因のようだ。

　伯爵夫人は身体が弱かったが、後継ぎを欲しがったそうで、二番目に生まれた凛のことは見向きもしなかったらしい。

　それで、凛が十五年前に泣いていた理由も、つい最近お昼休みに泣いた理由もなんとなくわかった。

　親に愛されずどれだけ辛かっただろう。

　それなのに、家族を支えようと頑張っている。

　伊織もそんな凛を気に入っているようだ。

　事あるごとに『凛さまのようなお嬢さまが青山家に嫁いでくれれば、皆喜びます』と俺に言ってくる。

「そうですよ。鷹政さまの味方は多い。私たちが全力で凛さまをお守りしますよ。あなたが唯一優しくする女性ですからね」

　じいさんの言葉を受けて伊織がにこやかに相槌を打つ。

　俺が女に冷たいのは、下手に相手をして面倒なことになりたくないからだ。

　青山の次期総帥夫人を狙う計算高い女はたくさんいる。

　だが、凛はそんな女どもとは違う。

　俺の世界に巻き込みたくない。

「だから、俺は結婚しないと言っている。彼女には干渉するな」

「その言い方が益々怪しいのう。あんなかわいい子じゃ、惚れておるのだろう？」

　仕事人間の俺は恋愛に興味がない。過去にも好きになった女などいなかった。

　頭にあるのは先祖が築き上げた青山財閥という帝国をどう守っていくかだけ。

　恋など俺には不要。伴侶もいらない。

　後継ぎが必要なら、青山の血筋の子供を俺の養子にすればいいだけのこと。

　凛についつい目が行くのは小さい頃の彼女を知っていて、俺が指輪をあげた相手だからだろう。

　そう自己分析するも、橋本清十郎が凛に絡むのを見るとイラッとした。

　この感情はなんなのか？

　自分でもよくわからない。

　それに、今日彼女にいなりをもらった時、もう会社には出勤しないのにどうして『凛、また作ってくれるか？』と口にしてしまったのか。

　おまけに彼女の額にキスまでして……。

　いつもの俺じゃなかった。

「総帥、いい加減にしないと、歩いて帰ってもらいますよ」

　ギロリと睨みつけると、祖父はおもしろそうに返した。

「あー、鷹政は怖いのう。わかった、わかった」

　全然懲りてないようだったが凛の話はせず、祖父は急に表情を変え、橋本清十郎について触れた。

「で、橋本の若造の件はどうするつもりだ？」

「偽の情報を掴ませました。あと、イギリスとアメリカの主要な取引先には橋本総合貿易と仕事をすれば、うちとの取引はなしにすると通達を出しています。青山の独占は変わりませんよ」

　今頃清十郎は悔しがっているだろう。

　そんな想像をして微かに口角を上げる俺を見て、祖父もどこか誇らしげに言った。

「わざと泳がせて偽情報を掴ませるとは……。お前がわしの孫でよかったわ」

「また彼とはやり合うことになるでしょうね」

　正直言って、青山国際通商に橋本財閥の次期総帥候補の清十郎が潜入しているとは思わなかった。

　だが、噂では行動派だと聞いているし、俺のように部下に任せておけなかったのかもしれない。それに、彼は凛に目をつけていた。

　今回、あいつの目的をうまく阻止できたが、近い将来あいつが橋本財閥の総帥になれば、うちを蹴落とそうといろいろ仕掛けてくるだろう。

「好敵手というやつか。だが、日本を支配するのは青山じゃ」

　キラリと光る双そう眸ぼう。

　今年八十歳になるというのに、その鋭い眼光に衰えはない。

「わかっています。橋本だろうが朝あさ比ひ奈なだろうが追随は許しませんよ」

　笑みを浮かべて言えば、じいさんはどこか遠くを見つめてフッと笑った。

「もうわしの出番はないな。心残りはお前の子供を抱くことだけじゃ」

　またその話か。

　じいさんの言葉に脱力する。

「くどいですよ。俺は結婚はしないと何度言ったらわかるんですか。俺以外にも孫はたくさんいるんですから、曽孫くらいいっぱい抱けますよ」

　毎日のように繰り返しているこのやり取りに頭痛がしそうだ。

「ふん、わしは諦めんぞ」

「いくら言っても無駄です」

　企み顔でニヤリとする祖父にぴしゃりと言ってその話題を終わらせた。

　その後、青山邸で青山系列の企業の社長を集めて開かれた会議で、祖父は引退を表明。次期総帥に俺を指名したが、誰ひとり反対はしなかった。

　この日から、俺が青山財閥の総帥となった。










突然の訪問者




「今日青山財閥の使者が見えてな、パーティの招待状が届いた。直史、葵、今週土曜日の夜だから予定を空けておくように」

　夕食の席で、父がご機嫌な様子で姉と弟に告げる。父と一緒に夕食を食べるのは久しぶりだ。

　鷹政さんが青山国際通商からいなくなってもう一週間経った。

　彼からなんの連絡もないところをみると、私のことなど忘れてしまったのだろう。彼と私では住んでいる世界が違う。

　お昼休みに一緒にお弁当を食べる人がいなくなって寂しいが、私も今までの生活に戻っただけだ。

「凛姉さんは？」

　弟が私を気にして父に尋ねるが、父は急に仏頂面で返した。

「凛は会社がある」

「でも、夜なら出席できるはず……」

　父に反論しようとする弟の言葉を慌てて遮る。

「直史いいの。残業になるかもしれないし」

　ニコッと笑っていつものように弟を宥めた。

　父が私を無視するのには慣れている。それにパーティは嫌いだから行きたくない。

　小さい頃、父と姉弟と私の四人で出席したことはあるけど、父は私がいるのを忘れて姉弟を連れて家に帰ってしまったことがあったのだ。

　会場を隅から隅まで探しても父の姿も姉と弟の姿もなく、子供ながらに自分は捨てられたと思った。

　考えてみたら、私は父と手を繋いだ記憶もない。父の手はいつだって姉と弟のためにある。

　会場に残された私は、泣き疲れてテラスでボーッと月を眺めていた。

　琴さんが私がいないのに気付き慌てて迎えに来るまで――。

　そのことがあってからパーティには行かなくなったし、父も私を連れていくことはなくなった。

　多分、周囲に子供を忘れるなと言われたのだろう。

　父も私も黙り込み、場の空気が重くなったのを感じたのか、弟は話題を変えた。

「そう言えば、青山財閥の総帥が変わったんだって？　三十二歳のやり手だって話だけど」

　その話は春子さんから聞いて知った。

　以前私をうちまで送ってくれた人が新しい総帥と知ったら、直史はさぞかし驚くに違いない。

「ああ。とても有能な方だ。葵と結婚してくれたらどんなにいいか」

　父が鷹政さんのことを褒めると、姉は持っていたフォークとナイフを止めて尋ねた。

「あら、そういう方にはすでに婚約者がいるのではないの？」

　この時代、華族ならば普通婚約者がいる。

　姉や弟にも去年まで婚約者がいたのだが、うちが没落したために破談になった。

　姉ももう二十五歳だし、父もどこかいい嫁ぎ先がないか焦っている。

　当の本人は恋愛小説に夢中で恋愛結婚に憧れている。

「それが決まったお相手はいないらしい。前総帥から私の娘を同伴するようにという言伝があってな。支度金までいただいた」

　父はワインを口に運びながら自慢げに言う。

　このパーティは新総帥のお披露目のためだろうが、きっと鷹政さんの嫁探しも兼ねているのだろう。

　清さんは私のことを覚えてくれていて父に連絡を取ってくれたのかもしれない。

　でも、たくさんの令嬢が集まるはずだ。

　きっとみんな煌きらびやかな服を着てお洒落をしてくる。

　姉のように美人でもない私が行ってなんになる？

　胸がチクッとするのを感じたが、夕食後は平静を装って琴さんと一緒に後片付けをした。

「今日の旦那さまは凄くご機嫌でしたね」

　皿を布巾で拭きながら父のことを口にする琴さんの話に相槌を打つ。

「父は姉に希望を託しているのかも。パーティで誰かに見初められれば、うちは安泰だもの。私もお姉さまがいい人と出会って幸せな結婚をしてくれたら嬉しいわ」

　姉はいつも家にいるし、もうパーティにもなかなか呼ばれなくなったから、男性との出会いが少ない。

　青山財閥主催のパーティは、地位のある独身男性がいっぱい集まるので姉にとって結婚相手を見つける絶好のチャンスだ。

「凛お嬢さまの幸せは？」

　琴さんに問われ、顎に手を当てながら考えた。

「ひとり立ちすることかしらね。いつかここを出てひとり暮らしをするの。直史だっていつか結婚するだろうし、邪魔な小姑にはなりたくないのよ」

　うちの状況が悪くなければ、とっくにこの家を出ていただろう。

「凛お嬢さま……」

　心配そうに私を見る彼女に明るく笑って見せた。

「なんて悲しい顔してるの？　ひとり暮らしって私の憧れなの。もっと笑ってよ、琴さん」

　トンと琴さんの肩を叩いたら、勢いが強すぎたのか彼女の手から大皿が滑り落ちた。

「あっ！」

　声をあげる琴さん。

　私は落ちた皿を掴もうと床にダイブした。

「痛い！　でも、九く谷たに焼やきの皿は無事よ」

　床に顎を打って顔をしかめるが、手の中に皿があるのを見てニンマリする。

「お嬢さまは無事じゃないでしょう！　顎を擦り剥いているじゃありませんか！」

　私の怪我の有無を確認すると、琴さんは怖い顔で怒った。

「まあまあ、お皿が割れなかったんだからいいじゃない」

　ヘラヘラ笑いながら皿を琴さんに差し出す。

「凛お嬢さまはもっと自分を大切にしてください。だいたいお嬢さまはいつだって無茶をして、命がいくつあっても……」

　皿を受け取りながら彼女が説教を始めたので、起き上がって軽く聞き流した。

「はいはい。そのうちね。私には自分より大事なものがいっぱいあるのよ、琴さん」

　私の言葉に彼女はハーッと盛大な溜め息をついた。




　その週の土曜日の夕方、いつもより早めに仕事から戻ったら、姉が新調したドレスを着ていた。

　それは、深紅のロングドレスで、幅広のサッシュベルトが胸元を強調し、シルエットも美しく見える。

「お姉さま、綺麗！　さすが青山財閥が贔ひい屓きにしている仕立て屋ねえ。生地もデザインもとっても素敵だわ」

　姉を見て自分のことのようにはしゃぐと、横にいる琴さんもうっとりとした顔で言った。

「葵お嬢さま、どこかのお姫さまのようですよ」

「派手すぎないかしら？」

　姿見の鏡を見て少し悩ましげな顔をする姉の両肩に手を置いた。

「今の時代に合ってるわよ。お姉さまは本当に赤がよく似合うわ。羨ましい」

　口紅も赤だけど、姉だと派手というよりは大人な感じに見える。

　多分、私なら似合わないだろう。

「ありがとう。凛だって桜色がよく似合うわよ」

「最近桜色の服は着ていないけどね。私のことはいいの。パーティで素敵な殿方に出会えたらいいわね」

　お姉さまがお金持ちと結婚したら、うちの食卓も豪華になる。

　みんなが好きな牛肉だって毎日食べられるわ。

　私は変な妄想でいっぱいだけれど、姉は恋愛小説に嵌はまっている割に現実的な発言をする。

「いい出会いなんてなかなかないわ。でも、お料理を楽しんでくるわね」

「お姉さま、頑張って！」

　素敵な人に出会えますように！

　姉の両手をしっかり握ってエールを送ると、私の勢いに気け圧おされたのか姉は引き気味に返事をした。

「あ、うん。まあ頑張るわ」

「おーい、まだか！　迎えが来たぞ」

　階下から父の声がしたと思ったら、直史も姉の部屋にやってきた。

「葵姉さん、もう準備できてる？　あんまり待たせると父上の機嫌を損ねるよ」

　直史は黒の背広を着ていて、いつも学生服姿に見慣れているせいか大人びて見える。

「今日は時間通りよ」

　弟に向かってゆっくりと微笑む姉。

「行ってらっしゃい。楽しんできて」

　姉と弟に手を振ったら、「凛は本当に行かないの？」と姉が確認してきた。

「私はパーティよりも家でのんびりする方が好きなの。星でも眺めて気ままに過ごすわよ」

「そう。それじゃあ、行ってくるわね。またなにか美味しいお菓子があれば、持って帰るわ」

　フフッと悪戯っぽく笑うと、姉は琴さんと一緒に部屋を後にする。

　姉はおっとりしていてなにも考えていないように見えるけれど、私を気遣ってかパーティに出席するたびに『これ美味しいから』とお菓子をお土産にもらってくる。

　そんな姉の優しさに気付いてくれる男性がいればいい。

　カーテンを開けると、見るからに高級そうな黒塗りの車が一台停まっていた。おそらく青山財閥の車だろう。

　車に乗り込む家族をそっと見送る。父がいるから玄関まで行かなかった。私の顔を見たらきっと父は不快に思うから。

　さっとお風呂に入ると、自分の部屋に行き、机に座ってかばんから本と辞書とノートを取り出す。

　実はタイピスト以外にも副業として出版社の翻訳の仕事もしている私。

　この仕事も先生の紹介。少しでも家計の足しになればと、家族に内緒で引き受けている。言えば、弟が大学を辞めて働くとか言うに決まっているからだ。

　家計簿をつけていればわかるけど、うちは毎月赤字。

　本当は琴さんに払うお給料すらない。

　家財を売ってなんとか暮らしてはいるものの、無限にあるわけではない。いつか尽きてしまう。

　近いうちに父と家計のことについてちゃんと話さなければいけない。

　来年、私たち家族はまだこの屋敷に住んでいるだろうか。

　……頭が痛い。

　こめかみを揉んでいたら、車の音がした。

　誰か忘れ物でもしたのだろうか。

　そんなことを考えながら洋書を和訳していたら、誰かがゆっくりと階段を上ってくる音が聞こえた。

　家族の足音ではないような気がする。

　しばらく耳を欹そばだてていたら、私の部屋の前で足音が止まり、ドアがガチャッと開いた。

　誰？

　ドアの方を振り返ったら、意外な人物がいて持っていたペンを床に落とした。

「う……そ。鷹政さん？」

　え？　どうしてうちにいるの？

　今日はホテルでパーティじゃあ？

　しかも主役でしょう？

　目を丸くする私を見て、黒の背広に紺色のアスコットタイをしている彼は小さく笑った。

「会社の仕事が終わってもまた仕事か？　働きすぎだ。過労で倒れるぞ」

　彼がいると自分の部屋が異空間に感じる。

　私……幻でも見てる？

「あのパーティは？」

　椅子から立ち上がって鷹政さんと向き合ったら、彼はこちらに近づいてきた。

「最初の挨拶だけして抜けてきた。じいさんから凛が来ると聞いていたが、会場にはお前の姿がなかったから、なにをしてるのかと思って心配で見にきたんだ」

　床に落ちたペンを拾い上げて私に手渡す彼をまじまじと見つめる。

　本当に鷹政さんだ。

　私のこと忘れてなかった。

　嬉しさが込み上げてきたが、彼のことが気になって確認した。

「あ、ありがとうございます。あのう、途中で抜けていいんですか？　鷹政さん目当てにやってきた女性がたくさんいるはずでは？」

「そういうのは面倒なんだ。さあ、行くぞ」

　鷹政さんは口早に答え、私の手を掴んで歩き出す。

「行くぞって、どこへですか？　パーティ会場ではないですよね？」

　今私はお風呂上がりで浴衣姿。しかも、父の使い古した藍色の浴衣を自分で縫い直して着ている。こんな見すぼらしい格好で行けるわけがない。

　立ち止まって鷹政さんに聞くと、彼は穏やかな目で告げた。

「パーティ会場へは行かない。落ち着いた場所だ」

「でも、私……寝巻きなんです」

　彼が来るとわかっていたら、もっとちゃんとした服を着ていたのに。

　恥ずかしさが込み上げてきて頬を赤くしながら伝えるが、鷹政さんはそんな私をおもしろそうに見てまた歩き出す。

「それでもいいが、着いたら着替えるから」

　彼に手を引かれて階段を降りると、琴さんと伊織さんがいた。

「凛お嬢さま、初デート楽しんできてくださいね。旦那さまが戻られたら、うまく言っておきますから」

　伊織さんからなにか聞いたのか、私を見てフッと笑みをこぼす彼女に赤面しながら注意した。

「ちょっと琴さん、初デートじゃないわ。その含み笑いはやめて」

「わかっています。なんならお泊まりでも大丈夫ですよ」

「琴さん！」

　拳を握って声を張り上げると、横でクスッと笑い声が聞こえてハッとした。

　鷹政さんが手を口に当て笑いをこらえている。

「日付が変わる前には返すから」

　彼は琴さんにそう告げると、私を連れて玄関前に停まっていたパッカードの後部座席に乗り込む。

　伊織さんは助手席に乗り、隣にいる制服姿の運転手になにか伝えた。

　座席は黒い革張りで、高級な革の匂いがする。

　乗り心地も最高にいいのだが、こんな豪華な車に乗るのは初めてで緊張してきた。

「あの……凄い車ですね」

　沈黙になるのが嫌で思ったことを口にすると、彼は少し苦笑いしながら答えた。

「ちょっと仰々しいが、そのうち慣れる。警備上仕方ないんだ」

　青山財閥の総帥なのだから、誰かに命を狙われる危険だってあるだろう。

　みんなが羨む生活をしているかもしれないけれど、彼は私には想像もつかないような義務や責任を背負っているに違いない。

「どうして大事なパーティを抜け出して私のところに来てくれたんですか？」

　はっきりした答えが聞きたくて鷹政さんに尋ねると、彼は長い脚を組みながらフッと笑みを浮かべた。

「こないだのいなりの礼がしたくてね」

「あれは下駄のお礼ですよ」

　すぐにそう指摘したら、彼は少し首を傾げて見せた。

「そうだったかな？　まあ細かいことはいいじゃないか。俺の息抜きに付き合ってくれないか？　この一週間休む間もなくて疲れているんだ」

「はい、喜んで！」

　とびきりの笑顔で返事をすると、彼は私のお弁当のことを聞いてきた。

「この一週間、どんな弁当を作った？」

「鷹政さんがいなかったからかなり手抜きですよ。いかなごの佃煮とか、そぼろ、肉味噌とか、飯の友シリーズが続きました」

　ちょっと恨み節で説明するが、彼は「飯の友シリーズ食べてみたいな」と目を細めて相槌を打った。

　でも、お弁当を作っても彼に渡す機会がもうない。

　鷹政さんが青山国際通商を去る時、また作ると約束したものの、自分から彼に会えないことを実感した。

　そのせいか食欲もなくて作ったお弁当を半分残したりしていた。

　黙り込む私を見て「どうした？」と彼が問いかける。

　鷹政さんに会えないのが寂しい。

　そう伝えたら、彼はどういう反応をするだろう。

　忙しい人だもの。きっと困った顔をする。

　彼の分もお弁当を作っている時はとても楽しかった。

　仕事も鷹政さんが隣にいると安心して、普段よりも集中できたけど、今週は気付けば彼のことを考えてしまうことが何度もあって……。

　私、彼の存在に甘えてたんだね。

「なんでもないです。夜に出かけることってあまりないから、緊張しちゃって」

　笑顔を作ってごまかすと、彼は私の手を握ってきた。

「知ってたか？　今泣きそうな顔してる。言ってみろ？」

　彼が私の顎を掴んで目を合わせる。

　その澄んだ優しい瞳を見て、一瞬なんの話をしていたのか忘れた。

「凛？」

　名前を呼ばれて、慌てて答える。

「はい！　鷹政さんが青山国際通商からいなくなったから心にぽっかり穴が空いたみたいで寂しくって……。あの、その……ひとり言ですので忘れてください！」

　わー、本人を目の前にしてなに言ってるの！

　でも、あの瞳を見てしまうと嘘はつけない。

「そうか。寂しいか。俺も同じことを思った」

　あたふたする私を見て彼はとても温かい目で微笑む。

　彼の思わぬ発言に心がなんだかポカポカしてきた。

「本当ですか？」

　笑顔で聞き返したら、鷹政さんは澄まし顔で答える。

「ああ。本当だ。お前の弁当がない生活は味気ないものだった」

「うっ。お弁当がないから寂しかったんですか」

　てっきり私に会えなくて寂しいのかと思ったのに。ぬか喜びもいいところだ。

　がっくり肩を落とす私を見て鷹政さんはニヤリとする。

「嘘だ。凛に会えなくて寂しかった」

　笑いを噛み殺しているような声。

「目が笑ってます。そっちが嘘ですよ」

　じろりと彼を見たら、助手席にいた伊織さんがニコニコ顔で振り返った。

「ふたりとも、着きましたよ」

　あっ、彼や運転手さんがいることすっかり忘れてた。

　窓の外は森のように木が生い茂っていてとても静かだ。

「ここはどこですか？」

　鷹政さんに尋ねたら、彼は私の目を見てどこか企み顔で言った。

「広ひろ尾おにある俺の家」

「鷹政さんの家？」

　青山財閥の総帥の家ならきっと宮殿みたいな家に違いない。

　そう思って鷹政さんと一緒に車を降りると、目の前にあるのはルネッサンス様式の白亜の洋館だった。三階建てで外国の映画に出てきそうな優美な佇たたずまい。

　門から洋館までの距離は二百メートルくらいあるだろうか。

　建物の大きさはうちの屋敷と変わらないけれど、庭が広く、とても開放的。

　鷹政さんに手を引かれて玄関まで行くと、ドアが大きく開いて黒いメイド服を着た二十代前半くらいの女性が現れた。

　背は私ぐらい。猫目で髪は肩まであって癖っ毛なのかフワッとしている。深々と頭を下げて私たちを出迎えるその女性を見て、思わずピンと背筋を伸ばした。

「お帰りなさいませ」

「凛、彼女は伊織の妹の弥や生よいだ。弥生、彼女の着替えを頼むよ」

　弥生さんを紹介して、彼は私を彼女に預けた。

「かしこまりました。こちらです」

　弥生さんについて正面にある螺ら旋せん階段を上り、二階の突き当たりの部屋に入ると、突然彼女が私を壁にドンと押しつけた。

「ちょっと！　あなた鷹政さまのなに？　あの方が女性をここに連れてくるなんて初めてなのよ！」

　彼女の豹変ぶりに呆気に取られる。

「え？　元同僚？　いや、うちの会社に潜入してたから違うか。お弁当を一緒に食べる場合はなんて言うんでしょうか？　と言っても過去形ですけど」

「はあ？　なんで私に聞くのよ。訳がわからないわ。恋人じゃないの？」

　突拍子もないことを言われ、思わず素っ頓狂な声をあげる。

「こ、こ、恋人!?　そ、そんな滅相もありません」

　激しく狼狽える私を見て弥生さんはスーッと目を細めた。

「なんだかあなたを相手にしていると調子が狂うわ。伯爵令嬢っていうからもっと高飛車な女が来ると思ってたのに。もう時間がないし早く着替えるわよ。まずはその浴衣を脱いで」

　彼女に言われて「はい」と返事をしながら帯を外す。

　女性用の部屋なのか、外国製のお洒落なドレッサー、その向かい側にロココ調の豪華なソファとテーブル、奥には大きなベッドが置かれていてホテルの部屋のように整然としている。

「弥生さん、脱ぎましたよ」

　浴衣を脱いだ私を見て、弥生さんは目をひん剥いた。

「ちょっ……その指輪！」

　私が首に下げている金の指輪を指差す彼女。

　最近、この指輪を見てみんな驚いているよう……な。

「私が子供の時にとっても綺麗なお兄さんにもらったんです」

　指輪に触れながらそう説明したら、彼女はなにやらぶつぶつ言い出した。

「鷹政さまはなくしたって言ってたのに……。でも、指輪はあって、鷹政さまはこの子を連れてきた。ということは……」

「あの……弥生さん、どうかしました？」

　戸惑いながら声をかけたら、彼女は私の両肩をがっしり掴んで真剣な顔で告げた。

「いい、その指輪、なくしちゃダメよ。大事にしなさい」

「……はい」

　唾をゴクッと呑み込み、小さく頷く私に、弥生さんはてきぱきとした動きで用意してあった浴衣を私に着せる。

　それは白地に紫の薔薇が描かれた美しい柄の浴衣だった。

「うわあ、綺麗」

　目を輝かせる私に、彼女は仏頂面で言った。

「鷹政さまがわざわざ呉服屋を呼んであなたのために選んだのよ」

「そうなんですか？」

「光栄に思いなさい。さあ、次は髪ね。そのまとめ髪はおばさんみたいに見えるから、下ろすわよ」

　おばさんって……。

　彼女の遠慮のない言葉に絶句する。

「普段ちゃんととかしてないでしょう？　こんな艶のある綺麗な髪なのにもったいない。もっと身だしなみに気をつけなさいよ」

　私を注意する彼女に苦笑いしながら謝った。

「すみません。朝は家庭菜園の野菜を収穫するから時間がなくって」

「伯爵令嬢が野菜の収穫？」

　驚きの声をあげる彼女。

　まあ普通の伯爵令嬢は畑仕事なんてしないよね。

「うちは没落華族なんです。朝とった野菜は美味しいんですよ。あっ、今度よければ持ってきます」

　明るく笑って話すが、弥生さんにかなり同情された。

「あなた……苦労してるのね。だから手もそんなに荒れているのか」

　彼女がジッと私の手を見るので、恥ずかしくて浴衣の袖で隠した。

　そういえば、葵姉さまは日本酒で爪を磨いてたっけ。

　姉は私と違って白魚のような美しい手。それに比べて私の手は皮も剥けてかさかさ。

「この手……家事もしてるでしょう？　私に任せなさい。綺麗にしてあげるわ」

　弥生さんは私の手をそっと掴んでニヤリとした。

　やすりを使って私の爪の形を整えると、クリームを塗って爪紅をさしていく。

「桜貝みたい。綺麗」

　キラリと光る自分の爪に見み惚とれる私を見て彼女はフッと笑った。

「毎日手入れすれば、もっとピカピカになるわよ。あとは化粧ね。あなた肌が綺麗だから、口紅だけにするわ」

　弥生さんは外国製の口紅を手に取り、私に塗る。

　口紅を塗るのも久しぶりかも。

「できた。鏡見てみなさい」

　彼女に言われてドレッサーの鏡を見た。

「え？　これ私!?」

　絹のように綺麗な黒髪、艶のある桃色の唇、白くて瑞々しい肌。

　鏡に映っていたのは百合の花のように清楚で上品な女性。

「これがあなたの素の姿よ。磨かなくても美人なのに、髪も服も野暮ったくして。宝の持ち腐れよ！」

　弥生さんに呆れ顔で言われるが、まったく理解できずキョトンとしながら反論した。

「いいえ、姉は美人だけど、私は違いますよ」

「家でちゃんと鏡見てる？　あなたが美人じゃなかったら、この世の女はみんな器量が悪いって話になるわよ」

「……そんなことはないかと」

　か細い声で言い返したら、ドアが勢いよく開いて、十二歳くらいの男の子が入ってきた。

　目はまん丸で、髪はまだ子供なのにお洒落なパートスタイル。

　彼も浴衣を着ていて、目を輝かせながら弥生さんに尋ねた。

「鷹政さまが女の人連れてきたって？　どんな人？」

「こら！　ちゃんとノックをしなさい！」

　彼女が腰に手を当てて叱るが、男の子は平然としている。

「まあまあ、細かいことはいいじゃんって、うわあ、すげー美人」

　男の子と目が合い、とりあえずニコッと微笑んだら、横にいた弥生さんが得意げに笑った。

「ほらね。子供は正直なの。私の言うことを信じなさい」

「その子は弥生さんの弟ですか？」

　視線を男の子に戻して弥生さんに尋ねると、彼女は化粧道具や櫛くしを片付けながら答えた。

「違うわ。この子は、幸こう太たっていって鷹政さまが道で拾ってきたのよ」

「ヘ？」

　道で拾った？

　弥生さんの返答を聞いて変な声が出た。

　固まってなにも言葉を発しない私を見て、幸太くんが明るく補足説明をする。

「俺さあ、両親が死んじゃって、車にわざとぶつかってお金を稼いでたんだ。で、三年前に鷹政さまの車にぶつかったら、わざとやってるのがバレちゃって。でも、怒らずにうちに来いって言ってくれたんだよね」

「幸太、なにしに来たの？」

　私の浴衣の裾を直しながら弥生さんはチラリと幸太くんを見やった。

「伊織さんが様子を見てこいって。もう下は準備できてるよ」

　ふたりのやり取りを聞くが、全然話が見えない。

　準備ってなんの準備なんだろう。

　ひとり首を傾げる私。

「じゃあ、凛さまを連れていって。階段走っちゃダメよ」

　弥生さんが幸太くんに指示を出すと、彼は私の手をギュッと握ってきた。

「へーい。凛行こう！」

　彼に手を引かれて向かった先は庭園。

　祭りで見る提ちょう灯ちんの明かりが煌こう々こうと照っていて、なんだかワクワクしてきた。

「一体なにがあるの？」

　提灯を見ながら幸太くんに聞いたら、彼はニコッと笑った。

「流しそうめんパーティだよ」

　目の前に青竹のそうめん流しが設置されていて、その近くでは見知らぬ男性が伊織さんととうもろこしを焼いている。彼らも浴衣を着ていた。

「とうもろこしの香ばしい匂いがする」

　鼻をクンとしたら、鷹政さんが現れた。

「その浴衣、似合うじゃないか」

　彼に見つめられ、カーッと顔が熱くなる。

「鷹政さんが選んでくれたんですよね。ありがとうございます。鷹政さんも素敵です」

　彼は濃紺の浴衣を着ていて、とても色気があってなんだか目のやり場に困る。

「ありがとう。幸太には会ったようだから、うちの家令を紹介しよう」

　鷹政さんが私を連れて伊織さんたちのもとへ行くと、彼らはとうもろこしを焼いていた手を止めた。

「右う京きょう、彼女が保科凛だ」

　鷹政さんが伊織さんの隣にいるメガネをかけた背の高い男性に声をかける。

　中性的な顔立ちをしているし、長い髪を後ろでひとつに束ねているから、遠目だと女性に見間違えそうだ。

「初めまして。青山家で家令を務める真さな田だ右京です。以後お見知りおきを」

　右京さんが私を見て冷淡な声で自己紹介する。

「保科凛です。……初めまして」

　私も笑顔を作って挨拶したが、彼はもうなにも言わず私が首に下げている指輪をチラッと見ると、とうもろこしを焼く作業に戻った。

「ぶっきら棒な奴ですまない。右京は数字には強いが、人付き合いが苦手な奴でね。夕飯なにも食べてないだろう？　早く食べよう」

　鷹政さんの言葉でお腹がグゥと鳴る。

　今の絶対に彼に聞かれてた。ああ、穴があったら入りたい。

　恐る恐る鷹政さんを見れば、「いいタイミング」とニヤリ。

　ショックだわ。こんな素敵な男性にお腹の音を聞かれたなんて。

　落ち込む私に幸太くんが箸とお椀を手渡してくれた。

「はい、これ凛の。ちゃんと取らないと食べられないよ」

「ありがと」

　流しそうめんは初体験。

　流す場所から近い場所に鷹政さんと陣取り、向かい合わせになる。

　流し役はいつの間にか浴衣に着替えた弥生さん。

「みんな準備はいい？　流すわよ」

　彼女が次々とそうめんを流していくが、男性陣がキャッチして私は取れない。

　今度こそ取る！

　そう気合いを入れて箸でそうめんを掬すくおうとするも、すり抜けて幸太くんに取られてしまった。

「ハハッ、凛、運動神経相当鈍くない？」

　幸太くんに大笑いされ、「そうかも」と苦笑い。

　お腹はグウグウ鳴っていて空腹を訴えている。

　この調子ではそうめんを食べられないかも。

　そんな考えが頭を過った時、鷹政さんが男性陣に指示を出した。

「凛が食べるまでお前たちは休憩」

　ハハッ、トロくてすみません。

　心の中でみんなに謝り、箸を構える。

「さあ、凛さま、しっかり目開けて見なさいよ！」

　弥生さんの言葉にコクッと頷いて流れてきたそうめんを掬う。

「やったわ！　掬えた」

　喜ぶ私に鷹政さんが優しく微笑んだ。

「よかったな。コツが掴めたか？」

「はい」

　彼の目を見て笑顔で返事をする。

　それから、みんな順番で流し役をし、焼きとうもろこしや串焼きを楽しむ。

「はい、凛、飲み物」

　幸太くんに瓶を手渡され、てっきりラムネと思って飲んだらビールだった。

「うっ……苦い。でも、喉越しがよくて美味しい」

　以前春子さんにビアホールに連れていってもらったことはあるのだけど、その時は気後れしてしまいあまりビールを飲めなかった。

　家でも父の前では飲んではいけないと思い、ワインも滅多に口にしない。

　お酒ってこんなに美味しいんだ。

「凛さま、いける口ですね。まだあるので遠慮せずに飲んでください」

　伊織さんが私に優しく声をかけると、弥生さんもビールを飲んでご機嫌な様子で同調した。

「そうそう。飲んで楽しまなきゃ」

　調子に乗って瓶ビールを一本ゴクゴクと飲み干す私を見て、鷹政さんが確認した。

「ビール好きなのか？」

「美味しいですね、ビールって」

　なんだか身体がふわふわしてきていい気持ち。

　ニコニコ顔で答えたその時、ドンと音がして空に大きな花火が上がった。

「わあ、綺麗！　今日は花火大会はないはずなのに、どうして？」

　空を見上げながらそんなことを呟けば、鷹政さんが「さあ、よくわからないな」と言ってなぜか右京さんと目を合わせる。

　なにか知ってるのかな？と思いつつも、夜空を彩る花火が綺麗で見入ってしまった。

　赤、青、緑、黄色といった目に鮮やかな光に魅了される。

　まるで星が降ってくるみたい。

　花火大会はいつも家の窓から小さな花火を眺めているだけだった。

　今は手を伸ばせば花火を掴めそう。一瞬の輝きがこんなに綺麗なんて……。

「花火、こんなに大きく見えたの初めてです」

　感動で瞬きするのも忘れそう。

　興奮しながら鷹政さんに伝えたら、彼もジッと花火を眺めて言った。

「俺もこんなにじっくりと見たのは初めてかもしれないな」

　彼の瞳に花火が映る。

　花火も綺麗だけど、やはり鷹政さんは立っているだけで絵になって、うっとりと見惚れてしまう。

「凛？　どうした？」

　私の視線に彼が気付いて慌てて目を逸らした。

　鷹政さんがとてもカッコいいから……なんて今は恥ずかしくて言えない。

　彼に出会った頃は言えたのに、なんで？

「凛？」

　名前を呼ばれてハッとしたら、鷹政さんの顔がすぐ目の前にあって心臓がトクンと高鳴った。

　そんな綺麗な顔で私を見つめないでほしい。

「な、なんだか今日は盆と正月が一緒に来たみたいで嬉しくって」

　咄嗟にそうごまかすと、彼はフッと微笑した。

「そんな凄い日なのか？」

　彼といると心のドキドキが止まらない。

　私……鷹政さんが好きなんだ。

「はい。とびきり凄い日です。鷹政さん、お屋敷に招待してくれてありがとうございます。どんなパーティよりも嬉しい」

　ハニカミながら喜びを伝えたら、彼は甘く微笑んだ。

「またいつでも来ればいい。歓迎する」

　こんな楽しいパーティなら毎日出席したい。

「ほら、じゃんじゃん飲みなさい」

　弥生さんが新しいビールを持ってきて私に差し出した。

「ありがとうございます！」

　ヘラヘラ笑いながら彼女からビールを受け取って口にする。

　弥生さんや伊織さんと打ち解けて話をして、ふたりが小さい頃から鷹政さんに仕えていることを知った。ちなみに弥生さんは私より一歳年下で直史と同じ歳らしい。

　彼らと鷹政さんの関係が羨ましく思える。

「いいなあ。私も鷹政さんに仕えたかったなあ。えへへ」

　なんだか身体がふわふわしてきて、いい気持ち。

　私の発言に弥生さんが眉間にシワを寄せて物言いをつけた。

「は？　ちょっとなにを言ってるの？　あなたじゃ鷹政さまに仕えるのは無理よ」

「凛さま、酔ってますか？」

　私の顔を覗き込んでそんな質問をする伊織さんに、くすくす笑って答えた。

「酔ってるかは……わからないれす。でも……とってもご機嫌れす」

　ろれつがうまく回らないが、頭はしっかりしているので問題ない。

　またビールを飲んだら、右京さんの声が聞こえてきた。

「あの花火なんなんですか？　聞いてませんよ」

　なにやら鷹政さんに噛み付いている。

「細かいことは気にするな。それにお金のやりくりはお前の仕事。お前が無能ならしないさ」

　お金で揉めている？

　しかし、気分が大きくなった私は構わず割って入った。

「右京さんて、家令なんれすよね。私、家の家計簿つけてるんれすけど、どうしても毎月赤字になっちゃってえ。いい質屋があったら紹介してくれましぇんか？　女だと舐められてしまって高く買い取ってくれないんれすよ」

「それはいいですが、今話しても明日になれば忘れてしまうのでは？　酔ってますよね？」

　無表情で指摘する右京さんに怯ひるまず言い返した。

「そんなことないれすよ。いまだかつてないくらい頭ははっきりしてましゅ。右京さん、教えてくだしゃい。お願いしましゅ。でないと、屋敷を売らなきゃいけない……ううっ」

　急に悲しくなってきて、右京さんの浴衣の袖を掴みながら泣きじゃくる。

「え？　ちょっと……」

　右京さんが困惑した様子で鷹政さんを見ると、鷹政さんは「俺が見るから」と右京さんに告げた。

「ほら、こっち」

　鷹政さんは私の肩を抱いて、ビアホールのような丸テーブルの椅子に腰かける。

「ビール飲みすぎたんじゃないのか？」

　彼の質問に鼻を啜りながら答えた。

「そ、そんなことありましぇん。……グズッ」

　自分でもなぜ泣いているのかよくわからない。

　鷹政さんがそっと胸を貸してくれて、彼の温もりになんだかホッとした。

　温かくなるとなんだか眠くなって身体から力が抜けていく。

「……凛？　凛？」

　鷹政さんに声をかけられ、「……はい」と返事をするももう目が開かない。

　やがて静かな闇が私を包み込み、意識を手放した。










彼女が愛おしい―鷹政side




「あの花火はなんなんですか？　聞いてませんよ」

　頭上に上がる花火を見て、察しのいい右京は眉間にシワを寄せて俺に文句を言う。

　真田右京、三十歳。青山家の家令で、青山財閥の財務も担当している。

　こいつは長なが崎さきの造船所で働いていたのだが、五年前に俺が引き抜いてうちに連れてきた。

　ずっと赤字続きだった造船所が一年で黒字になり、その理由を調査したところ、一社員である彼の仕事によるものだった。

　造船所では経理を担当。頼りない上司の下で大胆な経費削減策を行って、赤字を黒字にした手腕は見事だったが、いかんせん右京は会社の金を着服していた。

　理由を聞いたら、病気の母親の入院費を用意するためだった。

　普通なら警察に突き出していただろう。だが、彼の能力を高く評価していた俺は、その件を表沙汰にはしなかった。彼は青山に必要な人材だ。

　俺に仕えるならいままでのことは不問にして母親を青山系列の病院で見ると言ったら、右京は取引に応じた。

　それ以降、彼は伊織同様俺の大事な部下となった。

「やはりお前は察しがいいな」

　フッと微笑して右京を褒める。

　そう、この花火は俺が伊織に頼んで手配してもらった。

　俺の総帥就任を祝うためではなく、俺が大事にしている皆への感謝の気持ちとして用意したものだ。

　凛をうちへ連れてきたのは、いなりの礼をしたかったから。

　じいさんが三日前にニヤけた顔で俺に伝えた。

『喜べ。お前の総帥就任パーティに保科伯爵を招待したぞ』

　余計なことを……と思ったが、そもそも凛がパーティに来るはずがない。

　伊織に彼女の家のことを調べさせた時、保科伯爵はいつも下の娘はパーティに連れていかないという報告を受けた。

　凛のことは自分の実の娘であるにもかかわらず、使用人同様に扱っているのだ。

　俺の読み通り、今日ホテルのパーティ会場に彼女は現れなかった。

　凛の弟に声をかけて『凛はまだ仕事をしているのか？』と尋ねたら、『家にいます。パーティは昔から苦手で』と彼は答えた。

　彼女の弟とは面識があるが、俺が青山財閥の新しい総帥と知って驚いていた。

　家族はパーティを楽しみ、凛はひとりで留守番。

　彼女が不憫でならなかった。

　元々パーティを途中で抜ける予定だった俺は、挨拶だけ済ませて凛を迎えに行き、うちに連れてきた。

　パーティ自体はじいさんが孫の自慢をするために開いたもので、あまり意味はない。それに十代の頃から祖父について直接彼の経営学を学んでいたから、関連企業の重役は皆俺の顔を知っている。

　ここは広尾にある俺の別邸。俺が二十歳の時にじいさんが『お前がこれまで頑張った褒美だ』と言って気前よくプレゼントしてくれた。

　それからは、別邸で過ごすことの方が多くなった。

　ここは俺が安らげる場所。凛が少しでも楽しんでくれればいい。

「細かいことは気にするな。それにお金のやりくりはお前の仕事。お前が無能ならしないさ」

　花火を打ち上げるのに莫大な費用がかかるのは知っている。

　だが、使いたい時に使わなければ金を持っていても意味がない。

　皆が喜ぶなら安いものだ。

　ハーッと彼が俺を見てわざとらしく溜め息をつくかと思ったその時、凛が少し据わった目で右京に話しかけた。

「右京さんて、家令なんれすよね。私、家の家計簿つけてるんれすけど、どうしても毎月赤字になっちゃってえ。いい質屋があったら紹介してくれましぇんか？　女だと舐められてしまって高く買い取ってくれないんれすよ」

　右京は一瞬目を見開いて驚きはしたものの、すぐにいつもの真顔に戻って彼女の質問に答える。

「それはいいですが、今話しても明日になれば忘れてしまうのでは？　酔ってますよね？」

「そんなことないれすよ。いまだかつてないくらい頭ははっきりしてましゅ。右京さん、教えてくだしゃい。お願いしましゅ。でないと、屋敷を売らなきゃいけない……ううっ」

　縋すがるような目で右京に頼んだかと思ったら、凛は急に泣き出した。

「え？　ちょっと……」

　右京が珍しく狼狽えた様子で『どうすればいいんですか？』と目で俺に訴える。このままあたふたする様子を見ていたいと思ったが、彼がかなり困惑しているので助けに入った。

「俺が見るから」

　凛の肩に手をかけて近くの椅子に一緒に座る。

「ビール飲みすぎたんじゃないのか？」

　ついさっきまでは陽気だったのに、今度は泣いている。

　かなり酔っているな。酒も飲み慣れていないんじゃないだろうか。

「そ、そんなことありましぇん。……グズッ」

　凛は否定するが、酔っ払いの答えは当てにならない。泣き止む様子がない彼女の頭を引き寄せて胸を貸す。

〝泣くな〟と言ったところで、無理だろう。思う存分泣いて心が落ち着くのを待つしかない。

　そう言えば、前に彼女の弁当を食べた時も同じようなことがあったっけ。

　昔、自分の指輪をあげた女の子が健気に頑張って生きているのを見ていると、なんとも言えない気持ちになる。

　凛にだけ特別な感情を抱くのは、指輪で彼女と繋がっているからか？

　彼女との再会は偶然ではなく必然なのかもしれない。

　急に凛が静かになったので、不思議に思って彼女の顔を覗き込んだ。

「凛、寝たのか？　凛？　凛？」

「……はい」と小さな声がするが、彼女の目は閉じられたまま。

　今日は仕事もあったから疲れたのかもしれない。

「しばらくこのままでいるか」

　凛の頭をそっと撫で、空に浮かぶ丸い月を眺めていたら右京に話しかけられた。

「あなたがそんな優しい表情をしているのを初めて見ました」

「俺はいつでも優しいが」

　そんな軽口を叩けば、彼はあからさまに顔をしかめる。

「かなり自分に甘い基準ですね。で、その娘が未来の総帥夫人ですか？」

「いや、単に借りがあるから連れてきただけだ」

　なにか食べ物でいなりの礼をしようと思った。

　俺の言葉を聞いて右京はフッと笑みを浮かべ、凛がつけている指輪に目を向けた。

「その説明、説得力に欠けますよ。彼女がつけている金の指輪、昔誰かに聞いたことがありますが、青山家に代々伝わるものでしょう？」

「確かにそうだが、俺が彼女に指輪をやった時、まだ彼女は少女だった。伴侶にしようとしたのではない」

　似たようなやり取りをじいさんとしたような気がする。

　俺の話を聞いても右京は納得しなかった。

「しかし、もう彼女は少女ではありませんよ。伯爵令嬢なのに家計簿をつけていてちょっと風変わりではありますが、なに不自由なく暮らしてきた華族の娘よりは好感が持てます。あなたもそろそろ結婚を考えてはいかがですか？」

　右京が誰かのことを褒めるなんて滅多にない。

　まあ、凛と会って悪い印象を持つ者は多分いないだろう。あのギャンブル狂の父親以外は。

「余計なお世話だ。だが、お前が結婚したら考えてもいい」

　ニヤリとしながら言い返したら、伊織が現れて会話に加わる。

「言質は取りましたよ、鷹政さま。右京、誰でもいいから結婚しろ」

　伊織の勝手な発言に右京はカチンときたのか、目を細めて冷ややかに言った。

「自分のことを棚に上げないでください。伊織が結婚すればいいんですよ」

　険悪な空気が漂った時、幸太もやってきて、焼きとうもろこしを手に持ちながらニパッと笑う。

「お？　みんな結婚するんだ。めでたいな。鷹政さまも凛と結婚するんでしょ。早く俺に子供を抱かせてよ」

　彼は三み木き幸太といって三年前に俺が道で拾った。

　まだ幸太は十二歳。

　両親を亡くし、浮浪者のような生活をしていた彼は車に故意にぶつかり、慰謝料と称して相手から金をもらいその日暮らしをしていたそうだ。

　三年前に俺の車にぶつかってきて、『痛てて！』と大袈裟に騒ぎ立てたが、どこも怪我はなく嘘だとすぐに気付いた。

　俺から逃げようとした彼を捕まえてうちで引き取り、学校に行かせている。

　俺に会う前は学校にも行けず、読み書きもできなかった幸太だが、今では古典文学の本も読めるようになった。

　急に人が集まってきたと思ったら、弥生も少しヘベレケ状態で現れた。

　伊織の妹で、年は二十二歳。十以上離れた俺や伊織と一緒に育ったせいか、勝気な性格でしっかりもの。この別邸での女中頭だ。

「あ、私も抱きたい。赤ちゃんっていい匂いするのよねえ。鷹政さまのお子を抱くのが夢だったの」

　彼女の発言を聞いて、伊織が突っ込む。

「いや、お前も早く嫁に行って、子供を産めよ」

「鷹政さまが結婚するまでは私はお嫁に行かないわよ」

　弥生がそう言い張ると、伊織はハーッと大きく息を吐きながらぶつぶつ言った。

「またお前はそういうことを」

「鷹政さま、伊織が困っていますよ。弥生が行かず後家になる前に早く婚礼を」

　横目でチラリと伊織を見て俺を急かす右京。

　俺を困らせるつもりなのだろうが、やり返した。

「だったら、右京と弥生が結婚すればいいんじゃないのか？」

　ふたりは顔を合わせれば喧嘩ばかりするが、それは俺に言わせればお互い意識している証拠だ。

「それは無理ですね。私はもっとおしとやかで繊細な女性が好みです」

　どこかトゲのある右京の物言いに弥生はカッとなって言い返した。

「ちょっと、なに言ってんのよ！　こんな朴念仁、こっちがお断りよ」

　そんなふたりを見て、幸太は呆れ顔。

「また始まったよ。ホント、このふたり仲が悪いなあ」

　まだ子供にはふたりが意識し合っているのがわからないようだ。

「それはどうかな。これは痴話喧嘩だ」

　クスッと笑みをこぼして幸太に伝えたら、伊織が驚いた顔で俺に確認する。

「そ、そうなんですか？」

　俺が『そうだ』と答える前に、右京と弥生が声を揃えて否定した。

「違います！」

　息もピッタリだ。

　うちはいつもこんな風に賑やか。

　これが今の俺の家族だ。

「凛、ぐっすり寝てるね」

　俺の腕の中にいる凛を見て微笑む幸太に小さく頷く。

「ああ。そんなに酒は強くないみたいだな」

「俺はいいチョイスだと思うよ」

　少し真剣な顔で幸太が唐突にそんな言葉を口にする。

　凛は美人だし、優しいからすぐに好きになったのだろう。

「幸太、あんたもう寝る時間よ」

　弥生に呼ばれ、幸太は「はーい」と返事をしてこの場からいなくなった。

「そろそろ凛さまを送っていきますか？」

　伊織に声をかけられ、「ああ」と返すも、彼女を帰すことに寂しさを感じた。

　凛と一緒だと日常を忘れ、気分が落ち着く。

　それに、彼女の温もりも心地よい。

　だが、もう夜の十時過ぎ。

　婚約者でもない男と夜を明かせば、彼女に変な噂が立ってしまう。

　そんな俺の心情を読んだのか、伊織はクスリと笑う。

「帰したくないって顔してますよ」

「月が綺麗だからもっと見ていたいだけだ」

　ボソッと下手な言い訳をする俺に、彼は穏やかな目で言った。

「彼女をうちで引き取ってはどうです？　あの家に帰しても、幸せにはなれませんよ」

　伊織も暗に俺に凛と結婚しろと言っている。

　確かにあの家にいては保科伯爵にひどい扱いを受けて、彼女は辛い思いをするだろう。ずっと……。

　しかし、俺はわざとはぐらかした。

「彼女は保科伯爵の娘だ。身元もしっかりしている。幸太のようにうちで預かるわけにはいかない」

「結構頑固ですね。ご自分の気持ちを認めれば楽になるのに。結婚に対する否定的な考え方をそろそろ改めませんか。大丈夫です。凛さまは清鷹さまも気に入っておられます。あなたのお母さまのようなことにはなりません。一族から孤立はしませんよ」

　結婚だけではなく、恋愛も俺には不要だと思っている。

　恋にうつつを抜かしている暇はない。

　俺の手には青山家だけではない、青山系列の会社に勤務している何百万人もの生活がかかっている。

　父のように愛した女のために無責任に青山を捨てることなど許されないのだ。

「幼少期に植え付けられた考えは、そう簡単には変えられない」

　自虐的に返す俺に、彼は真摯な目で告げた。

「我々が全身全霊をかけてあなたと凛さまをお守りしますよ」

　彼の瞳に揺らぎはない。

「それは頼もしいが、俺は結婚しない」

　改めて伊織に宣言するが、彼は含み笑いをした。

「言ってることと、やってることが逆ですよ」

　言われなくても、そんなことはわかっている。

　俺は凛に惹かれている。

「お前と議論していたら夜が明ける。車の準備を頼む」

　表情を変えずにそう命じれば、もう伊織は凛のことには触れず、「はい」と返事をしてこの場から離れた。

　俺も凛を抱いたまま椅子から立ち上がり、彼が用意した車に彼女を乗せる。

　目白にある保科邸に凛を送っていくと、応対したのは凛が琴さんと呼んでいた女中と彼女の弟だった。

「保科伯爵は？」

　少し遅くなってしまったし、いたらひと言挨拶でもして帰ろうと思ったのだが、凛の弟が申し訳なさそうに答えた。

「生憎もう就寝していまして。すみません」

「そうか。彼女を起こすのはかわいそうだから部屋まで運びたいのだが」

　そう申し出ると、彼は小さく頷いた。

「本当によく寝てますね。姉の部屋はこちらになります」

　玄関を上がると、凛の弟のあとについて彼女の部屋に向かう。

　すでに凛の部屋は知っていてたが、もう深夜というのもあったし、彼女が未婚であることを考えて彼の案内を断らなかった。

　二階の奥にある凛の部屋は六畳くらいの広さで勉強机とベッドと本棚があるだけの質素な部屋。英語が堪能なだけあって、本棚には洋書が並んでいる。

　ベッドにそっと凛を寝かせると、彼女の弟は好奇心に満ちた目で俺に尋ねた。

「部屋まで運んでいただいてありがとうございます。姉はあなたのことを会社の人と言っていましたが、本当は姉とはどういう関係なんですか？」

「彼女の弁当のファンってところかな」

　凛の寝顔を見つめながらそう答えたら、彼は納得顔で頷いた。

「ああ。お弁当。青山さまのために作っていたんですね。姉は毎日楽しそうにしていました。でも最近はあまり元気がなくて……」

　確かに、俺に弁当を広げて見せる彼女は目をキラキラさせて嬉しそうだった。

「そうか。休日にでもまた弁当を作ってうちに届けるよう伝えてくれないか？　迎えを寄越すから」

　俺が言付けると、彼女の弟は嬉々とした表情で礼を言う。

「ありがとうございます。姉も喜びます」

　なぜこんな約束をしてしまったのか。自分でも驚かずにはいられない。

　彼女が元気がないと聞くと胸が苦しくなる。凛には笑顔でいてもらいたいのだ。

「僕は先に下に降りています」

　にこやかに言って凛の弟は部屋を出ていく。

　彼女の首元で光る金の指輪。

　その指輪を見て、不思議な気持ちになる。

　かつては自分のものだった指輪を凛がしていると、自分のものだと思えてくるのだ。

「おやすみ」

　彼女に顔を近づけて軽く口付ける。

　柔らかいその唇を指で軽くなぞると、凛から離れた。

　彼女に触れずにはいられないのは愛おしいから。

　認めるよ。

　俺は凛が好きなんだ。

　彼女をずっと俺のそばにおきたいと思う。

　部屋を出て玄関に戻ると、パーティで見かけた凛の姉が伊織と雑談していた。

「今度いらっしゃる時は是非コーヒーでも。凛の淹いれるコーヒーはとっても美味しいんですの」

　見た目もしゃべりもお嬢さま育ちの彼女。

　伊織もこういうお嬢さまの相手は慣れたもので、にこやかに返す。

「凛さまは料理がお上手だそうですね。機会があれば是非」

「伊織。もう失礼するぞ」

　彼に声をかけると、「では、また」と凛の弟たちに挨拶して保科邸を後にする。

「また今度凛をうちに招待する。彼女の送迎を頼む」

　帰りの車で伊織に告げたら、彼は「かしこまりました」とにこやかに返事をした。










私が彼の許嫁？




「なんだかご機嫌ね。週末、なにかいいことでもあったの？」

　鷹政さんのお屋敷でパーティをした次の週の月曜日、タイプを打っていたら、春子さんが書類を整理していた手を止めておもしろそうに私を見た。

「え？　どうしてわかるの？」

　タイプから顔を上げると、彼女はにっこり笑って指摘した。

「顔がニヤけてる」

　そんなに顔に出ているだろうか。

「実は先週の土曜の夜に鷹政さんのお家に行ってきたの」

　思いがけず鷹政さんや彼の家の人たちと過ごせて心がウキウキしている。

　弟の話では、あの夜ビールを飲んで寝てしまった私を鷹政さんが家まで送り届けてくれたそうだ。その時休日にお弁当を作って持ってきてくれと弟に私への伝言を頼んだらしい。

　春子さんにとびきりの笑顔で報告すると、彼女は声を潜めた。

「鷹政さんってあの青山財閥の総帥のこと？」

「そう。とっても素敵な洋館だった」

　どこか夢見心地で頬杖をついて答える私を見て、彼女は悪戯っぽく目を光らせた。

「そう言えば、凛はモサ男と仲がよかったわよね。まさか、モサ男が青山の御曹司だとは気付かなかったけど。パーティで途中から姿を見なくなったと思ったら、凛とお楽しみだったなんて」

　彼女の発言にギョッとする。

「ちょっと春子さん、変な言い方しないで。鷹政さんの家の人たちと流しそうめんパーティをしたのよ」

　ムキになって訂正する私を彼女はからかった。

「それは益々親密じゃないの。あの氷帝も凛にはメロメロとはね」

「だから違うのよ！」

　必死に否定する私を適当にあしらいながら彼女はクスッと笑った。

「はいはい。凛もようやく恋に目覚めたかあ」

「春子さん！」

　つい声をあげたら、部長にギロッと睨まれた。

「保科さん、静かに」

「……はい、すみません」

　小声で部長に謝る私を見て春子さんは口を押さえて笑いを噛み殺す。

　もう春子さんたら！

　じっとりと彼女を睨むと、またタイプを続けた。

　だが、なんだろう。目が霞かすむ。

　昨日頑張って翻訳の仕事を終わらせたせいだろうか。

　何度か瞬きしたら、春子さんが怪訝な顔をした。

「凛、どうしたの？」

「ちょっと文字がボヤけて見えちゃって」

　ハハッと笑って答えたら、彼女は急に真剣な顔で私に注意した。

「凛は働きすぎ。家事もしてるし、休む間もないじゃない。いつか倒れるわよ」

「大丈夫。私、風邪を引いてもすぐに治っちゃうし、身体は丈夫なの」

　笑顔で力こぶを作って見せたが、彼女は少し冷めた目で私を見た。

「全然こぶできてないわよ」

「あれ？　おかしいな。朝の農作業で腕の筋肉ついてるはずなのに」

「朝に農作業？　ちゃんと寝てるの？　出版社の仕事だってしてるんでしょう？」

　春子さんが怖い顔をするので、少しビクビクしながら返した。

「う、うん。でもちゃんと寝てるから」

　本当は三時間しか寝てないけど。

　多分、寝不足で目が霞むのだ。ちゃんと寝れば治る。

　理由がわかってすっきりするも、家計のことを考えるとぐっすり眠れなくて寝不足が続き、身体もダルく感じるようになった。

　仕事を休みたくなくて出勤し続けるが、土曜になると朝起きるのも辛かった。

「ねえ、顔色が悪いわよ。大丈夫？」

　春子さんが仕事をしていた私を気遣って声をかけるので、「なんともないよ」と無理して笑顔を作ったが、うまく笑えない。

　気分が悪くなってトイレに行こうと椅子から立ち上がったら、キーンと耳鳴りがして身体がふらつき、周囲がグルグル回っているように見えた。

　……すごく辛い。吐きそう。

　激しい頭痛にも襲われ、全身から力が抜けていく。

「凛！」

　春子さんの声が聞こえたけど、覚えているのはそこまで。

　大きな黒い渦巻きが私を飲み込み、そのまま意識を手放した。




「……一万円の小切手です。彼女が起きたらうちへ連れて帰りますよ。後悔はしませんね」

　聞き覚えのある男性の声。

　誰の声だろう？　それに小切手っていったいなんの話をしているの？

　ぼんやりした頭で考えるも、すぐに父の声がしてそちらに気を取られた。

「後悔などしない。私にとってこれは大事な妻を殺した憎い女だ。いなくなって清々する」

　憎い女というのは多分私のことだろう。

　父の言葉を聞いてズキッと胸が痛んだ。

「では、遠慮なくいただきますよ」

　まるで玩具でも手に入れたかのように楽しげなその声の主を思い出した。

　この声は……橋本清十郎。

　彼の声がするなんてきっとこれは夢に違いない。

　そう。寝不足だったから変な夢を見たのかも。

　目をうっすら開けると男性がふたりいたが、視界がボヤけてよく見えない。

　夢か現かわからぬまま、目を閉じて眠りにつく。

　暗い闇の中を漂う私。

　ずっとこの状態が続くと思ったが、しばらくして明るい光が見えた。

「あっ、凛寝てる」

　幸太くんの元気な声が聞こえたかと思ったらすぐに鷹政さんが声を潜めて注意する。

「幸太、静かに。起こすとかわいそうだ」

「ごめん。でも、凛と話せなくて残念」

　少し沈んだ声の幸太くんを鷹政さんは優しく励ました。

「また会える。凛、早くよくなれ」

　大きな手が私の頭をクシュッと撫でる。

　その感触は夢ではなくまるで本物みたいだ。

　彼に話しかけたいけど、目も開かず声も出ない。

　思い通りにならない自分の身体。

　だが、それが夢というものなのかもしれない。

　鷹政さんが出てくる夢ならずっと見ていたいな。

　それから温かい光に包まれて安心して眠っていたのだけれど、突然雷鳴が轟とどろき、橋本清十郎の不穏な声が頭の中で聞こえて、ハッとした。

『もうお前は俺のものだ』

　全身に震えが走って飛び起きるが、橋本清十郎の姿はない。

　夢……か。

　そこは私の部屋ではなく白いベッドがひとつ置かれた殺風景な部屋だった。

　ただ、花瓶にピンクの薔薇の花が生けてあって、その美しさに心が癒される。

　前に薔薇はなんの役にも立たないようなことを琴さんに言ったけれど、私が間違っていた。

　薔薇を見ていると華やかな気分になる。

　この花は誰が生けてくれたんだろう。

　腕に点滴をされているということは、ここは病院なの？

「あっ、起きた？　その花、青山財閥の総帥が届けてくれたんだよ。病室にも来てくれたみたいでね」

　私がいるベッドのそばでパイプ椅子に座って本を読んでいた弟が、顔を上げて私を見た。

　鷹政さん、ここに来たんだ。

　夢で鷹政さんと幸太くんが出てきたのは本当だったのかな。

「私……なんでここに？」

　上体をゆっくりと起こして直史に尋ねると、彼は部屋のカーテンを開けながら説明した。

「会社で倒れたらしくて、春子さんが家の車を呼んで病院まで運んでくれたんだ。総帥にも春子さんが知らせてくれたみたいだよ」

　そう言えば、春子さんと話している時に気分が悪くなったんだっけ。

「そうなのね。でも、病院なんて大袈裟ね」

　弟の話に相槌を打ちながらそう返したら、直史は少し怖い顔で言う。

「大袈裟じゃないよ。病院の先生は過労だって。点滴が終わったら帰っていいって言ってたけど、もう数日入院してたら？　家に帰ったらすぐ家事とかするでしょ？」

「大丈夫。のんびり休んでなんかいられないわ。でないと、屋敷を手放すことになるもの。それに、ずっと病院にいるとお金がかかるわ」

　弟にもうちの窮状を話すと、さほど驚きもせずに現実を受け入れる。

「うちの家計は相当厳しいんだね。でも、屋敷を手放すのはもう仕方がないんじゃないかな。屋敷を売ってどこかアパートか借家に引っ越すべきかもしれない。このままだと姉さんの身が持たないよ」

「だから私は大丈夫って……」

　そう言い張ろうとする私を、直史はギロッと睨みつけた。

「どの口が言うかな？　働きすぎだから倒れたんだよ」

「でも、屋敷を手放したらお父さまが悲しむわ」

　弟に訴えるも、彼は皮肉を口にする。

「そのお父さまは昨日も競馬で金をすったみたいだよ。今日だって背広着て『ちょっと用事がある』って出てって姉さんの様子を見にも来ない」

　弟の話を聞いていつものことなのに少しがっかりする自分がいる。

　なのに、毎回思うのだ。

　いつか父は私を見てくれるって……。

「それでも、私はお父さまやみんなの役に立ちたいのよ。仕事がまだ途中なの。会社に戻らないと」

　点滴の針を腕から抜くと、弟は慌てた。

「ちょっと、姉さんなにやってるの！　会社って……今日は日曜日だよ」

「う……そ。私、そんなに寝てたの？」

　目に映った壁時計に目を向ければ一時過ぎ。

　日が差しているということは午後。

　私が倒れたのは土曜日に会社に出勤してしばらくしてからだから、丸一日以上寝ていたことになる。

「それだけ身体が疲れてたってことだよ。今朝は葵姉さんと琴さんが凛姉さんの様子を見に来てたんだ。で、午後は僕が交代したわけ」

「みんなにいろいろ心配かけちゃってごめんね。でも、もう完全復活したから」

　にっこり笑ってベッドを出ると、直史に止められた。

「僕の話ちゃんと聞いてた？　ベッドで寝てなきゃダメだよ」

「平気よ。もうこれ以上寝れない」

　まだ身体はダルいがやらなきゃいけないことがたくさんある。

「だから、寝れなくても休んで……」

　弟と言い合っていたら、突然病室のドアがガチャッと開いて背が高く灰色の背広を着た若い男性が入ってきた。

「そういうことならうちに連れて帰る。フランス製の高級ベッドもあるし、ぐっすり休める」

　私の顔を見てその男性はうっすら口角を上げる。

　橋本清十郎！

「ど、どうしてあなたが……？」

　つっかえながら彼に問う私に、弟は少し緊張した面持ちで確認した。

「姉さん、この人知ってるの？」

　私が答える前に橋本清十郎が弟に笑みをたたえながら挨拶した。

「初めまして。君は確か凛ちゃんの弟の直史くんだよね？　俺は橋本清十郎」

「橋本清十郎って……あの橋本財閥の？」

　弟は名前を知っていたのか、橋本清十郎の顔をまじまじと見た。

「俺の名前を知っているとは光栄だな」

　ゆっくりと微笑む橋本清十郎を見て身体がゾクリとするも、しっかりと彼を見据えてもう一度尋ねた。

「あの……私の質問に答えてください。どうしてあなたがここにいるんですか？」

「それは保科伯爵から凛ちゃんを一万円で買ったからだよ」

　彼は私の目を見て楽しげに告げた。

「一万円で買った？」

　橋本清十郎の言葉に瞳が凍る。

「そう。君たちのお父さんはギャンブルで多額の借金をしてね。俺が立て替えてあげたんだ」

　彼の話を聞いて嘘を言ってるようには思えなかった。

「そんな……」

　ショックを受け呆然とする私に彼は同情するように言う。

「俺も伯爵に何度も確認したんだよ。凛ちゃんを俺の好きにしていいのか。だが、伯爵は凛ちゃんがいなくなって清々すると言ってた」

　あれは夢ではなかったんだ。

　父は私を橋本清十郎に一万円で売った。

　ハハッ……私ってバカみたい。

　父がいつか私に笑ってくれると望みのない期待を抱くなんて……。

　私は一生父に愛されることはないのだ。

　そう考えたら身体から急に力が抜けて、床にヘナヘナとくず折れた。

「姉さん！」

　そばにいた直史が血相を変え、私の身体を支える。

「心配しなくても大丈夫。伯爵は君をないがしろにしているようだが、俺は君に贅沢をさせてあげよう。洋服も宝石も、好きなだけ買ってやる」

　橋本清十郎が私の手を掴むが、私も弟も激しく抵抗した。

「嫌！　あなたのとこには行きません！」

「姉を離してください！　警察に通報しますよ！」

「無駄だ。警察なんて金でどうにでもなる。誰も俺を止めることはできない」

　橋本清十郎が不敵な笑みを浮かべたその刹那、再びドアが開いた。

「それはどうかな？」

　現れたのは濃紺の背広にラベンダー色のアスコットタイをつけた鷹政さん。

　彼の背後には伊織さんがいた。

　カツンカツンと靴音を響かせながら私のもとにやってきて、私と橋本清十郎の間に割って入る。

「部外者がどうしてここに？」

　鷹政さんの登場に橋本清十郎がおもしろそうに目を光らせた。

「部外者ではない」

　鷹政さんは橋本清十郎を見据えてそう言うと、少し屈んで私が首に下げていた指輪を掴んだ。

「凛は俺の許嫁だ」

　金の指輪を橋本清十郎に見せて宣言する彼。

　鷹政さんの言葉にビックリして大きく目を見開く。

　私を助けようとして口から出まかせを言っているのかと思ってハラハラしたが、鷹政さんはとても落ち着いていた。

「お前も橋本家の者なら青山家に伝わる金の指輪の話くらい聞いたことがあるだろう？　この鷹が彫刻された指輪は、青山家の後継ぎが自分の伴侶に渡すものだ」

　え？　この指輪って青山家に伝わる指輪だったの？

　でも……私は……この指輪を天使のように美しいお兄さんからもらった。

　……美しいお兄さん。

　ああ！

　過去と現在が繋がる。

　鷹政さんがあの葉山のお兄さんなの？

「噂ではその指輪は消えたと聞いているがな」

　橋本清十郎がジッと指輪を見据えると、鷹政さんは氷のように鋭い眼差しで告げた。

「俺が十五年前に凛に渡したんだ。青山財閥の総帥の許嫁を橋本財閥の御曹司がさらったとなれば、世間は大騒ぎするだろう。警察だってバカじゃない。青山と橋本のどちらにつくと思う？」

　鷹政さんに問われ橋本清十郎は数秒沈黙するが、急にハハハッと声をあげて笑い出した。

「残念だなあ。今度こそ凛ちゃんを手に入れたと思ったのに、すでに氷帝のものとはね。わかった。手を引くよ」

　両手をあげて降参のポーズをすると、彼は「ビジネスでは引かないからな」と鷹政さんに告げてこの場を去る。

「伊織、あいつに一万円の小切手を送っておけ」

　鷹政さんはそばにいた伊織さんにそう命じ、私に手を貸して立たせた。

　彼の言葉を聞いて思い出す。

　そうだ。橋本清十郎のもとに行かなくてもよくなったが、一万円もの借金が残ってしまった。一万円といったら家を買えるくらいの大金だ。私のお給料を全部返済に回しても完済するのに八年以上かかる。

　自分にそれだけの値段がついたことに喜ぶべきなのだろうか？

　そう考えて、涙が込み上げてきた。

「あの……一万円、働いて必ずお返しします。助けていただいてありがとうございました」

　上を向いて涙をこらえながら鷹政さんに伝える。

　とうとう私は父に捨てられてしまった。

　私の帰る家はもうない。それに……。

「この指輪をくれたのは鷹政さんだったんですね。大事なものだし、お返しします。許嫁なんて嘘までつかせてしまってすみません」

　指輪を見て青山家の人が皆驚くはずだ。この指輪は私が持ってちゃいけない。

　指輪を通した鎖を首から外して鷹政さんの手に握らせる。

「お金もいらないし、その指輪も返す必要はない。それに、嘘はついていない。この指輪をしているお前は俺の許嫁だ」

　彼は優しい目でそう言って、指輪についていた鎖を取り、私の左手の薬指に指輪をはめた。

　小さい頃何度か指にはめてぶかぶかだった指輪だが、今はサイズがピッタリだった。

「あのう、私たちは外に出ていますね」

　伊織さんの遠慮がちな声が聞こえたかと思ったら、彼と一緒に弟も病室を出ていく。

　今病室にいるのは私と鷹政さんだけ。

「鷹政さん……私頭が混乱しちゃってよくわかりません。でも、鷹政さんはどんな女性でも選べるんです。わざわざ私を許嫁にしなくても……」

　薬指の指輪を見て戸惑う私に彼は穏やかな声で問いかける。

「なんのために俺がここに来たと思っている？」

「お見舞いでは？」

　他の理由が思い当たらずそう答えたら、彼はとびきり甘い声で告げた。

「違う。お前が好きだから迎えに来たんだ」

「鷹政さん……」

　彼の告白に涙腺が崩壊して、涙が止めどなく流れる。だが、これは嬉し涙だ。

　鷹政さんが私を好き？

　本当に？　夢を見ているんじゃないよね？

　彼の口から聞いてもまだ信じられなかった。

「お前は俺のことが好きか？」

　鷹政さんに聞かれ、声が出なかった私はコクッと頷く。

「嫁入り道具もなにもいらない。俺の嫁になれ」

　極上の笑みを浮かべながら彼は指で私の頬を拭う。

　思いがけないプロポーズ。

　感極まってしまって返事をしようにもうまく声にならない。

「鷹……政……さん」

　泣きじゃくる私を鷹政さんはそっと抱きしめる。

「なにも心配はいらない。うちに嫁に来い。一生大事にする」

　私の背中を撫でる彼の手が温かい。

　少し落ち着いてくると、顔を上げて笑顔で返事をした。

「はい」

「これからはずっと一緒だ」

　鷹政さんはそう約束して私の顎を掴み、優しく口付けた。










覚悟を決める―鷹政side




「今日はどちらに戻りますか？　明日は十時から本邸に『青山鉄鋼』の社長が見える予定ですが」

　横よこ浜はま港こうでのタンカーの視察を終え、帰りの車内でスケジュール帳を見ながら伊織が俺に確認する。

「別邸でいい。じいさんがうまく相手をするだろう。日曜くらいゆっくり休みたい」

　車のシートにもたれかかり、ネクタイを少し緩めながらハーッと嘆息する。

　腕時計に目をやると、もう午後七時を回っていた。

　屋敷に着くのは九時くらいか。

　総帥になってからというもの息つく間もないくらい忙しい。

　政治家との会食や財界の会合が増えて、以前のように自由に動けなくなった。

　車が別邸に着くと、玄関の扉が大きく開いて弥生と幸太が慌てた様子で車まで走ってきた。そのあとを右京がついてくる。

　三人が出てくるなんてなにかあったのだろうか。

　運転手が車のドアを開けると、弥生と幸太が凄い剣幕で同時に捲まくし立てた。

「さっき松平侯爵家の使いの方が見えたの！」

「鷹政さま、大変だ！　凛が中央病院に運ばれたって！」

　松平侯爵家の使い？

　凛が病院？　いったいどういうことだ？

　ふたりの後ろにいる右京に目をやり詳しい説明を求めると、彼は俺の目を見て静かな口調で報告する。

「松平侯爵家の使いが見えて、保科凛が会社で倒れて病院に運ばれたとの連絡を受けました。なぜ松平侯爵家の使いが来たのかわかりませんが」

「松平侯爵の次女が凛の同僚なんだ」

　彼にそう答えながら考えを巡らす。

　確か松平春子と言ったか。

　おそらく会社で俺と凛が親しくしていたから、気を利かせて知らせてきたのだろう。

「病院に様子を見に行ってくる」

　皆にそう告げると、幸太が俺に訴えた。

「俺も行きたい。凛が心配だから」

「わかった」

　コクッと頷き、幸太を乗せて凛が運ばれた病院へ向かう。

　病院の面会時間は過ぎていたが、幸いうちの系列の病院で宿直の看護師に事情を説明して許可を取り、それから凛の病室に行こうとしたら、偶然保科伯爵と橋本清十郎を見かけて足を止めた。向こうにこちらの姿は見えなかったようだが、その組み合わせに悪い予感がする。

「橋本清十郎はどうして保科伯爵と一緒だったんでしょう？」

　伊織の質問に、少し考えながら答えた。

「凛の見舞いに来たとは思えないな。伊織、ちょっと調べてくれないか？」

　伯爵と橋本清十郎が一緒にいる。

　橋本清十郎は凛に関心を持っていたから、彼女との繋がりを持ちたくて伯爵に近づいたのではないだろうか。

「わかりました」

　伊織が小さく返事をして俺と幸太の前からスッと消えると、横にいた幸太がなにか不安を感じたのか俺の背広の袖を掴んだ。

「さっきの人たち、鷹政さまの知り合いなの？」

「白髪交じりの男性は凛の父親で、若い方は橋本財閥の御曹司だ」

　俺の返答を聞いて彼は心配そうな顔で言った。

「橋本財閥ってうちのライバルじゃないか。ひょっとして凛とその御曹司の縁談の話があるとか？　鷹政さま、ボーッとしてたら凛をそいつに取られるよ」

「お前はなにも心配しなくていい。凛は誰にも渡さない」

　幸太の頭に手を置いてにっこりと微笑み、凛の病室の前まで行くと、彼女の担当の医師とすれ違った。

　凛の話を聞いたら、軽い疲労で今日一日検査も兼ねて入院して明日の午後には退院できるという話だった。

　病室は真っ暗で、彼女は少しやつれた顔をして眠っていた。

「あっ、凛寝てる」

　いつもの調子で大きな声を出す幸太を慌てて注意する。

「幸太、静かに。起こすとかわいそうだ」

　医者は疲労と言っていた。

　家計のためにかなり残業もしていたのだろうか？

「ごめん。でも、凛と話せなくて残念」

　俺の目を見て謝る幸太に優しく微笑み、次に眠っている凛に目を向けた。

「また会える。凛、早くよくなれ」

　彼女の頭を撫でると、病室を出て病院を後にし、花を届けるよう手配した。

　明日には退院するが、凛が起きた時に少しでも喜んでもらいたかったのだ。それに、俺が気にかけていることを彼女に知ってほしかった。無理をしてまた疲労で倒れられては困る。

　別邸に戻って書斎にこもるとすぐに伊織と右京が俺の部屋に入ってきた。

「なにかわかったか？」

　前置きなしにふたりに尋ねたら、まず伊織が答えた。

「どうやら保科伯爵は競馬で多額の借金をしたそうです。その競馬場は橋本財閥が運営しているようで、橋本清十郎が伯爵になにか話を持ちかけたらしいですよ」

「私が調べたところでは、借金は二万円ほどあるようです」

　右京も凛と話して気になったのか、伯爵家の家計状況を調べてくれたようだ。

「ふたりが病院にいたということは、多分凛絡みなんだろうな」

　顎に手を当て呟く。

　借金は帳消しにするから凛を渡せといった話なのだろう。

　もう伯爵のもとに彼女を置いておけない。

「どうしますか？」

　真剣な面持ちで聞いてくる伊織の目を見て告げる。

「明日、伯爵が反対しようが凛をうちに連れてくる」

　凛への気持ちを自覚した以上、俺の覚悟は決まった。

　全力で彼女を守る。

「右京、なにかあれば伯爵家に資金援助する。但し、伯爵に金は渡すな。凛の弟が使えるように手はずを頼む。お前が彼をサポートしてくれ」

　彼女の弟はしっかりしているし、金をうまく使ってくれるだろう。

「仰せのままに」

　右京はゆっくりと頷いた。




　次の日の朝、弥生に凛の部屋を用意させ、午後は伊織を連れて凛のいる病院に向かった。

　彼女の病室に行くと、橋本清十郎の声が聞こえてドアの前で足を止めた。

「それは保科伯爵から凛ちゃんを一万円で買ったからだよ」

「一万円で買った？」

　橋本清十郎の発言にかなり動揺しているのか、凛の声は震えていた。

「そう。君たちのお父さんはギャンブルで多額の借金をしてね。俺が立て替えてあげたんだ」

　彼の声は優しいが、その目はどす黒く光っているに違いない。

「そんな……」

　顔を見なくても彼女が今どんな表情をしているか手に取るようにわかる。

　きっと顔面蒼白になっているはずだ。

　それなのに、橋本清十郎は彼女をさらに苦しめる言葉を紡いだ。

「俺も伯爵に何度も確認したんだよ。凛ちゃんを俺の好きにしていいのか。だが、伯爵は凛ちゃんがいなくなって清々すると言ってた」

　彼の話に怒りが込み上げてくる。

　どれだけ凛を傷つけるつもりなのか。

「姉さん！」と凛の弟の声がしたかと思ったら、またすぐに橋本清十郎の声が聞こえた。

「心配しなくても大丈夫。伯爵は君をないがしろにしているようだが、俺は君に贅沢をさせてあげよう。洋服も宝石も、好きなだけ買ってやる」

「嫌！　あなたのとこには行きません！」

　凛は声を張り上げ、彼女の弟も橋本清十郎に向かって叫んでいる。

「姉を離してください！　警察に通報しますよ！」

　本当にあいつは最低な男だ。

「鷹政さま！」

　伊織が焦ったように俺を見るので、「わかってる」と小声で返事をした。

「無駄だ。警察なんて金でどうにでもなる。誰も俺を止めることはできない」

　橋本清十郎が凛たちにそう告げた時、俺は病室のドアを開けて中に入った。

「それはどうかな？」

　橋本清十郎を睨みつけ、凛のもとへ行く。

　凛は俺の顔を見て驚いていたが、彼はなにか楽しい余興でも見るかのように俺に目を向けた。

「部外者がどうしてここに？」

「部外者ではない」

　橋本清十郎をまっすぐに見て訂正すると、凛が首に下げていた指輪を手にしてはっきりと告げた。

「凛は俺の許嫁だ」

　キラリと光る金の指輪を見て今までずっと余裕綽しゃく々しゃくといった顔をしていた橋本清十郎が微かに目の色を変える。

　俺はそんな彼を見据えながら話を続けた。

「お前も橋本家の者なら青山家に伝わる金の指輪の話くらい聞いたことがあるだろう？　この鷹が彫刻された指輪は、青山家の後継ぎが自分の伴侶に渡すものだ」

　その説明に横にいた凛が驚いて俺をまじまじと見つめた。

　一方、橋本清十郎は真剣な眼差しで指輪を見ている。

「噂ではその指輪は消えたと聞いているがな」

「俺が十五年前に凛に渡したんだ。青山財閥の総帥の許嫁を橋本財閥の御曹司がさらったとなれば、世間は大騒ぎするだろう。警察だってバカじゃない。青山と橋本のどちらにつくと思う？」

　日本最大の財閥は青山だ。警察はうちに味方するだろう。

　こいつだってそれくらいわかるはず。

　橋本清十郎の目を射抜くような眼差しを向けると、彼はしばし黙り込み、突然大笑いした。

「残念だなあ。今度こそ凛ちゃんを手に入れたと思ったのに、すでに氷帝のものとはね。わかった。手を引くよ」

　おちゃらけた態度でそう言ったかと思ったら、彼はニヤリとして俺に「ビジネスでは引かないからな」と告げ、この場から立ち去った。

「伊織、あいつに一万円の小切手を送っておけ」

　近くにいた伊織にそう指示を出したら、凛の表情が曇って……。

「あの……一万円、働いて必ずお返しします。助けていただいてありがとうございました」

　俺の顔も見ずに凛は他人行儀な態度で礼を言う。

　その顔は今にも泣きそうだ。

　父親に自分を売られてしまったのだから、相当ショックを受けただろう。

　返す必要はないと言おうとしたら、彼女は首に下げていた指輪を俺に返して続けて言った。

「この指輪をくれたのは鷹政さんだったんですね。大事なものだし、お返しします。許嫁なんて嘘までつかせてしまってすみません」

　どうやら俺の話を橋本清十郎をごまかすための嘘だと思ったらしい。

　まあ、突然言っても信じるはずがないよな。

「お金もいらないし、その指輪も返す必要はない。それに、嘘はついていない。この指輪をしているお前は俺の許嫁だ」

　凛の手を取り、彼女の左手の薬指に指輪をはめ、真摯な目で告げる。

　そんな俺たちのやり取りを見て、伊織と凛の弟が気を利かせて病室を出ていくと、彼女は困惑した顔で素直な胸の内を俺に明かした。

「鷹政さん……私頭が混乱しちゃってよくわかりません。でも、鷹政さんはどんな女性でも選べるんです。わざわざ私を許嫁にしなくても……」

　まだ自分が許嫁だとわからないのだろうか？

　なぜだ？

　数秒考えて、そう言えば肝心な自分の気持ちを伝えていなかったことに気付く。

　伊織がいたらきっといろいろ突っ込みが入ったに違いない。

「なんのために俺がここに来たと思っている？」

　笑って凛に尋ねると、彼女は至極真面目な顔で答えた。

「お見舞いでは？」

　こういう素直で素朴な凛が好きだと改めて思う。

「違う。お前が好きだから迎えに来たんだ」

　凛の目を見て笑顔で告白すると、彼女の目からポロポロと涙がこぼれ落ちた。

「鷹政さん……」

　彼女が俺の前で泣くのはこれで何度目だろう。

　告白して泣かれるとは思わなかった。

　だが、この涙はいつもと違う。

　悲しい涙じゃない。泣き笑いというやつだ。

「お前は俺のことが好きか？」

　凛の気持ちを確認すると、彼女は俺の目を見て小さく頷いた。

　多分返事をしようにもうまく声が出ないのだろう。

「嫁入り道具もなにもいらない。俺の嫁になれ」

　愛おしい彼女に結婚を申し込むと、彼女の頬の涙をそっと拭った。

「鷹……政……さん」

　胸がいっぱいなのか啜り上げて泣く凛を胸に引き寄せ、優しく宥めた。

「なにも心配はいらない。うちに嫁に来い。一生大事にする」

　しばらくして凛は泣き止み、嬉しそうに微笑む。

「はい」

　幸せを噛みしめるような彼女の笑顔を見て温かい気持ちになる。

「これからはずっと一緒だ」

　凛の目を見てそう告げると、顔を近づけてキスをした。

　最初は目を見開いて彼女は驚いたが、すぐに目を閉じ、俺の背中に腕を回して口付けに答えた。

　彼女が俺に好意を持っていることになんとなく気付いてはいたものの、互いの気持ちが通じ合ったのは初めてで、より愛おしさが増す。

　どれくらい抱き合っていたのだろう。

　伊織たちのことを思い出して病室を出れば、彼は凛の弟と和やかに話をしていた。

　それから、俺の別邸に凛を連れていくと、弥生、右京、幸太の三人が笑顔で迎えた。

「凛さま、お待ちしておりました。今日からここがあなたの家です。なんなりとお申し付けください」

　弥生がかしこまって挨拶したら、凛はクスッと笑った。

「弥生さん……その話し方、なんだか緊張しちゃうので、普通でいいですよ。これからお世話になります」

「あー、こっちは真面目にやろうとしてるのに、本当調子狂うわね」

　髪をかき上げながら素に戻る弥生を右京がさらっと毒を吐きつつフォローする。

「凛さま、弥生はがさつな女ですが、悪意はないですから」

「そうそう。いつも怒ってるみたいな感じだけど、本当は照れ屋なだけなんだよ」

　右京に倣って幸太もそんな言葉を口にすれば、弥生はふたりをギロッと睨みつけた。

「あんたたち、好き勝手言わないでよ。夕飯抜きにするわよ！」

「弥生、ちょっと落ち着こうか。凛さまの弟さんもいるからね」

　伊織が控えめに注意して初めて彼女は凛の弟の存在に気付いた。

「あら、やだ。……他にもお客さまがいるなら先に言ってよ」

　顔を赤くする弥生に軽く謝って直史くんを紹介する。

「悪い。彼は凛の弟の直史くんだ。これから凛がどういう環境で暮らすのか見てほしくて来てもらったんだ」

「保科直史です。姉のことよろしくお願いします」

　彼はうちの面々を見てにこやかに挨拶する。

　その後、直史くんを交えて食堂で夕飯を食べたが、みんな打ち解けて話をしていた。

　彼が帰ると、凛は弥生に手伝ってもらって浴場に向かった。

　その間俺は書斎で仕事をしていたのだが、祖父から電話がかかってきた。

「なにか用ですか？」

　冷たく応対するが、祖父は気にした様子もなく楽しげに話し出す。

《凛ちゃんをさらってきたそうだな》

「さすが情報が早いですね」

　おそらく部下に俺のことを見張らせていたのだろう。

　隠居して暇な時間ができたか。

《ついに身を固める決心をしたか。だが、親が毒親とはいえ、相手は保科伯爵。凛ちゃんは伯爵令嬢。筋は通せよ》

　保科伯爵のことも調べたようだ。

　祖父が俺と凜とのことに反対しないのは、彼女の人柄が気に入ったというのもあるが、父の件で寛容になったからだと思う。

　父が青山家を出ていったことを祖父は悔いていた。

　フッと笑みを浮かべ、「わかっています」と祖父に告げて電話を切る。

　それからしばらく報告書を見ていたら、コンコンとノックの音がした。

　俺が「はい」と返事をすると、凛が入ってきた。

「あの、お仕事の邪魔をしてすみません。おやすみなさい」

　桜色の浴衣を着た彼女は風呂上がりで頬がほんのりピンクに染まって色っぽい。

　触れたい……という誘惑に勝てず、彼女の頬にそっと手を当てる。

「明日、会社へは行かなくていい。今後どうするかはまた今度話をしよう。病み上がりなんだからゆっくり休むように」

　少し厳しい言い方になったかと思ったが、彼女は気にした様子もなくハニカミながら「はい」と返事をした。

「おやすみ」

　凛の額にチュッと口付ける。

　唇にキスしなかったのは、それだけで終わらせる自信がなかったから。

　凛から離れると、彼女は顔を真っ赤にしながら「おやすみなさい」と言って俺の顔も見ずに部屋を後にする。

　まだ結婚はしていないので彼女と寝室は別々。まずはここでの生活に慣れることが大事だ。

　また仕事に戻って右京が集めてくれた青山の主要事業の会計報告書に目を通していたら、三十分ほどして「お父さま、嫌！」と凛の叫び声が聞こえてきた。

　何事かと思って同じ階にある彼女の寝室へノックもせずに入る。

「凛、どうした！」

「私を捨てないで！　お願い！」

　凛が泣きじゃくりながらベッドの上で手足をバタバタさせていた。

　きっと悪い夢でも見ているのだ。

「凛、大丈夫。夢だよ」

　彼女の両手を押さえて優しく言い聞かせる。

「嫌！　お父さま!?」

　凛の悲痛な叫びを聞いて胸が痛くなった。

　伯爵は夢の中まで彼女を苦しめるのか。

「凛、夢だ。起きて俺を見ろ」

　そう何度も声をかけて、彼女はようやく目を開けて俺を見た。

「鷹政……さん？」

「そう俺だ。うなされていた。怖い夢でも見たか？」

　凛の額の汗を拭いながら問いかけると、彼女は申し訳なさそうに謝った。

「……ごめんなさい。父に捨てられる夢を見てしまって」

「謝らなくていい。もう誰もお前を捨てたりしない。だから、安心して眠れ。俺もしばらくついているから」

「でも、そんな迷惑をかけるわけに……」

　彼女の唇に指を当てて黙らせる。

「俺はお前の婚約者だ。迷惑だなんて思わない。もっと甘えていい」

　優しく告げて凛に布団をかけると、自分も彼女の横に寝そべった。

「鷹政さん……心臓がドキドキして眠れません」

　落ち着かない様子の彼女の言葉を軽くあしらう。

「そうか？　だが、そのうち慣れる。気にするな」

「いえ、気にします。あの……その……私、男性と一緒に寝るのは初めてなんです」

　彼女の告白がかわいくてつい頬が緩みそうになるが、グッとこらえて表情を変えずに伝えた。

「それは奇遇だな。俺も惚れた女を寝かしつけるのは初めてだ」

「鷹政さん……おもしろがってませんか？」

　横にいる俺をジッと見る彼女の頭を撫でながらニヤリとする。

「いや、真剣に凛を寝かせようとしている。ほら、早く寝ろ。でないと、今ここでお前を抱く」

　半分俺の願望も入っているが、本当に抱く気はない。

　まだ気持ちが通じ合ったばかりだし、凛がもう少し俺と一緒にいることに慣れてからだ。

「た、鷹政さん！」

　俺の発言に慌てる彼女に構わずカウントを始める。

「三十秒以内に寝ないと抱くから。一、二、三……」

「わー、わー、寝ます！」

　半ば叫ぶように言ってギュッと目を瞑つぶる凛。

　しばらく瞼まぶたがピクピク動いていたが、そのうち彼女の静かな寝息が聞こえてきた。

「悪夢も見ずにぐっすり眠れ」

　凛の髪を梳きながらそう呟くと、彼女の唇にゆっくりとキスを落とした。










彼との新しい生活




「う……ん」

　寝返りを打ったら、なにかにぶつかって目が覚めた。

　目の前には鷹政さんの綺麗な顔。

　ええ!?

　目をひん剥いて驚くが、あまりに衝撃が強すぎたのか声は出なかった。

　人って心臓が飛び出そうなほど驚いた時は声が出ないんだ……なんて呑気に現実逃避している場合じゃない。

　どうして鷹政さんと一緒にベッドにいるの？

　透き通るような白い肌。まつ毛は長く、鼻筋も通っていて、まるでお伽とぎ話ばなしに出てくる王子さまのよう。

　彼に初めて会った時はキラキラしていて本当に天使だと思った。

　彼の顔をまじまじと見ながら考える。

　昨日は確か退院して、彼の屋敷に連れてこられて、この部屋で寝ることになったんだっけ。

　それで、寝てたら夢でうなされて、鷹政さんが来てくれて……いつの間にか朝になっていた。

　十二畳くらいの広い部屋。

　ベッドフレームに薔薇の彫刻がされた外国製のベッドに軽くてふわっとした布団。

　壁は白く、アラベスク柄のベージュのカーテンとの組み合わせはシックで上品だ。

　ベッドの向かい側には木製のビューロー、その横にはベントウッドチェアがあって、とてもお洒落。

　ビューローはデスクとしても使えるし、本も置ける。

　まるで私のために用意してくれた寝室のよう。

　壁にかかっている真しん鍮ちゅう製の振り子時計に目を向けると、時刻は午前六時二十五分。

　いつもより遅く起きてしまったが、今日は野菜の収穫もないし、会社もない。

　鷹政さんに視線を戻すと、彼はまだ眠ったまま。

　白いシャツを着ていて着替えた様子はない。

　私を寝かしつけるつもりで、疲れて寝てしまったのだろうか？

　総帥になったんだもの。仕事もかなり忙しいはず。

　それなのに、昨日は私を病院に迎えに来てくれた。もし、彼が現れなかったら、私は橋本清十郎にどこかに連れていかれただろう。

　父に一万円で売られたショックは相当なものだった。絶望感に襲われた私を救ってくれたのは鷹政さんだ。彼がいなかったら、まだベッドで泣いていたかもしれない。

　鷹政さんは『お前が好きだから迎えに来たんだ』と私に言った。

　例え父に捨てられても、彼が私のことを思ってくれている。

　それは私にとっては生きる希望。初めてこの世に生まれてきてよかったと思った。

　彼に出会えたことを神に感謝しなければ。

　まだ鷹政さんの許嫁になった実感はないけれど、彼のそばにいられるだけで満足。

　ずっと鷹政さんの寝顔を見るのもいいけど、起きた時にどういう顔をしていいかわからない。

　屋敷の庭でも散歩してこようかな。

　彼を起こさないようにそっと布団から出ようとするも、私がもぞもぞ動いたせいで彼も寝返りを打って、なぜか抱きしめられる格好になった。

　思わず石化する私。

　わー、わー、ぎゃ～！

　顔は美形で細身でも、彼はやはり大人の男性。私の身体がすっぽり覆われてしまっている。おまけに顔が彼の胸に密着してパニックになった。

　こういう場合、どうすればいいの？

　心臓がバクバクしている。

　鷹政さ～ん、もう一度寝返り打ちませんか？

　心の中で話しかけるが、彼は動かない。

　今度は思い切って声をかけてみる。

「鷹政さん？」

　だが、反応がない。

「た、鷹政さん、私、私の心臓がおかしくなりそうです」

　実際、どう息をしていいかわからなくなってきた。

　だって息を吐いたら、私の吐息が彼にかかってしまう。

　どうやって呼吸すればいいの？

「私……呼吸困難で……死にそう」

　か細い声で訴えたら、ククッと彼の笑い声が聞こえた。

「鷹政さん？　起きてます？」

　上目遣いに見たら、彼は少し抱擁を緩めて私を見た。

「おはよう」

　極上の笑みを浮かべる彼。

「おはようございます」

　条件反射で挨拶を返すも、その神々しい笑顔に見惚れてしまう。

　なんて笑顔が素敵なの。

「よく眠れたか？　目の下の隈が薄くなった気がする」

　彼の指が目元に触れてドキッとする。

「そ、そんな見ないでください。恥ずかしい」

　つい自分の手で鷹政さんの目を塞いだら、彼がハハッと声をあげて笑った。

「恥ずかしいって、キスだってしたのにな」

　彼は私の手を外して悪戯っぽく目を光らせる。

「それは……」

　言い訳を必死に考えるも、こんな間近に彼の顔があるとまともにものを考えられない。ハラハラしながらただ彼を見つめるばかり。

「それは？　なに？」

　クールな顔で聞き返す彼。

「わっ、顔が近いです」

　ひどく動揺している私の額に彼はコツンと自分の額を当てて尋ねる。

「だから、キスした時はもっと近かった。忘れたか？」

　鷹政さんの問いにブンブンと首を左右に振るが、彼はフッと笑みを浮かべ、私の唇に自分の唇を重ねた。

　唇が柔らかいというのは、彼ので初めて実感したが、もうそんなことを考える余裕はなくなった。

　クチュッと水音がしたかと思ったら、彼の舌が私の口を押し開ける。

　ビックリして目を見開くも、彼は止まらない。

　彼の舌が私の舌に触れ、「うう……ん」とくぐもった声をあげれば、彼は私の頭を掴んでさらにキスを深めた。

　頭の中は真っ白。

　キスってただ口と口をくっつけるだけだと思っていた私にはあまりにも刺激的すぎる展開。

　ただ無我夢中で彼のキスに応えたら、伊織さんの声がした。

「鷹政さまー。鷹政さまー。どこですか？」

　ハッと我に返る私と彼。

「残念。邪魔が入ったか」

　私の唇に名残惜しそうに触れると、彼は優雅な動作でベッドを出て部屋から消える。

　自分もベッドから起き上がるが、いつの間にか浴衣がはだけて下着が見えていた。

　これは絶対に鷹政さんに見られたに違いない。

　キスだって……あんな激しいのしちゃうし……。

「キャー、もう恥ずかしい!?」

　頬に両手を当て叫んだら、弥生さんが入ってきた。

「凛さま、なにひとりで騒いでるの？」

　怪訝な顔をする彼女に浴衣の襟元を直しながら笑ってごまかす。

「あっ、いや……その……なんでもないです」

「さっきお兄ちゃんが、鷹政さまにどうして凛さまの部屋から出てきたんですかって問い詰めてたわよ。一応結婚前なんだから、程々にね」

　含み笑いをしながら私に注意する弥生さんに声を大にして否定する。

「まだキスしかしてません！　……あっ」

　私のバカ。大声で言ってどうするの！

　あー、絶対屋敷中に聞こえたに違いない。穴があったら入りたいよ、もう！

「朝から幸せそうでいいわね。さあ、着替えるわよ」

　弥生さんの言葉に赤面しながら彼女が持ってきた水色のワンピースに着替えた。

「洋服着るの、女学校以来です。なんだか足元がスースーする。これも鷹政さんが？」

　ワンピースの裾を掴みながら尋ねると、彼女はコクッと頷いた。

「そう。昨日の朝、百貨店に頼んで持ってきてもらったの。『凛は淡い色が似合うから水色やピンクがいい』と言ってね。この部屋だってあなたが寛げるように急遽家具とか揃えたのよ」

「私……鷹政さんになにもしてあげてないのに」

　暗い顔をする私を弥生さんは励ます。

「なに泣きそうな顔してんの。なにもしなくたって凛さまが笑顔でいればあの方だって喜ぶわ。凛さまといる時、凄く表情が柔らかくなるもの。優しい方だけど、基本鷹政さまはクールなのよ」

「クール。ああ。モサ男が素の姿ってことですね。今は結構いろいろ笑ってくれますけど」

　私の言葉を聞いて弥生さんはキョトンとする。

「モサ男？」

「いえ、なんでもないです。こっちの話で。あの、弥生さん、お願いがあります。聞いてくれますか？」

　鷹政さんは私のために部屋や服を用意してくれた。

　その厚意に甘えてばかりいてはダメだ。私も彼のためになにかしたい。

　弥生さんに頼んでキッチンを貸してもらい、玉子焼きを作る。

　前に美味しいと言ってくれたから、喜んでくれるといいな。

　青山家のキッチンにはレンガのオーブンがあってテンションが上がった。オーブンがあれば、パンが焼ける。一度パンを作ってみたいと思っていたのだ。

　食堂には六人がけの大きな丸テーブルがあって、弥生さんの話では朝は鷹政さん、伊織さん、右京さん、幸太くんの四人が座って食事をするらしい。

　弥生さんもたまに一緒に食事をすることがあるけど、いつもは他に三人いる女中さんたちと鷹政さんたちの後で食べるとか。

　鷹政さん、伊織さん、右京さん、幸太くんの四人が次々とやってきてテーブルに着く。ボーッと突っ立ってその様子を見ていたら、鷹政さんが左側の空いてる椅子に手を置いて私に言った。

「凛の席はここ」

「あっ、はい」

　返事をして椅子に座ると、みんなの視線を感じた。

　鷹政さんは澄まし顔だけど、彼以外はみんな顔がニヤけている。

　絶対、私の叫び声を聞いたに違いない。

　恥ずかしくてテーブルで小さくなっていたら、なぜか突然前総帥の清さんがふらっとやってきてみんな呆気に取られた顔をした。

「やあ。みな元気にしとるか？　ちょっと散歩で近くまで来てな」

　ニコッと笑って挨拶する清さん。

　私の右横にいる鷹政さんが、清さんを見てチクリと嫌味を言う。

「散歩と言って、こんな朝早くから車飛ばしてうちに来ないでください。周りの者も迷惑ですよ」

「だってお前が凛ちゃんと婚約したというから様子を見に来てやったんじゃ」

　平然とした顔で清さんが鷹政さんの右側の席に座ると、鷹政さんは小さく溜め息をついた。

「うちに来るなとは言いませんが、時間を考えてください」

　朝から険悪なムード。私がなんとかしなくちゃ。

　私は席を立ち、弥生さんと一緒に清さんの分の料理をテーブルに並べ、鷹政さんと清さんに声をかけた。

「まあまあ、ふたりともいいではないですか。せっかくの料理が冷めますよ」

　鷹政さんは「ああ。すまない」と謝り、清さんは「美味しそうじゃな」と料理を見て頬を緩める。

　今朝のメニューは釜で炊いたほかほかのご飯に、サバの味噌煮、豆腐と油揚げの味噌汁、ほうれん草のお浸し、玉子焼き、きゅうりとナスの漬け物。

　割と普通のメニューだけれど、手間がかかっている。

　みんないただきますをして食べ始めた。

「あっ、この玉子焼き、いつもと違う。甘くて美味しい」

　幸太くんがニコニコ顔で言うので、つい口元が緩んだ。

　鷹政さんも玉子焼きを口にして私を横目で見る。

「凛も手伝ったのか？」

「はい。鷹政さんに玉子焼きを食べてもらいたくて」

　彼に気付いてもらえたことが嬉しくて笑顔で答えた。

「あー、ラブラブで羨ましいのう」と清さんの声が聞こえてハッとする。

　そうだ。私と鷹政さんだけじゃなかった。

「あまり煩いと帰ってもらいますよ」

　鷹政さんが鋭い眼光で清さんを睨むと、伊織さんが宥めた。

「落ち着いてください、鷹政さま。清鷹さまも悪気はないのです」

「そうですね。清鷹さまは鷹政さまを弄ってただ楽しんでおられるだけです」

　右京さんも清さんをかばうが、全然フォローになってなかった。

　私も伊織さんも彼の言葉に苦笑い。

　朝食を食べ終わり、清さんはにこやかに「明日も来ようかのう」と言うと、すかさず鷹政さんが冷淡な声で返した。

「少しは遠慮してください」

　わー、鷹政さん、怒ってる。

　この状況に乾いた笑いしか浮かべることができない私。

　だが、私の左横にいた幸太くんが顔をニヤリとさせ、清さんにチクリと言った。

「じっちゃん、大人しくしてないと曽孫抱かせてもらえなくなるよ」

　曽孫って……。

　彼の発言にボッと火がついたように顔が熱くなる私に目をやり、清さんはフッと微笑んだ。

「そうじゃな。わしはこれで失礼する。凛ちゃん、もうここがお前さんの家じゃ。鷹政をよろしく頼む」

　その言葉に胸に温かいものが込み上げてきた。清さんはきっと鷹政さんか誰かに私のことを聞いて様子を見に来てくれたに違いない。

「はい」

　とびきりの笑顔で返事をすると、彼は満足げな顔をして帰っていった。

「俺たちももう出ないとな」

　鷹政さんはチラッと腕時計に目をやり、次に私に目を向けた。

「凛、後で弥生と一緒に百貨店に買い物に行って必要なものを買ってくるといい」

　このワンピースだって買ってもらったんだもの。

　これ以上、買ってもらうわけにはいかない。

「いいえ、そんな百貨店なんていいですよ」

　丁重にお断りしようとしたのだが、弥生さんが怖い顔で私を見据えた。

「凛さま、行くのよ。私の息抜きの時間を奪う気？」

　彼女の勢いに気圧され、上体を後ろに反らしながら謝る。

「あっ、はい。すみません」

「じゃあ、行ってくる」と私に優しい目で告げる鷹政さんに慌てて声をかけた。

「あっ、車まで送ります！」

　一緒に車まで行き、伊織さんや右京さんと共に車に乗り込む鷹政さんにハニカミながら言った。

「行ってらっしゃい」

「行ってくる」

　甘い笑顔で微笑む彼。

　朝からなんて素敵なんだろう。これが日常になるのかな。

　クスッと笑みをこぼす私を見て、いつの間にか弥生さんと玄関に来ていた幸太くんが悪戯っぽく目を光らせた。

「凛、目がハート。俺も早く鷹政さんの子供抱きたいんだよね。よろしく」

　ハハハッと笑いながら屋敷に戻っていく彼の後ろ姿に向かって顔を赤くしながらボソッと呟いた。

「まだ結婚もしてないんですけど」

「みんな期待してるの。赤ちゃんのお世話は私がいるから大丈夫よ」

　私の肩をポンと楽しそうに叩いて微笑む弥生さんをじっとりと見た。

「だから、変なプレッシャーかけないでくださいよ」




　その日の夜、鷹政さんたちが私の弟を連れて戻ってきた。

　玄関先で鷹政さんが弥生さんと話している間、「凛姉さん、ちょっと」と直史に呼ばれ、話を聞く。

　鷹政さんは私の家に来て父に『凛は青山家で預かります。保科家の借金は私が肩代わりしますが、その代わり凛には二度と近づかないでください』と言ったらしい。

　口調は丁寧だったが、その目は見た者を凍らせそうなほど怖かったそうで、父は鷹政さんを見て固まっていたとか。

　父の話を聞くと胸が苦しくなるけれど、私はひとりじゃない。そのうち乗り越えられると思う。

　弟がここに来たのはその報告と私がつけていた家計簿を持ってきてもらうためだった。鷹政さんに『俺が支援するから保科家の財政状況を説明してほしい』と頼まれたのだ。

「直史くん、居間で話そう」

　鷹政さんが弟に声をかけて居間に移動し、鷹政さんと右京さん、弟にこの家計簿を見せながらうちの財政状況を説明した。

「自分の給料は全部家に入れていたんだな」

「本当、姉さん頑張りすぎだよ」

　家計簿を見てそんな言葉を口にする鷹政さんと弟に笑顔を作って言った。

「欲しい物がなかったんですよ」

　なんだかこのふたりにお説教されそうな雰囲気。

　だが、右京さんが素早く話を終わらせてくれた。

「かなり厳しい状況ですが、よくここまで持ち堪えましたね。もうこの件は私にお任せください。直史さんと相談して進めていきますから」

　メガネのブリッジを上げながら言う彼に遠慮がちに申し出る。

「あの……私もなにかお手伝いを」

「これから花嫁衣装の準備とかいろいろありますよね？　私の主人も楽しみにしているのでそちらに集中してください」

　笑顔で断られハハッと苦笑いした。

　その後弟は家に帰り、弥生さんに連れられて浴場に行く。

　この屋敷にはお風呂が四つあって、この浴場は鷹政さんが清さんが来た時のために作った檜風呂。洋館に檜のお風呂があることに驚いたけど、畳の部屋もある。

「じゃあ、ごゆっくり。着替えは後で持ってくるから」

　弥生さんは私に声をかけて浴室を出ていく。

　脱衣所で服を脱いで浴場に行くと、今日は蝋ろう燭そくが灯されていた。

　なんだか心が落ち着く。

　洗い場で身体を流して湯船に浸かったら、湯加減はちょうどよかった。

「あー、檜の匂いがしていい気持ち」

　湯船のふちに顎と両腕を乗せ、目を閉じる。

　一番風呂に入るのも贅沢。

　ゆっくり浸かっていたら、ガラガラッと浴場の扉が開いて誰かが入ってきた。

　その姿を見て目を丸くする私。

　た、た、鷹政さん!?

　彼は腰にタオルを巻いていて洗い場で身体を洗い出す。

　蝋燭の明かりだけで、湯船はよく見えないのか、鷹政さんの方はまだ私に気付いていない。

　どうしよう。声をかけるタイミングを逃してしまった。

　心臓はドキドキ。

　手で目を隠してなるべく彼の裸を見ないようにするも、好奇心が勝って指の隙間からチラチラ見てしまう。

　均整の取れた綺麗な身体。まるで彫刻のように美しい。

　身体を洗い終えた彼がこちらにやってきて初めて目が合った。

「凛？」

　鷹政さんが少し驚いた様子でまじまじと私を見た。

　彼に名前を呼ばれ、あたふたしながら返す。

「はい……凛です。や、弥生さんは私が入っているの知ってるはずなんですけど……」

「俺は弥生に風呂に入るよう急かされた。彼女にまんまと嵌められたな。俺は出るから、お前は入っていろ」

　鷹政さんが私を気遣って浴場を出ようとしたが、彼の腕を掴んで止めた。

「待ってください。いくら夏だからって、それでは風邪を引きます。ちゃんと湯船に浸かってあったまってください」

　心臓の鼓動は激しいが、構わず彼に声をかける。

　大丈夫。薄暗いから、私の裸は見えないはずだ。

「そうか。じゃあ、そうさせてもらう」

　鷹政さんは小さく微笑んで、湯船に入り、私の横に腰を下ろす。

「今日はお仕事どうでした？」

　仕事のことを尋ねると、彼は疲れた様子で自分の肩を叩いた。

「政治家との会合があって疲れた」

「聞いてるだけで疲れそうですね。私、肩お揉みします」

　なにかをしていた方が緊張せずに済む。

「ちょっと横を向いてください」

　彼に向きを変えてもらうよう頼む。

「こうか？」

　私の目を見て確認する彼に笑顔で頷く。

「はい」

　彼の両肩に手を置いて揉み始めるが、あまりにカチカチで驚いた。

「肩、凄く凝ってますよ」

「気持ちいい。人に揉んでもらうのは初めてだ」

　彼が心地よさそうに目を閉じる。

　そんなリラックスした彼を見るのは私も初めて。

　しばらくマッサージしてたら、彼が私の手を掴んだ。

「交代しよう」

「え？　私はいいですよ。今日は仕事もしてないし」

　遠慮するが、鷹政さんは聞かない。

「うちに来たばかりだから気も張るだろう？」

「そんなこと……」

　否定する私に彼はクールな顔で言う。

「交代だ」

　この顔で言われると逆らえない。

　タオルで胸元を押さえて横を向くと、彼の手が私の両肩に触れてドキッとする。

　お風呂でこの状況、いいのだろうか。

　でも、相手は鷹政さんだし、肩を揉んでもらうだけ。

　深く考えないようにしよう。

「細いな。ちょっと力を入れたら折れそうだ」

　彼が私の肩を揉み始める。大きくて、温かい手だ。

「気持ちいいです。弟がたまに肩を揉んでくれるんですけど、あまりに硬くて『どこかのおばあちゃんみたい』って言われました」

　笑って弟の話をしたら、彼は突然手を肩から背中に滑らせた。

「こんなつるつるの肌したおばあちゃんはいないと思うが」

　ギャーと声にならない悲鳴をあげる私。

「た、鷹政さん、ちょっ……からかわないでくださいよ」

　鷹政さんの方を振り向いて注意したら、彼の目が妖しく光って私の唇を奪った。

　不意打ちのキスにハッとする。

　彼は私の身体の向きを変えると、キスをしながら両手を私の脇腹から胸に這わせる。

　彼に触れられて身体が熱くなり、もうなにも考えられなくなった。

　彼が私の胸の先端を口に含んで愛撫する。

「あ……ん」

　喘ぎ声を出しながら鷹政さんの頭を掴んだら、彼は顔を上げてチュッと羽根のようなキスをして私から離れた。

「今日はここまで。本番は初夜までお預けだ」

　ニヤリとする彼にキョトンとしながら首を傾げて聞き返す。

「……鷹政さん？」

「せっかく自制しようと思ったのに、引き止めたお前が悪い。俺も男だ。惚れた女と一緒に風呂に入れば欲情もする。いい教訓になっただろ？」

　私があまりに無防備だから彼は警告したのだ。

「……はい」

　しゅんとなりながら返事をする私の頬に彼は愛おしげに触れた。

「凛が望むなら、今ここで抱いてもいいが？　もっと触れてほしそうな顔をしている」

「そんなことありません！　初夜でお願いします」

　全力で否定してとんでもないことを口走る私に鷹政さんは妖艶に微笑んだ。

「残念。だが、初夜が楽しみだな」










ホタルの光の中で―鷹政side




「北ほっ海かい道どうが十社、本ほん州しゅうが二百五十社、四し国こくが二十二社、九きゅう州しゅうが三十六社。まあまあか」

　電力会社の買収の報告書を見てポツリと呟く。

　凛と風呂に入った後、俺は書斎で仕事をしていた。

　今俺が力を入れているのが電力会社の合併と買収。

　第一次大戦の特需や関東大震災からの復興のため、電力需要が高まり、電力会社が何百社も乱立していたが、ここ最近は電力化が進んでさらに電気事業が重要視され、各財閥も電力会社を買収し覇権争いは熾烈を極めている。

　将棋やチェスと同じで打つ手を間違えれば、敵に買収した会社を奪われる。

　財閥のトップにいる俺は打つ手を誤るわけにはいかない。

　俺の肩に重くのしかかる重責。

　今まではずっとひとりで耐えてきたが、凛がそばにいるお陰で肩の力がうまく抜けたような気がする。

　浴場で彼女と触れ合ったせいだろうか？

　とてもリラックスしていて頭も冴えている。

　弥生の悪戯に感謝すべきなんだろうな。

　凛と結婚するのは今年の秋の予定。

　彼女が俺に慣れる時間も必要だが、同居しているのにあまり婚約期間が長いと周囲もよくは思わないだろう。

　結婚するまで凛を最後まで抱くつもりはないが、スキンシップは徐々に増やしていくつもりだ。

　俺の容姿のせいもあるだろうが、彼女は現実の男として俺を見ていないことがある。

　浴場で一緒になっても警戒せずに俺を引き止めた凛。

　彼女に触れたのは、俺を現実の男として見てもらいたかったから。

　もちろん凛が拒めばすぐにやめるつもりでいたが、彼女は最初は戸惑ったものの俺を求めた。

　いい傾向だ。初夜でいきなり抱いてビックリされても困る。

　いずれ夫婦になるのだから、本当の俺を知ってほしい。

『せっかく自制しようと思ったのに、引き止めたお前が悪い。俺も男だ。惚れた女と一緒に風呂に入れば欲情もする。いい教訓になっただろ？』

『……はい』

　小さく返事をする彼女の頬にたまらず触れた。

　途中で止めはしたものの、本音を言えばあの時彼女を抱きたかった。

『凛が望むなら、今ここで抱いてもいいが？　もっと触れてほしそうな顔をしている』

　彼女の頬は紅潮していつもと違う女の顔になっていた。そうさせたのが俺だと思うと、内心嬉しかった。

『そんなことありません！　初夜でお願いします』

　自分がなにを言ったか彼女はわかっているのだろうか。

　凛が初夜に自分を抱けと俺に頼むなんてな。

　彼女の言動がおもしろい。

『残念。だが、初夜が楽しみだな』

　笑みを浮かべてそう告げたら、凛の顔は緊張からか少し強張っていた。

　明日は恥ずかしがって俺の顔をまともに見てくれないかもしれないな。

　浴場で最後に見た彼女の顔を思い出してクスッと笑うと、コンコンとノックの音がした。

「はい」と返事をすれば、伊織と右京がドアを開けて現れた。

「電力会社買収の件、ちょっといいですか？」

　資料を手に持ち俺に確認する右京に「ああ、入れ」と促す。

「今ちょうど報告書を見ていたところだ」

　右京にそう伝えたら、彼は持っていた資料を俺に見せた。

「橋本財閥が不穏な動きをしています。現在うちが買収交渉をしている電力会社に接触してうちよりいい条件を提示しているらしいです」

　資料にあるのは九州の電力会社の名前だった。

「……九州か。そう言えば、橋本財閥の総帥の実家が鹿か児ご島しまだったな」

　電力会社の分布図を見ながらポツリと呟くと、右京の横にいる伊織が言った。

「噂では、橋本清十郎が明日九州に行くとか。そこで話をまとめるつもりなのかと」

　橋本清十郎……青山国際通商の件では失敗に終わったからその腹いせか？

　だが、私的な恨みもあるかもしれない。

　俺はペンを持ち分布図の数カ所に丸をつけた。

「多分、九州の南は橋本が是が非でも買収するだろう。そこは捨てて、俺が印をつけたところだけ買収しろ。福ふく岡おか、長崎は流通の拠点だ。絶対に橋本には譲れない。必要があれば俺も九州に出向くが」

　右京の目を見てそう話をしたら、彼はメガネのブリッジを上げて、小さく笑った。

「総帥のあなたが出る必要はありません。私も九州出身です。お任せください」

「言うと思ったよ。伊織、お前は必要があれば右京を手伝ってくれ」

　フッと微笑み、伊織に目を向けた。

「はい。あと、鷹政さまと凛さまの式の件ですが、ホテルは押さえました。あと招待状も作成中です。おふたりの衣装ですがどうしますか？」

　挙式の話で少し表情を緩める彼。

「俺だけなら洋装と答えるが、凛が着るならウエディングドレスも白無垢も見てみたいな」

　凛の花嫁姿を想像して笑みを浮かべる俺を右京は後押しする。

「予算の心配はいりません」

「うちの大蔵大臣もこう言っている。伊織、両方手配しろ」

　俺の言葉に伊織は破顔した。

「仰せのままに」

　うちの者は皆俺と凛の婚約を喜んでくれている。それが嬉しかった。

　ふたりが俺の書斎を出ていくと、書類を片付けてフーッと息をついた。

　窓の外には月が浮かんでいるが、今日は夕日のように赤く見えた。

「不吉な月だな」

　カーテンを閉め、凛の様子を見に彼女の寝室に向かう。

　昨日は寝る前に挨拶に来たが、今日は浴場のこともあってか俺の書斎に来なかった。

　部屋のドアを軽くノックするも、もう寝ているのか返事はない。

　そっと部屋に入ると彼女はベッドで寝ていたが、うなされていた。

「お父さま、なんでもしますから……」

　凛の額には汗が滲んでいた。

「凛、凛」

　彼女の肩を揺すって声をかけるが、すぐに目を開けない。

「売らないで……」

　涙が彼女の目からこぼれ落ちる。

　凛の心の傷は深い。

「大丈夫。俺がいる」

　凛の涙を手で拭いながら、語りかけるように言うと、彼女が目を開けた。

「鷹政……さん？　また私……」

　俺を見てハッとした顔をする彼女の頬に手を当てながら頷く。

「ああ。うなされてた」

「す、すみません！　お仕事の邪魔をしちゃったんじゃあ？」

　バサッと布団をはいでベッドから起き上がる凛に優しく微笑んだ。

「ちょうど終わったところだから問題ない。気分転換に庭を散歩しないか？」

　俺の提案に彼女は首を傾げながら聞き返した。

「散歩ですか？」

「そう」

　詳しくは語らず、彼女の手を掴んで寝室を出ると、玄関を出て裏庭に向かう。

　もう深夜だからか、屋敷の明かりもところどころついているだけ。

「鷹政さん、こんな暗いのによく歩けますね」

　俺の腕にしがみつきながら歩く凛に注意した。

「自分の家の庭だからな。そこ、大きな石があるから気をつけて」

「あっ、はい。なんだか水音がします」

　足を止めて辺りをキョロキョロ見回す彼女に前方を指差して教える。

「見えるか？　あそこに小川が流れているんだ。まだ来たばかりでうちの庭を全部見ていないだろう？」

「はい。小川があるなんて素敵ですね」

　物珍しそうに言う彼女に意味深に返した。

「素敵なのは小川だけじゃない」

「え？　他にもなにかあるんですか？」

　声をあげて驚く彼女の唇に指を当てた。

「シッ！　静かに小川の先の藪の方を見て」

　小声で注意して、しばらくジッと藪を見ていると、黄緑色の小さな光がふたつ見えた。その光は静止せず、蝶が舞うようにゆっくり動いている。

「これ……ホタル？」

　興奮した様子の彼女に笑顔で返事をする。

「そう。うちの自慢だ」

「幻想的で綺麗。小さい頃、どこかの河原で見た記憶はあるんですけど、大人になってからは初めてです。鷹政さん、ありがとう」

　凛が俺の方を見て嬉しそうに礼を言ったその時、無数の光が目の前に広がった。

「見てご覧。日頃の凛の行いがいいから、いっぱいやってきた。まるで凛に挨拶しに来たみたいだ」

　俺たちの周りを舞うように飛ぶホタル。

　神秘的な光を見ていると心が浄化されるような気がする。

「いいえ。やっぱり鷹政さんが天使だからです。初めて会った時、鷹政さんがこんな風に輝いて見えました」

　凛はクスッと笑って茶目っ気たっぷりに言う。

「凛と同じ人間なのにな。今思うと、十五年前のあの時、凛をさらえばよかった」

　そうすれば、彼女が父親のことで悲しむこともなかったはず。この十五年どれだけ辛かっただろう。

　苦い思いが胸に広がる。

　そんな俺の両腕を掴んで彼女は微笑んだ。

「でも、私たち、こうしてまた会えましたよ」

　ホタルの光で凛の顔も輝いて見える。

「そうだな。お前にまた会えて本当によかった」

　俺が青山国際通商の件を伊織だけに任せていたら、彼女には再会できなかった。

　伊織には『鷹政さま自ら調査する必要はないですよ』と反対されたが、青山国際通商はうちの中核を担う会社だったし、橋本財閥の不穏な動きも知っていたからいてもたってもいられなかったのだ。

「十五年前、鷹政さんはどうして葉山にいたんですか？」

　凛が不意にそんな質問をし、あの日のことを思い出しながら説明した。

「あの日父の通夜があったんだ。ずっと葉山で療養していたんだが、蝋燭の炎が消えるようにスッと息を引き取った」

「それで黒い背広に黒いネクタイをしていたんですね」

　俺の服装を覚えていた彼女は納得顔で頷く。

「ああ。父が亡くなって少し感傷的になってたんだが、凛を見つけて指輪をあげて……。こんな小さい子も頑張っているんだから、俺ももっと強くならなきゃいけないって思ったよ」

　クスッと笑ってそんな話をすれば、彼女も目を輝かせながら俺への思いを口にした。

「私……葉山に行くたびにまた鷹政さんに会えるんじゃないかって勝手に思っていて……。でも、会えなくて寂しくて……。だから、大好きな鷹政さんがあの葉山のお兄さんだって知って凄く嬉しいです」

　熱烈な告白。

　ここまでストレートに言われると、全面降伏するしかない。

　彼女といると心が温かくなって、幸福感に満たされる。

　氷帝と呼ばれ、仕事にしか興味がなかった俺が、ひとりの女をこんなに愛するなんてな。

「もうなにがあってもお前の手は離さないから覚悟するように」

　悪戯っぽく目を光らせる俺を見て、彼女は「はい」と弾けるように笑った。

　その顔がとても愛おしくて、凛に顔を近づけてキスをする。

　その間もホタルは俺たちを見守るように優しく光っていた。










燃え盛る赤い炎と静かな青い炎




「鷹政さん、どうしよう。凄く緊張してきました」

　落ち着かない様子でそう訴えたら、黒い背広にピンクのアスコットタイをした彼はお医者さんのような真剣な顔で私の胸に手を当てた。

「本当だ。心臓の鼓動が凄く速い」

　淡々とした口調で説明する彼。

「た、鷹政さん！　なにするんですか！」

　ドキドキしながら注意する私に彼は真顔で返す。

「愛する婚約者の身体の状態をチェックしてる」

　クールな顔して私で遊んでいません？

「どうしても出なくちゃいけないですか？」

　縋るような目で彼を見つめるが、あっさり拒否された。

「今日のパーティは凛のお披露目だからダメだな」

「ハーッ、パーティ昔から苦手なんですよ」

　彼の返答にがっくり肩を落とす。

　鷹政さんとホタルを見た数日後、私たちは日本一大きな豪華客船に乗っていた。

　全長二百六十メートル、高さ五十メートルの船は、まるで巨大なビルのよう。

　今日は青山傘下の造船所で製造されたこの客船のお披露目パーティ。そこで、青山財閥の総帥の婚約も発表される。客船の一室で私と鷹政さんはパーティが始まるのをテーブルに座ってコーヒーを飲みながら待っていた。

　鷹政さん曰いわく『婚約発表はついでだ』という話だったが、周囲の解釈は違った。

　弥生さんには『鷹政さまと凛さまの婚約発表がメインに決まってるでしょう！』と凄い剣幕で怒られるし、右京さんも『パーティでの凛さまの評価がよければ青山財閥の関連企業の株も上がるでしょう』なんてプレッシャーをかけてくる。

　このパーティの主役という大役に昨日はあまりよく眠れなかった。

「もう百回聞いた。大丈夫だ。俺もパーティは好きじゃないから」

　鷹政さんはフッと笑ってそんな話をするが、なんでもそつなくこなす彼に言われても全然慰めにならない。

「鷹政さんは慣れてるじゃないですか。私、緊張で死んでしまいます」

　ついつい恨み言を口にする私の肩に手を置いて鷹政さんは宥める。

「それは困る。だが招待客は身内ばかりだし、凛の女学校時代の友人も呼んでいる。楽しめばいい」

　身内と言っても右京さんの話では青山財閥の関連企業の社長さんとかが来ているらしい。それに伊織さんも今日の招待客は千人くらいと言っていた。

　身内で千人って数字がおかしくないですか。

「それができれば苦労はしません。鷹政さんに恥をかかせてしまったらどうしよう」

　頭を抱える私を見て、彼は穏やかに微笑む。

「俺のことは気にしなくていい。凛はただ笑っていればいいんだ。そのドレスもよく似合ってる」

　今着ているピンクのドレスは彼のアスコットタイと色を合わせたもので、仕立て屋を呼んで作ってもらった。

　膝丈のミニドレスは海外の社交界で流行りのスタイルらしいが、こんなに足を見せる服は初めてで戸惑ってしまう。

「このドレス、短くないですか？　もう顔が引きつって笑えません」

　泣き言を言う私の頬に鷹政さんは優しく触れた。

「本当によく似合ってる。凛がそんなにパーティに出たくないなら、この部屋にこもって愛し合ってもいいが」

　妖しげに光る彼の目を見て、ゾクッとする。

「た、た、鷹政さん、冗談ですよね？」

　私が確認すると、彼は無表情で答えた。

「冗談だ」

　からかわれた。

「たーかーまーさーさーん、こんな時に冗談言わないでください」

　スーッと目を細める私を見て、鷹政さんはクスクス笑いながら謝った。

「悪い。お詫びに今度美味しいレストランに連れていくよ。なにが食べたい？」

　彼の質問にいろんな食べ物が頭に浮かぶ。

「ビフテキです！　やっぱりお肉って美味しいですよね！」

　溢れんばかりの笑顔で答える私に、彼は頬を緩め、「その顔でいい」と口付けた。

　その甘いキスに心の中の不安が消えていく。

　ずっとこうしていたい。

　彼の胸に手を当てながらキスに答えていたら、コンコンと部屋のドアをノックする音が聞こえて、伊織さんが現れた。

「鷹政さま、凛さま、時間ですよ」

　船上パーティの開始時刻は午後七時。

　ちょうど夕日が水平線に沈むところで、空が赤く染まってとても綺麗だ。

　じっくり眺めていたいところだが、今の私にはそんな余裕はない。

「そうだ。最後の仕上げに」

　鷹政さんがおもむろに右手を上着のポケットに突っ込んでなにかを取り出す。

　彼の手にあったのは、大きなダイヤのネックレス。外国の王女さまが舞踏会につけるようなゴージャスなもので、十カラットはありそう。

「昔、俺の祖母がつけていたものだ」

　そう説明して鷹政さんは私にネックレスをつける。

「ドレスと合ってる」

　私をジッと見て満足げに微笑む彼の言葉に、横にいた伊織さんは大きく頷いた。

「ええ。凛さまとってもお綺麗ですよ」

　褒められるが、困惑する私。

「あの……これダイヤですよね？　しかもお婆さまのネックレスなんて恐れ多くてつけられません」

「もうすでに金の指輪をつけているじゃないか。それにこれはレプリカだから」

　彼の話に一瞬ホッとするも、複製品には思えなかった。

「……レプリカ。でも、レプリカにしてはキラキラ輝いていませんか？」

「レプリカでも精巧に作られてるんだ。さあ、行こう」

　カチカチになっている私の手を鷹政さんが掴んで、部屋から数十メートル離れた大広間に向かう。

　シャンデリアが煌々と輝き、ヨーロッパの宮殿のように豪華絢けん爛らん。

　慣れない高いヒールの靴で「キャッ」と転けそうになると、すかさず鷹政さんが支えてくれた。

「大丈夫か？」

「はい。すみません」

　やっぱり私が来る場所ではないと瞬時に思うが、私の愛した人は青山財閥の総帥。

　うん。わかってる。彼と一緒になると自分で決めたのだもの。

　この状況を受け入れなくては。

　大広間にはもう人が集まっていてざわめきが聞こえた。

　パーティは立食形式で、奥にはオーケストラがいる。

　会場には知った顔がチラホラいた。

　清さん、春子さん、直史、葵姉さま、他にも私の女学校時代の友人が数人いるのを見て少し安堵する。

　父の姿はない。

　鷹政さんが父に『凛には二度と近づかないでください』と言ったのだから当然なのだけど、いないとやっぱり気になる。

　父は私には冷たかったが、私の父はあの人しかいない。

　弟の話では、父はもうギャンブルをすることはなくなったそうだ。

　それで、家で暇を持て余し、私が育てていた野菜の世話をしているらしい。

　畑のことはバレたけれど、もう多分一生私は父に怒られることはないだろう。

「凛？　具合が悪いのか？」

　父のことを考えていたら、鷹政さんの顔が目に映った。

「いえ。身体が強張ってしまって」

　ダメ。感傷的になってはいけない。

　今日は大事な日。

　ぎこちなく笑う私に彼は温かい目で微笑んだ。

「俺が一緒にいる。お前に害をなす者がいれば瞬殺するから心配するな」

　彼の言葉に一瞬キョトンとする。

「鷹政さん、その冗談笑えないです」

　じっとりと見て返したら、彼は真面目な顔で否定した。

「いや、本気だ」

　よく見るとその目は笑っている。

　私もつられて笑ってしまい、もう余計なことは考えなかった。

　壇上に鷹政さんと私が上がると、会場にいた人々が急に静かになった。

　みんなの視線を感じる。

　落ち着け、落ち着け。

　笑顔を忘れるな。

　気が動転しそうになる私の手を鷹政さんは強く握って、声を潜めた。

「大丈夫。みんなあの綺麗な女性は誰だって思ってる」

　ニコッと微笑む彼に励まされ、私も微笑み返した。

「今日はお忙しい中お集まりくださりありがとうございます。お陰さまでこうして日本最大の客船『かがやき』を皆さんにお披露目することができました。……私の婚約者の凛です」

　彼が招待客に私を紹介し、慌ててペコリと頭を下げる。

　私は彼に言われた通り、笑っているだけだった。

　鷹政さんの挨拶が終わると、清さんが壇上に来て乾杯の音頭を取る。

　今日の彼は和装ではなく、背広を着ていた。

「総帥と凛さんの未来に乾杯！」

　シャンパンの入ったグラスを高く掲げ、清さんは私に向かってウインクした。

　それからオーケストラが『チャールストン』を演奏し始めると、鷹政さんが私の手を引いて大広間の中央に連れていく。

「た、鷹政さん、ひょっとして踊るんですか？」

　よく段取りがわからず困惑する私に、彼は極上の笑顔を向ける。

「そう。俺たちがまず踊らないと始まらないから」

「女学校で『チャールストン』は習いましたけど、もう忘れて……」

〝忘れてしまった〟と言って断ろうとしたら、彼は私の言葉を遮った。

「そういうのは身体が覚えてる」

　軽やかなステップで私をリードする彼。

　これだけリズムが軽快だと彼についていくのに必死で、足元ばかり見ていて周りはもう見えなかった。

　でも、彼の言う通り、身体が踊りを覚えていて、中盤くらいから彼の顔を見る余裕ができた。

「うまいじゃないか」

　彼に褒められるが、自分ではそうは思わなかった。相手が違ったら、きっとミスを連発したに違いない。

「鷹政さんのリードが上手なんです。鷹政さんてオールマイティですよね」

「そんなことはない。パートナーにみっともない姿は見せられないだろ？」

　悪戯っぽく目を光らせる彼が眩しかった。

　曲が終わって少し残念に思う自分がいる。

「もう一曲お相手いただけませんか？」

　そう言って恭しく私に手を差し出す鷹政さんの手を取り、弾けるように笑った。

「ええ、喜んで」

　次はタンゴを踊るが、彼と息はピッタリ。

　招待客も私たちのダンスに見入っていて、曲が終わるとみんな拍手してくれた。

　すべてが輝いて見える。

　パーティって苦行のように思っていた。

　それに、この高揚感はなんだろう。

　こんな経験は初めてだ。

　そんな風に感じるのはきっと鷹政さんが隣にいてくれるから。

「みんな凛に見惚れてる。俺も誇らしいよ」

　鷹政さんが私の手の甲に口付ける。

「鷹、鷹政さん……恥ずかしいです」

　赤面する私を見て彼はクスッと笑った。

「さっきまであんなに堂々と踊っていたのにな」

　思いのほか鷹政さんとのダンスを楽しみ、ジュースを飲んで渇いた喉を潤していたら、姉と弟に声をかけられた。

「凛ってダンス得意だったのね。羨ましいわ」

「みんな凛姉さんたちの踊りを見ていたよ。鷹政さんと練習したの？」

「ううん、全然。葵姉さまも伊織さんを誘って踊ってきたら？」

　姉に目を向けてそう提案すると、彼女は言葉に詰まった。

「え？　私は……そんな……」

　姉が珍しく動揺している。

　葵姉さまは伊織さんが好きなのだ。

『凛の服を持ってきたの』と言って姉は週に何度も鷹政さんの屋敷にやってくるが、私に会うというのは口実で実は伊織さんに会いに来ている。

　でも、伊織さんは意外にも鈍感なのか姉の好意に気付いていない。

　姉の気持ちを知っている鷹政さんもにっこり微笑んでアドバイスする。

「伊織は鈍いから、最初は押しまくった方がいい」

「そうそう。頑張って、葵姉さま」

　トンと姉の背中を押すと、素直な彼女は「私、行ってくるわ」とふわりと笑って伊織さんにダンスを申し込みに行った。

　姉の誘いに伊織さんは笑顔で応じて姉の手を取る。

「あのふたりお似合いだわ」

　ふたりを見て嬉々とした顔で言えば、鷹政さんと弟は「確かに」と頬を緩めた。

　その後、関連企業の社長が次々と鷹政さんと私のもとに挨拶に来るが、あまりに数が多すぎて相手の顔も名前もよく覚えていない。

「失礼だとは思うんですけど、誰が誰だかさっぱりわからないです」

　挨拶だけで疲れてしまった私が苦笑いすると、鷹政さんは優しく微笑んだ。

「一緒に仕事するわけじゃない。大丈夫だ。凛はうまく相手している」

「そうそう、凛にしては上出来よ」

　春子さんが口元に笑みを浮かべながらこちらにやってきた。

　今日の彼女はノーブルな濃紺のドレスを着ていて、元々スラッとしているけれど、よりスリムに見える。

「わ～、春子さん、三日ぶり。会いたかったよ」

　来てくれたのが嬉しくて思わずギュッと抱きつく。彼女はそんな私の頭をヨシヨシと優しく撫でた。

　彼女とは私が鷹政さんの家で暮らすようになってからもちょくちょく会っている。

　私が鷹政さんと話し合って会社を退職することに決めたから、彼が私を気遣って春子さんを屋敷に呼んでくれるのだ。

「俺にもそんな風に抱きつかないのにな。仲がよすぎて妬けるよ」

　鷹政さんが少し拗ねた様子で私と春子さんに目を向けると、春子さんはおもしろそうに笑った。

「あら、あの氷帝が私に嫉妬してるわ。凛はこんなに溺愛されていていいわね」

「は、春子さん！」

　彼女にからかわれ頬を赤くする私。

「俺の大事な婚約者をさらわないでくれよ。ごゆっくり」

　小さく笑って鷹政さんは十メートルほど先にいる清さんのもとへ行く。

「今日の凛のドレス素敵ね。よく似合ってるわ。それに胸元のダイヤも凄いわね」

　身を屈めて私のしているネックレスを熱心に見つめる彼女。

「これ、鷹政さんのお婆さまが使っていたネックレスの複製品らしいんだけど、それでも輝きが凄いよね」

　ヘラヘラ笑ってそんな話をする私に彼女は冷ややかな視線を投げた。

「あなたね、天下の青山財閥の総帥が自分の婚約者にレプリカつけさせるわけないでしょう！　それ、本物よ」

　本物？

　春子さんの指摘に青ざめた。

「落としたり、傷つけたりしたらどうしよう!?　大切なものなのに!?」

　あたふたする私に彼女は半ば呆れ顔で言う。

「もっと喜びなさい。氷帝も凛が不安がるから複製品って言ったんじゃないの？　氷帝は凛が笑ってれば、そのネックレスを落としても怒らないわ」

「鷹政さんは怒らないかもしれないけど、私は気にするよ」

「ちょっ……凛、涙目になってる。化粧が取れるわよ。化粧室に行ってきたら？」

「……うん。ちょっと心を落ち着かせてくる」

　蚊の鳴くような声で言って、大広間を出てトイレを探した。

　すぐ近くにひとつ見つけるが混んでいて、螺旋階段を上って上の階に行く。

　トイレを見つけて入ると、誰もいなくて安心した。人がいると気が休まらないし、総帥の婚約者だと騒がれても困る。

　ハーッと息をついて鏡を見るも、胸元のダイヤがキラリと光って苦笑いした。

「私って貧乏性なのかな。このネックレスが本物って知ってから肩がずっしり重く感じるよ」

　多分姉なら喜んでつけるだろう。

　でも、せっかく鷹政さんが用意してくれたんだもの。ここで外したら彼ががっかりする。

　大丈夫。落としたってこれだけ大きなダイヤだったらすぐに気がつくわよ。

　変な論理で自分を納得させ、鏡の中の自分に微笑み、金の指輪に触れる。

「大事なパーティ。最後まで笑顔でいるわよ」

　気合いを入れてトイレを出ると、近くにあった椅子に腰を下ろしてヒールの靴を脱いだ。履き慣れないから窮屈に感じて痛かったが、やっぱり脱ぐと楽。

　靴ずれはできていない。少し足を休めたら会場に戻ろう。

　身を屈めて足を揉んでいたら、近くの部屋のドアが開いて男性の話し声がした。

「デッキに人はいません。これから火をつけてもすぐには気付かれませんよ」

　火をつける？　いったいなんの話？

「さすがの氷帝も驚くだろう。完成したばかりの客船がこれから火で覆われて沈没するんだからな」

　その悪意に満ちた声を私はよく知っていた。

　橋本清十郎！

　彼は招待されてなかったはずなのに、どうしてここにいるの？

　橋本清十郎の登場に動揺せずにはいられなかった。

　それに、彼は船がこれから火で覆われて沈没すると言った。

　大変だ！　船が沈没すれば、みんな死んでしまう。

　顔面蒼白になりながら考える。

　どうすればいい？

　今大広間に戻って鷹政さんに知らせに行けば、手遅れになるかもしれない。

　幸いにもドアの影で見えないのか、彼らは私に気付いていない。

　橋本清十郎と彼の部下らしき人がふたり。私ひとりでは彼らを止めるのは無理だ。

　ああ～、どうすればいいの？

　こういう時、鷹政さんの冷静かつ有能な頭脳が欲しい。

　髪をグシャッとかき上げたら、彼らの声が遠のいて……。

　考えてる場合じゃないわ。追わなきゃ！

　靴を履かず、足音を立てないようにして彼らの跡をつけてデッキに出る。

　もう空は夕日が沈んで闇色に染まっていた。

　だが、船内の明かりが漏れていて、デッキにいても人の顔ははっきり見える。

　橋本清十郎はメガネをかけて変装していた。

　目の前には十数メートルありそうな大きなマスト。帆が張られていて、一目見るだけで圧倒される。

　彼の部下がマストによじ登り始めたので目を細めた。

　どうするつもり？

　物陰に隠れて様子を窺っていたが、部下が上着のポケットからライターを取り出して、ボッと着火したものだから慌てた。

　帆に火をつける気だ！

　思わず彼らの前に出て大声で叫んだ。

「やめて！　ここにいるみんなが死ぬわ！」

「おや、凛ちゃんじゃないか。主役が抜け出していいのかな？」

　黒い笑みを浮かべる橋本清十郎をキッと睨みつけた。

「どうしてこんなことをするんですか！」

「電力会社の買収では君の婚約者に苦い思いをさせられてね。その報復だ」

　闇色に染まっている彼の目にゾクッとするも、怯まず言い返した。

「それで船が燃えれば満足なの？」

　こんなに多くの人が乗っているのに火をつけるなんて正気の沙汰ではない。

「ああ。満足だ。あの気取った奴が青ざめる顔が見たいね」

　残忍な笑みを浮かべる彼に軽蔑の眼差しを向けた。

「最低ですね！」

「最低で結構。明日の新聞にはこの船が燃える写真が一面を飾るだろう。そう考えるとワクワクするよ」

　ハハッと楽しげに笑う彼が理解できなかった。

　この人……悪魔だ。

「どうして正々堂々と鷹政さんと勝負しないんですか？」

　橋本清十郎に良心というものはないのだろうか。

　彼にバカなことをやめさせたい。

「お嬢ちゃんはまだまだ甘ちゃんだな。そんな綺麗事でライバルは蹴落とせない。やれ！」

　鋭い眼光で部下に命じる彼。

　ハッとして「ダメ！」と声を張り上げるが、橋本清十郎の部下は一番下の帆にライターで火をつけた。

　帆に炎が燃え広がるのを見て、目の前が真っ暗になる。

　このままでは船全体が燃えてしまう。早く消さないと。

　なにかないの？

　近くのデッキチェアにかかっていたバスタオルを掴み、マストに向かうが橋本清十郎に手を掴まれた。

「そんなもので火を消せるわけがない。凛ちゃんも逃げろ。数分後にはここも火の海になるぞ」

　彼が真剣な顔で言うが、私は彼の手を力いっぱい振り払った。

「消さないとみんな死にます！」

　火の粉が舞うし、火がマストの帆全体に広がって肌に触れる空気が熱かった。

　皮膚が焼けそうだ。

　赤々と燃える炎は怖いが、なにもせずに逃げるわけにはいかない。

　彼の部下はマストから離れ、ここから逃げるためなのか梯はし子ごを下ろしている。

　だが、橋本清十郎に構っている場合ではない。

　マストの下に行き、バスタオルを燃えている帆に被せようとするも、焼け石に水だった。すぐにバスタオルにも火が引火して慌てて海に放り投げた。

「無駄だ。逃げろ！」

　橋本清十郎が私に向かって叫んだその時、マストの棒がバキバキと大きな音を立てて倒れた。

「キャッ！」

　慌てて飛び退いてマストの下敷きになるのは避けられたが、まだ助かったとは言えない。

　私の目の前には倒れたマスト。

　真っ赤に燃えていてもう船内には戻れない。私の後ろは海だ。

　水面までは二十メートル近くありそう。

　これでは鷹政さんに知らせに行くこともできない。

　今すぐ雨でも降ってくれればいいのに。

　そんな現実逃避をしてみるが、雨雲はひとつもない。

　絶体絶命。

「火事よ！　みんな逃げて！」

　腹の底から声を出して叫ぶ。

「お願い、みんな早く逃げて！」

　私はきっとこのまま死ぬに違いない。

　炎が目の前に迫ってきて恐怖を感じた。

　全身が震える。

　どんなに足あ掻がいたって助からない。

　もっと鷹政さんと一緒にいたかった。

　彼のためにお料理を作って、笑って食べてもらいたかった。

　でも、鷹政さんに会えて私は幸せだった。

　十五年前の葉山での出会い。

　彼に金の指輪をもらって勇気づけられて……。

　そして、就職した会社で彼に再会。

　恋をして、彼と一緒に過ごすことができて……。

　ああ……私は世界一の幸せ者だね。

　これ以上望むのは贅沢だ。

　でも、神さま、最後のお願いを聞いてもらえませんか。

　死ぬ前に一目でいい、鷹政さんに会いたい――。

　そう願うも、すぐに首を左右に振って考え直した。

　いや、会わなくていい。ここに彼が来るのは危険だ。

「みんな逃げてー！」

　声が擦れるのも構わず叫び続けると、愛する人の声が聞こえた。

「凛！」

　最後に鷹政さんの顔を見られただけでも幸運かもしれない。

「た、鷹政さん、逃げて！　……ゴホッ」

　煙でむせてしまい胸に手を当てながら鷹政さんに目を向けたら、彼の背後に伊織さんや右京さん、それに春子さんや弟たちもいた。

「伊織は消火の準備を、右京は客を小型艇で避難させろ！」

　鷹政さんは声を張り上げて彼らに命じ、自分は近くのテーブルにあったバケツ型のシャンパンクーラーの水を頭から被る。

　多分、私を助けようとしているのだろう。

　しかし、この炎に飛び込んで私を助けるなんて無理だ。彼も死んでしまう。

「鷹政さん、逃げて！」

　あなたらしく冷静になって考えて！

　私が泣き叫ぶと、橋本清十郎も険しい表情で鷹政さんを止めた。

「凛ちゃんは諦めろ！　お前まで死ぬぞ！」

「だから？　凛は絶対に死なせない！」

　ギロリと鷹政さんが橋本清十郎を睨みつけ、その眼光の鋭さに橋本清十郎はゴクッと息を呑んだ。

　鷹政さんの瞳の中に静かな青い炎が見えたと思ったら、彼は私に向かって突進してきた。

「ダメ！　来ないで！」

　鷹政さんと私は五メートルほどしか離れていない。

　しかし、彼と私の間には赤く燃え上がるマストが横たわっている。

「鷹政さん、逃げて！　あなたも死んじゃう！」

　世界で一番愛おしい人に向かって声を限りに叫んだ。










彼女と一緒に歩んでいく―鷹政side




「あれ？　凛がいない」

　じいさんとの話が終わって彼女の姿を探すが、会場には見当たらない。

　近くにいた松平春子に声をかけ、「凛がどこに行ったか知らないか？」と尋ねたら、彼女も会場内を見渡した。

「化粧室に行くって言ってましたけど……いないわね」

　顎に手を当てながら答える彼女にさらに突っ込んで聞いた。

「化粧室に行ったのはどれくらい前？」

「二十分くらい前かしら。長すぎるわ。私、化粧室を見てきます」

　普通は化粧室に二十分もいないはず。

　急に具合が悪くなったと考えられなくもないが、妙な胸騒ぎがする。

「ありがとう。助かる。俺はデッキの方を探してみる」

　松平家の令嬢に礼を言って、足早に大広間を出る。

　そんな俺に気付いて伊織と右京、それに凛の姉弟が集まってきた。

「鷹政さま、そんな血相を変えてどうされました？」

　伊織が俺の肩に手をかけて問うと、彼の顔も見ずに口早に言った。

「凛がいない。なにか嫌な予感がする」

　螺旋階段を駆け上がり、デッキに向かうが、異変を感じて顔をしかめた。

　……焦げ臭い匂いがする。

　なにかが燃えている？　いったいなにが？

　そんな疑問が頭を過った時、デッキの方から凛の声が微かに聞こえた。

「火事よ！　みんな逃げて！」

　火事？

　気のせいかと思ったが、また彼女の声がする。

「お願い、みんな早く逃げて！」

　小さな声だが確かに凛の声だ。

　足を速めてデッキに行くと、今度ははっきり彼女の声が聞こえた。

「みんな逃げてー！」

　船尾のマストが倒れて燃えていて、周辺はその炎で赤く染まっている。

　近くには橋本清十郎がいてギッと歯は軋ぎしりした。

　この状況、彼がこの火事に深く関わっているに違いない。

　だが、最悪なことに燃えているマストの奥に凛がいてハッとする。

「凛！」

　叫ぶ俺に気付いて彼女は必死に声を張り上げた。

「た、鷹政さん、逃げて！　……ゴホッ」

　マズい。このままでは凛が焼け死ぬ。

　それに、この火の勢い……乗客全員の命も危ない。

　一緒に来ていた伊織たちに命じた。

「伊織は消火の準備を、右京は客を小型艇で避難させろ！」

　一刻の猶予もない。凛は俺が助ける。

　そばのテーブルのシャンパンクーラーの水を被り、凛のもとへ行こうとしたら、彼女がそんな俺を見て懇願するように叫んだ。

「鷹政さん、逃げて！」

　怖いくせに彼女はこんな時も人の心配ばかり。

〝お前を置いて逃げるわけがないだろ〟と凛に言い返そうとしたら、橋本清十郎が俺に向かって叫んだ。

「凛ちゃんは諦めろ！　お前まで死ぬぞ！」

　その言葉に怒りが込み上げてきた。

「だから？　凛は絶対に死なせない！」

　彼女を助けるためなら、自分の命なんて惜しくない。

　凛を守るためなら火の中にだって飛び込む。

　火なんか怖くない。

　怖いのは彼女を失うことだ。

　橋本清十郎の部下が「清十郎さま、お早く」と彼を呼ぶのが聞こえたが、俺にはもう凛しか見えなかった。今は橋本清十郎なんかどうでもいい。

　必ず凛を助ける。

「鷹政さん、逃げて！　あなたも死んじゃう！」

　彼女が俺に懇願するように叫んだ。

　悪いがその頼みは聞いてやれない。

　助走をつけて走ると、勢いよく燃えるマストを飛び越えて彼女のところへ行き、その華奢な身体を抱きしめる。

「凛！　怪我はないか？」

　確認するが、彼女は興奮状態で俺の質問に答えず大声で怒った。

「鷹政さん、死にますよ！」

「死なない。凛も死なせない」

　冷静にそう返して、チラリとマストに目を向ける。

　この炎では彼女を連れて戻るのは無理だ。ふたりとも焼け死ぬ。

　ならば、海に飛び込むしか逃げ道はない。

　夜に飛び込むのは初めてだが、飛び込みには慣れている。

　昔イギリスに留学していた時に度胸試しで何度もやったから。

　問題は凛だ。

「泳げるか？」

　凛に問うと、彼女は動揺しながら言葉を返した。

「え？　泳げません。なにを……」

　一か八かの賭け。

　しかし、ここでジッとしていても火で焼かれるのを待つだけだ。

「俺を信じて大人しくしていろ」

　船のふちに上がって凛の手を掴んだら、彼女は青ざめながら俺を見た。

「鷹政さん、まさか……？」

「舌を噛むなよ」

　多くは語らず彼女の身体をしっかりと抱いて足から海に飛び込んだ。

「キャア!?」

　驚いた凛が叫ぶ。

　その時、彼女がはめている金の指輪が、月の光を受けてキラリと光った。

　この状況下で不思議なくらい落ち着いていた。

　きっと指輪が俺たちを守ってくれる。

　ドボンと着水して、身体が三メートルくらい沈んだ。

　暗い海。船のスクリューに巻き込まれないよう凛の身体をしっかりと掴んで浮上すると、誰かがライトで照らしてくれているのか水面が明るくなった。

　凛を支えながら顔を出したら、凛の弟がライトで水面を照らしていて、彼の隣にいる右京がなにかを投げて叫んだ。

「今、助けに行きます！」

　弧を描いて俺たちの方に飛んできたのはロープに繋がれた浮き輪。

　それを掴んで凛に渡そうとしたが、「凛、浮き輪を」と言っても彼女は返事をしなかった。

　身体の力は抜けていて、ぐったりしている。そんな彼女の頬を何度か叩いた。

「凛、凛、しっかり！」

　反応がない。飛び込んだ時にショックで気絶した？

　浮き輪を彼女につけて救助を待つが、ほんの数分程度の時間が数十分にも感じた。

「鷹政さま！」

　伊織の声がして顔を上げたら、彼が小型艇で助けに来るのが見えた。

「早く凛を引き上げてくれ。彼女の意識がない」

　船がやってくると、伊織の手を借りてまず先に凛を救助させた。

　俺もすぐに船に乗り、濡れた上着を脱いですぐに凛のそばに行く。

　凛の脈を取り、彼女に顔を近づけるがやはり息をしていない。すぐに心臓マッサージをして、人工呼吸をした。

　真夏といえど、夜の海は決して暖かくはない。

　服が濡れて体温が奪われて、身体も冷たくなっていた。

「凛、息をしろ」

　祈るような気持ちで心臓マッサージを続け、彼女の口に息を吐き込む。すると、彼女が水を吐いた。

「凛！」

　彼女の名を呼ぶが、目を開けない。

　息はしていてひとまずホッとするも、まだ危険な状態かもしれない。

「港に着いたら彼女を病院に運ぶ。乗客の救出活動と消火の方は？」

　乗客のことが気になって伊織に確認すると、彼は落ち着いた様子で報告する。

「念のため近くを航行していた船も呼んで乗客を避難させていますが、消火の方がうまくいっていてもうすぐ鎮火しそうです。燃えたのはマストと甲板の一部だけでした。客船の自慢の消火設備がうまく機能しましたね」

　かがやきは青山財閥が威信をかけて造った豪華客船で、安全性には特に力を入れていた。

「そうか。皆が無事でよかった」

　ポツリと呟くように言うと、伊織は話を続けた。

「橋本清十郎は小型ボートで逃走しましたが、湾岸警備隊にあとを追わせています」

　部下が有能で助かる。

　正直、凛や乗客のことで頭がいっぱいで橋本清十郎のことは後回しにしていた。

「橋本清十郎が火事の犯人と決まったわけではないが、招待客じゃない彼がいること自体が怪しいからな」

「警備の者を処罰しますか？」

　伊織の質問に小さく頭を振る。

「いや、いい。警備の者を責められない。あいつが侵入しようと決めたら、誰も防ぐことはできないだろう」

　俺の言葉に伊織は相槌を打つ。

「確かに」

　橋本清十郎は青山財閥を貶おとしめようとしたのだろうが、皮肉にも結果的にかがやきの凄さを証明してしまった。

「警察に捕まってもすぐに釈放されるだろうな。だが、俺は奴を絶対に許さない。直接報復はしないが、ビジネスで青山と橋本の格の違いを教えてやる」

　まだ目を開かない凛を見つめてそう決意する俺に、伊織は今聞こえる波の音のように静かな声で告げた。

「私も微力ながらお手伝いします」




　その後、港に着くと、車で凛を青山系列の病院に運んだ。

　俺も一緒に診てもらったが、俺の方は腕に軽い火傷を負っただけで他はなんともなく、凛の方も低酸素で一時的に失神を起こしたが幸い命に別状はなくて、三日ほど様子を見るため入院することになった。

　凛の姉や弟も彼女のことが心配で病院に来ていたが、医師から状態を聞いて安心して家に帰った。凛は父親には恵まれなかったが、優しい姉と弟がいる。そのことを改めて実感した。

　その後、じいさんや右京も来て、凛が無事だとわかると、伊織と一緒にすぐに病院を後にした。

　今、病室に凛とふたり。個室で他の患者はいない。

　俺は椅子に座ってベッドで寝ている彼女についていた。

　今、凛はマスクをつけて酸素を吸入している。

　医師の話ではそのうち目が覚めるから大丈夫だと言っていたが、彼女がちゃんと目を開けて俺を見るまでは安心できない。

　もうこのまま目を開けないんじゃないかと不安になる。

　海に飛び込む以外に助かる方法もあったのではないだろうか？

　だが、あの火の中を戻るのは無理だったし、消火もどれくらい時間がかかるかわからなかった。鎮火するのを待っていたら凛が焼け死んでいたかもしれない。

　それで海に飛び込んだが、ベッドに横たわっている凛を見ていると胸が苦しくなる。

　俺の選択は間違っていたのかもしれない。

　彼女が泳げないと答えた時に別の選択をするべきだった。

　この世で一番愛おしい人の手を握って声をかける。

「凛、目を開けて俺を見てくれ」

　懇願するように言う俺の手を彼女が握り返した。

「凛？」

　名前を呼んだら、彼女はゆっくりと目を開けて俺の方を見た。

　最初は焦点が合わなかったが、しばらく見ていると彼女が俺の名を呼んだ。

「鷹政……さ……ん？」

　彼女の声を聞いて目頭が熱くなる。

「そう、俺だ。気分は？」

　うっすら目に涙を浮かべて微笑む俺に、彼女は弱々しい声で返した。

「頭が……ボーッとしてます。みんなは？」

「無事だ」

　安心させるように言ったのだが、彼女がマスクを外して突然起き上がったものだから驚いた。

「あっ、ネックレス！　ない、ない!?」

　胸元に手を当て青ざめる凛。

　急にいつもの彼女に戻ったな。

「それも大丈夫。外して伊織に持って帰ってもらった。ネックレスぐらいで飛び起きるな。まだ身体が弱っているのだから」

　凛の肩を軽く押してまた寝かせようとしたが、彼女はすぐ横にならなかった。

「だってあれレプリカではないですよね？　なくしたら大変」

　誰から聞いたかは知らないが、そんなの気にしなくていいのにな。

「凛の命より大事なものなんてない」

　彼女の頬に手を当てて伝えるも、なぜか凄い剣幕で怒られた。

「なに言ってるんですか！　私の命なんてどうでもいいんです」

　この考えはきっと父親に植え付けられたものだろう。

　彼女の口からその言葉を聞くと悲しくなる。

「よくない。凛はもっと自分を大事にしてほしい」

　少し厳しく言えば、彼女は反論した。

「できません。今までずっと家族のことを一番に考えてきたんです。それに、私は丈夫です。あんな高さから海に飛び込んだのに生きてます」

　どこか自慢げに主張する彼女に呆れ顔で言い返した。

「失神したけどね。だいたいどうしてあんな事態になった？」

「偶然橋本清十郎が部下らしき人と火事を起こすみたいなことを話しているのを聞いてしまって……あとをつけたら、彼の部下がマストの帆に火をつけて……だから、私が消そうと思ったんです」

　凛がその時の状況を思い出しながら話すが、聞いていて頭痛がした。

「無茶しすぎだ。今回の事件で俺の寿命がかなり縮んだ。医者ももう長くは生きられないだろうって」

　少し芝居がかった口調で言ったら、彼女はその話を信じたのか俺の腕をガシッと掴んで聞き返した。

「嘘ですよね？　鷹政さんが長くは生きられないなんて嫌です！」

「ああ。冗談だ」

　真顔でそう答えたら、彼女は上目遣いに睨んで俺の胸板をドンと叩いた。

「もう鷹政さん、本気で冗談言わないでください！」

「悪い。だが、もう無鉄砲なことはしないでくれ。ハラハラして本当に寿命が縮む」

　凛の身体をそっと抱きしめて真剣に頼めば、彼女は戸惑いながら返事をした。

「は……い」

「ちゃんとわかっているのか怪しいな」

　凛の耳元でハーッと溜め息交じりに言うと、彼女はムキになって言い返した。

「わかってますよ。鷹政さんのお嫁さんになるんですから、これからは自重します」

　そうは言っても、彼女はまた同じことが起こったら、危険を顧みず無茶をするのだろう。俺にとって唯一無二の存在であることをじっくりと教えていくしかない。

「そうしてくれ。俺の心臓のためにも」

　彼女を愛おしげに見て、ゆっくりと口付けた。




　それから一カ月後――。

「右京さーん、もう一枚凛と写真を撮って。ね？　ね？」

「仕方がないですね。あと一枚だけですよ」

　伊織と凛の部屋に向かったら、中から幸太と右京の声がして少し驚いた。

「朝から賑やかだな」

「みんな嬉しくてしょうがないんですよ」

　伊織と顔を見合わせフッと笑う。

「弥生、凛さまのお仕度はもういいか？」

　伊織が凛の部屋をノックしたら、弥生が楽しげな声で応対してドアを開けた。

「いいわよ。鷹政さまもいるんでしょう？」

「ああ。鷹政さま、どうぞ」

　伊織がそう返事をして横にいる俺に目を向け、にっこりと微笑む。

　部屋に入ると、写真が趣味という右京が彼女と幸太の写真を撮っていた。

　凛は白無垢姿。

　桜の刺繍が施された純白の着物で、裏地は朱色。

　頭には綿帽子を被っていてとても清らかな雰囲気だ。

　それは、俺の彼女のイメージが桜ということもあって、日本中の呉服問屋に問い合わせて取り寄せたもの。

　とても愛らしく、奥ゆかしさも感じられて彼女によく似合っていた。

　そう、今日は俺と凛の結婚式がある。

　あの豪華客船の翌日、橋本清十郎は警察に捕まって取り調べを受けるも、すぐに釈放され、病院を退院した凛に【すまない】とメッセージ付きで薔薇の花を一輪送ってきた。

　本当は捨てようと思ったが、凛が『花には罪はありませんよ』と言うのでやめた。

　だが、ビジネスであいつに目に物見せてやる。

　今、奴に気付かれぬよう橋本総合貿易の買収に動いているところだ。

　凛が俺に声をかけたので、ハッと我に返る。

「鷹政さん、その黒の紋付き袴はかま凄く素敵です。右京さん、お願いです。鷹政さんの写真をいっぱい撮ってくださいね」

　彼女のお願いに右京は苦笑い。

「鷹政さまの意見は違うと思いますが」

　右京が俺を横目で見るので、「俺よりも彼女を撮ってくれ。お前だって美しいものを撮りたいだろう？」と指示を出す。

「いいえ、私よりも鷹政さんをお願いします。今度右京さんの好きな肉巻きおにぎりを弥生さんと作りますから」

　凛がしつこく右京に手を合わせてお願いしたその時、弥生が彼女の前に仁王立ちして注意した。

「結婚式の主役は花嫁なのよ。凛さまはニコニコして大人しく写真を撮られてればいいの！」

　喧嘩腰に言う弥生の発言を伊織は穏やかな顔で意訳する。

「綺麗なのにもったいないと弥生は言ってるんですよ。時間ですので、そろそろ行きましょう」

　伊織の言葉に凛が「はい」とおしとやかな様子で返事をした。

「さあ、行こう」と俺が彼女の手を取り、部屋を出て玄関に向かう。

　前に停まっている車の後部座席に凛と座り、彼女に顔を近づけてそっと囁ささやいた。

「綺麗だ」

　俺の言葉に反応して彼女の頬が桃色に染まる。

「……ありがとうございます」

　三十分程車に乗っていると、都内にある青山家ゆかりの神社に着いた。

　式自体は家族だけで行うことにしていて、親戚は呼ばなかった。

　俺の方は祖父、伊織、右京、弥生、幸太の五人。

　凛の方は姉、弟、琴さんの三人が出席。

　一応結婚式ということで今回だけは凛の父親に招待状を送ったが、『父は欠席します』と直史くんが伝えてきた。今は反省してギャンブルも酒も控えているようだが、凛に合わす顔がなかったのだろう。

　俺の祖父や凛の家族と合流すると、みんな凛の白無垢姿を褒めた。

　特に凛の世話をしてきた琴さんは、『凛お嬢さま、とてもお綺麗ですよ』と感極まって泣いていた。

　神社の神職や巫み女こに導かれて本殿に向かうが、雅楽の音色が聞こえてとても厳粛的だった。

　式では凛がちょっと段取りを間違ってしまうハプニングもあった。

　三三九度の盃さかずきで彼女は緊張して御神酒を一気に飲んでしまったのだ。

「あっ、次、鷹政さんの番なのに全部飲んじゃいました。どうしよう」

　凛が声を潜めて俺に助けを求めるが、背後にいる参列者たちにも聞こえていてまずじいさんが大笑いして他のみんなも温かい目で笑っていた。

「大丈夫。どうにでもなる」

　俺もクスッと笑みを浮かべ、空の盃を飲むふりをした。

　指輪の交換になると彼女の手は震えた。

「ただ俺の指にはめるだけだ。落ち着いて」

　優しく励ませば、彼女は少し強張った顔で頷いた。

「はい。頑張ります」

　盃で失敗したから余計に緊張してるんだな。

　ブルブル震える彼女の手に俺の手をそっと添えた。

「鷹政さん？」

　怪訝な顔をする凛に目を細めて笑った。

「夫婦になるんだから協力してもいいんじゃないかな」

　ふたりで互いの指輪をはめて、微笑みを交わす。

　今、彼女の左手の薬指には青山家の金の指輪と俺が彼女と選んだプラチナの台にダイヤが埋め込まれた結婚指輪がはめられている。

　金の指輪は将来生まれてくるであろう俺たちの子供に渡すことになるが、この結婚指輪は一生つけていくもの。

　これからの人生を凛と一緒に歩んでいくんだ。

　結婚指輪を見て気持ちを新たにする。

　式が終わり、本殿の前で集合写真を撮ると、凛がホッとした顔で言った。

「ちょっと失敗しちゃったけど、式も終わったし、午後の披露宴パーティが終われば今夜は安心してゆっくり眠れますね」

　午後は披露宴で凛はウエディングドレスを着ることになっている。

　たくさんの招待客を招いて行われている披露宴を怖がっていないのはいいが、すっかり初夜のことを忘れているようだ。

　とても嬉しそうに言うものだから少し意地悪したくなった。

「ごめん。最初に謝っておくけど、ゆっくり寝かせられないかもしれない。今日は初夜だからね」

　ニヤリとする俺の言葉に、彼女は「あっ」と奇声を発して黙り込んだ。

　そんな初々しい彼女の反応がおもしろい。

「今夜凛をいただくよ」

　その汚れのない澄んだ瞳を見て囁けば、彼女の顔は耳まで真っ赤になった。










彼に愛されて




『ごめん。最初に謝っておくけど、ゆっくり寝かせられないかもしれない。今日は初夜だからね』

　神前式の後、鷹政さんにそう宣言されて顔面蒼白になった私。

　客船での火事や式の準備で初夜のことなんてすっかり忘れていた。

　しかも、確かお風呂で彼に抱かれそうになった時に『初夜でお願いします！』なんて自分で頼んだのだ。

　披露宴中なのに、鷹政さんのその言葉が頭の中をぐるぐる回っていて緊張でテーブルに置かれた食事にも手をつけられない。

　時刻は午後五時十分。

　私がいるのは目め黒ぐろにある高級ホテルの大広間。

　招待客が三百人もいる着席形式のパーティで中央の壇上に鷹政さんと並んで座り、私たちの前には丸テーブルがいくつも並んでいて、みんな食事を楽しみながらお偉いさんの挨拶を聞いている。

　今もどこぞの企業の社長がお祝いの言葉を述べているのだが、全然頭に入ってこない。初夜……という二文字が私の頭の上にズトーンと落ちてきて、苦しくてもがいている状態。

　あ～、どうするの？

　初夜も夫婦になるのに大事な儀式。決して避けられない。

　今着ているウエディングドレスに着替える時に、弥生さんにそれとなく『初夜ってなにをすればいいですか？』と聞いてみたのだけれど、彼女は真っ赤な顔で怒った。

『そ、そんなの未婚の私が知るわけないでしょう！　自分で考えなさい！』

　姉にも尋ねたが、『フフッ、凛頑張ってね』と曖昧に微笑んだだけ。

　弟が『凛姉さん、なにか心配事？』と私が悩んでいることに気付いてくれたが、弟にこの問題を聞くわけにもいかず、笑ってごまかした。

『ううん。式の準備で早起きしたからちょっと疲れただけ』

　誰か教えてほしい。

　神前式のように初夜に手順ってあるの？

　手引書でもあればいいのに。ああ、困ったわ。

　悩んでいた私は新郎と新婦の席にやってきた春子さんにコソッと尋ねた。

「春子さん、初夜ってなにをすればいいの？　誰も教えてくれないのよ。もう春子さんだけが最後の頼みの綱なの。教えて!?」

　過去に何人も恋人がいた経験豊富な彼女ならきっと知っているはず。

　縋るような目で助言を求めたら、彼女は一瞬呆気に取られた顔をするも、私の背中を力いっぱい叩いて元気づけた。

「なにくだらないことで悩んでるのよ。あなたの旦那さまはあの完全無欠の氷帝よ。全部彼に任せればうまくいくわ。作法なんてないもの」

「うっ、痛いよ、春子さん。でも、本当にそれで大丈夫なの？」

　半信半疑の私に彼女は優しい笑みを浮かべる。

「なにも考えずにドーンと氷帝の胸に飛び込みなさい」

「ドーンと？」

　そんなドアを蹴破るような感じでいいのだろうか？

　聞き返したら、彼女はクスリとしながら頷いた。

「そう。ドーンとよ」

　春子さん、なんだかおもしろがっていませんか？

　大事な初夜なのに、適当すぎない？

　時間は刻一刻と近づいている。

「凛、食べないのか？」

　不意に鷹政さんに声をかけられるも、気もそぞろな私はぎこちなく笑って返した。

「もうちょっとしたら食べます」

　そう答えたものの、きっと食べないだろう。全然お腹が空いていない。

「凛、今ダイヤのイヤリングが落ちたよ」

　鷹政さんからダイヤと聞いてカッと目を見開き、床を見る。

「嘘！」

　なくしちゃ大変！

　これも弥生さんの話によると、青山家の女主人に受け継がれる宝石らしい。

　慌てて床に落ちたイヤリングを身を屈めて拾い上げたら、目の前に鷹政さんの顔があって、彼にチュッとキスされた。

　数秒間固まる私。

「た、た、鷹政さん、なにを？」

　ようやく声が出るようになったが、ビックリして言葉がつっかえる。

　激しく動揺する私を見て、彼は悪戯っぽく目を光らせた。

「凛が心ここにあらずって感じだったから」

　確かに披露宴どころじゃなくてずっと初夜のことを考えていた。

「公衆の面前ですよ。みんなに見られたら……」

　起き上がって周囲を気にする私とは対照的に彼は余裕の表情。

「大丈夫。見られてないから。やっと俺を見た」

　私の頬に手を添えにっこりする彼に小声で謝った。

「……ボーッとしててすみません」

　ずっと隣にいるんだもの。上の空だったらすぐに気がつくわよね。鷹政さんだし。

「初夜のなにが心配？」

　私の悩みをクールな顔で言い当てられて絶句するも、彼に「もう夫婦なんだから隠し事はなしだよ」と促され、正直に打ち明ける。

「初めてだからよくわからなくて、不安なんです。うまくできなかったらどうしようって。鷹政さんをがっかりさせちゃうんじゃあ」

　初夜の相手に相談することにいささか疑問を感じつつも、『夫婦なんだから』と言われてしまっては仕方がない。

「愛する妻を抱くのにがっかりなんかしない」

　私の目を見て一言一句はっきりと口にする彼。

「鷹政さん、声が大きい！」

　彼の口を手で塞いだら、壇上で締めの挨拶をしている清さんと目が合い、彼は私に向かってウインクした。

「あっ」

　思わず変な声を出してしまうが、清さんは気にせず挨拶を続けた。

「どうか皆様、ふたりを温かい目で見守ってくださいますよう、心からお願いを申し上げます」

　人目を気にしてパッと手を放す私を見て鷹政さんはクスッと笑う。

「もう、鷹政さんのせいでみっともないところ見られたじゃないですか！」

　上目遣いに今日夫となった人を見るが、彼は悪びれた様子もなくフッと笑った。

「みんな俺たちのことを仲睦まじい新郎と新婦だと思っている。俺も凛と一緒になれて幸せだ」

　照れずにそんな台詞を言う彼はつくづく凄い人だと思う。

「私もとっても幸せです」

　ハニカミながら返したら、パシャッと写真機の音がした。

　音の方に目を向ければ、右京さんが私の写真を撮っていた。

「今の表情いただきましたよ。次はふたり並んで笑って」

　彼の指示に苦笑いする。

　笑えと言われても女優さんじゃないのでうまく笑えない。

「凛さま、まだまだ表情が硬いですよ。ふたりもっと顔を近づけて寄り添ってください。ほら、幸せそうに微笑んで」

　いろいろ注文が多くないですか、右京さん。

「凛、今食べたいものは？」

　鷹政さんが私の肩を抱いて顔を寄せる。

　今食べたいもの？

　鷹政さんのその質問にお腹がグゥと鳴る。

「熱々のカニクリームコロッケです！」

　彼の目を見て嬉々とした顔で答えたら、写真機のシャッター音がした。

「いい表情でしたよ」

　右京さんはメガネのブリッジを上げて満足げに微笑む。

　ああ、私を笑顔にするために鷹政さんはその質問をしたのですね。

　身内よりも私の性格をよくわかっているような気がする。

　再会して彼とよく話をするようになったきっかけはお弁当だったものね。

　思えばあの時、おにぎりの具について鷹政さんに熱く語ってしまった。

　それで、私が料理や食べ物に興味があると悟ったに違いない。

　それにしても、お腹が空いた。

　カニクリームコロッケ食べたかったなあ。

　少し遠い目をしてお腹を押さえる私を見て、鷹政さんがククッと肩を震わせる。

「そんな悲しい顔をするな。披露宴が終わったら、用意してもらうから」

　こういう鷹政さんの優しさに胸がキュンとなる。

　単純な私はその言葉にパアッと目を輝かせた。

「鷹政さん、大好きです！」

　彼にプロポーズされた時、青山財閥の総帥と結婚なんて無理だって思う自分がいたけど、彼がありのままの私を愛してくれるから今はそんな不安はない。

「それだけ喜ぶなら、今度俺もコロッケを作ってみようかな」

　鷹政さんの発言に、彼がキッチンに立つ姿を想像してみる。

　彼ならテキパキ料理しそう。男の人が料理するのって素敵。

「それはとても楽しみです」

　鷹政さんと目を合わせ笑い合う。

　そんな私たちのやり取りを見ていた右京さんがボソッと言った。

「清鷹さまではありませんが、ラブラブですねと言いたくなります」

「まあ、否定はしない」

　鷹政さんは右京さんに目をやり、最高の笑顔を見せた。




　披露宴の後、彼とホテルのレストランで念願のカニクリームコロッケをいただき、午後八時過ぎに車に乗った。運転席には伊織さんがいて、後部座席にいる私と鷹政さんを振り返る。

「おふたりともお疲れさまでした。凛さまのウエディングドレス姿に皆見惚れていましたよ」

「そんなことないですよ」

　謙遜したら、鷹政さんが「屋敷の玄関に凛の写真を飾ろう」と真顔で言う。

「鷹政さん、冗談はやめてくださいね」

　注意したら彼はフッと笑った。

「本気だよ」

　この顔、本気なのか冗談なのかわからない。

「だったら、私の写真よりも鷹政さんの写真にしましょう？　目の保養になります」

　真剣に頼むが、彼はクールに却下した。

「それでは俺が楽しめない」

　今度は伊織さんが私たちの会話ににこやかにコメントする。

「相変わらず仲がいいですね。羨ましいです」

　私と鷹政さんは普通に接しているのに、はたから見るとイチャイチャして見えるのだろうか。

　ふとそんな心配をする私に伊織さんは補足説明をした。

「鷹政さんは普段女性と話す時、用件以外は口にしないんですよ。唯一関心を持たれたのが凛さまで。幼馴染の弥生とだって無駄話はしません。本当凛さまがいてくれて……よかったです」

　感極まったのか、嗚咽をこらえながら話をする伊織さんの言葉が胸にジーンときた。

「私も鷹政さんや伊織さんたちに出会えてとても幸せです」

　心からそう言うと、ふたりは穏やかな目で微笑んだ。

　それから伊織さんが車を発進させたのだが、いつもと道が違うので不思議に思って鷹政さんに尋ねた。

「広尾の屋敷に帰らないんですか？」

　私の目を見て答える彼。

「ああ。ちょっとだけ遠出しよう」

　遠出？

「どこに行くんですか？」

　首を傾げながらさらに質問すると、彼はどこか謎めいた笑みを浮かべた。

「内緒」

　しばらく車窓から見える景色を眺めていたが、緊張で昨日の夜よく寝付けなかったこともあって段々眠くなってきた。

「凛、眠いのか？」

　鷹政さんに聞かれ、「ちょっと」と答えるが、もう半分目は閉じていた。

　車の振動が心地いい。

　なんだかずっと……こうしていた……い。式も終わったし……。

　瞼が重くてもう目を開けられない。

　いつの間にか寝ていて、気付いたら鷹政さんに膝枕をされていた。

「おはよう。って言ってもまだ夜だけど。もうすぐ着くよ」

　彼が私の頭を撫でながらゆっくりと微笑む。

「私……寝ちゃったんですね」

　私が起き上がると、彼は車の窓を開けた。

　微かに波の音がする。それに潮の匂いも。

　窓の外を見れば、海が見えた。

　見覚えがある海――。

「ひょっとして葉山ですか？」

　鷹政さんに確認すると、彼は笑顔で返した。

「ああ。俺と凛の始まりの場所だ」

　彼と結婚した日に葉山に来られるとは思わなかった。

　二時間くらい車に乗っていたのだろうか。

　空は真っ暗で港の明かりが見える。

　私がここを訪れるのは、十年ぶりかもしれない。

　懐かしい風景。

　車はとある数寄屋造りの大きな建物の前で停まった。重厚な門構えで、『うめや』と書かれた木の看板が置かれている。

　確か葉山でも歴史のある温泉旅館だったような。

　そんなことを思いながら、鷹政さんと車を降りた。

　中から何人か人が出てきて、この旅館の女将らしき貫禄のある女性が「お待ちしておりました」と深々と頭を下げる。

「お世話になります」と鷹政さんが挨拶し、私も軽くお辞儀をした。

　今夜はここに泊まるのだろう。

　鷹政さんが荷物を下ろしていた伊織さんを振り返る。

「伊織、また明後日迎えに来てくれ」

「はい。ゆっくり楽しんでください。凛さまも」

　伊織さんは私と鷹政さんにニコッと笑って再び車に乗ると、去っていった。

　女将さんの案内で玄関に入り、宿泊する部屋に向かう。

　部屋は二階の奥の部屋で十畳の和室がふた間とトイレと内風呂がついていた。

　開放的な窓が印象的で、広いルーフバルコニーがあって海が望める。

　きっと朝になったら、日の光で輝く海が見えるに違いない。

　今、窓からは綺麗な月が見える。

「凛、お風呂に入ってくるといい。俺はちょっと電話をかけるから後で入るよ」

　外の景色を見ていたら鷹政さんに肩を叩かれ、「はい」と頷いた。

　女将さんの案内で浴場に向かう。

「あっ、タオルと浴衣忘れました」

　手ぶらで来たことに気付いたが、女将さんは安心させるように笑った。

「タオルは脱衣所にございます。浴衣は後でお持ちしますね。青山さまだけですので、ゆっくり楽しんでください」

【女湯】と書かれた暖の簾れんの前で女将さんは微笑み、この場を去る。

『青山さま』と女将さんに呼ばれ、一瞬ポカンとしてしまった。

　女湯の暖簾をくぐって引き戸を開けると脱衣所があって、木製の棚にタオルが置かれていた。

　服を脱いで浴場に向かう。

　内風呂がふたつと露天風呂がひとつあって、内風呂は泳げそうなほど広かった。

　ゆっくり楽しみたいところだが、お風呂の後はいよいよ床入りだということを思い出した。

「そうよ、初夜」

　葉山に来て浮かれてしまった。

　身体をいまだかつてないくらい念入りに洗い、内風呂に静かに浸かる。

　綺麗に透き通ったお湯で、身体が清められる気がする。

　これもまるで儀式のよう。

　露天風呂にも浸かろうと思ったが、心の余裕がなかった。

　神前式も緊張したけれど、今はもっと心臓がドキドキしている。

　ふと左手に光るふたつの指輪が目に映り、ジッと眺めた。

　今日から私は青山凛になった。

　名前が変わるのはなんだか変な感じがするけれど、そのうち新しい名字にも慣れるのだろう。

　初夜が終われば名実ともに私は彼の妻になる。

　政略結婚が多いこの時代に愛した人と結ばれる私は幸せ者だ。

　そう考えると、この緊張さえも贅沢なものに思えた。

　彼との出会いから今までのことを振り返る。

　この葉山の地で彼と出会って、青山国際通商で再会して……そして、今日私は彼と結婚した。

　すべてが夢のようだが、これは現実。

　誰よりも愛している彼を一生支えていきたい。

　二十分ほど浸かって、脱衣所に戻ったら、籠に白い夜着が置かれていた。

　多分、弥生さんが用意したものだろう。

『夜着は用意したからしっかりね』と初夜のことを聞く前に彼女に言われたのだ。

　ハハッと乾いた笑いが込み上げてくる。

　白無垢、純白のウエディングドレスに白い夜着。

　朝から晩まで白い服しか着てない。

　昔、花嫁が白無垢を着るのは、嫁ぐ家に染まるためだって誰かが言っていたような気がする。

　夜着が白いのもきっと同じような意味なのだろう。

　私は生まれ変わる。

　夜着に袖を通して鏡を見た。

　顔がちょっと強張ってはいるが、覚悟はできた。

　大丈夫。鷹政さまが相手だもの。

　部屋に戻ると、布団がふた組敷かれていて、益々緊張してきた。

　だが、鷹政さんの姿がない。

　お風呂かな？

　そう思ったのだが、窓の外に目をやると彼がバルコニーにいた。窓を開けて外に出たら、デッキチェアに座って寛いでいた彼が私の方を振り返る。

　鷹政さんの夜着は紺色だった。

「もっとゆっくり風呂に入ってるかと思った」

　私を見て頬を緩める彼に尋ねた。

「鷹政さんはもうお風呂には入ったんですか？」

「ああ。露天風呂から星が見えたから、ここでじっくり見ようと思ってすぐに上がったんだ」

　チラッと星空を見上げる彼の横に腰かけ、拗ねるように言った。

「ズルイです。私にも教えてくださいよ」

「男の俺が女風呂に行くわけにはいかないだろ？」

　茶目っ気たっぷりに笑う彼。

　私も想像して笑ってしまった。

「そうですね。星がいっぱい見えて綺麗。東京よりもよく見えますね」

　空を見上げると、無数の星が宝石のように輝いていた。

「東京より明かりが少ないからな。あの物凄く明るいのが木星、その横に少し小さく見えるのが土星」

　星を指差して説明する彼の言葉に相槌を打つ。

「木星と土星って肉眼で見えるんですね」

「あと三つキラキラ輝いているのが夏の大三角形のベガとアルタイルとデネブ」

　彼の指が差す星を目で追う。

「わあ、本当に三角形に見えます」

「ちなみにベガとアルタイルは七夕の織姫と彦星としても有名だ」

　私の肩を抱き、彼は学者のような口調で話した。

「鷹政さん、星詳しいですね。学校の先生になれますよ」

　その知識に感心する私に彼は真剣な眼差しで言う。

「今勉強した」

「え？　今ですか？」

　声をあげて私が驚くと、彼はクスッと笑った。

「冗談だよ」

「もう鷹政さん、真顔で嘘とか冗談言わないでください。信じちゃいますよ」

　ドンと鷹政さんの胸を叩いたら、彼は私を抱き寄せた。

「本当に凛は騙されやすいな。だから俺が守らないと……一生」

　愛おしげに私を見て彼が唇を重ねてくる。

　もうよく知ったその唇。

　彼の肩を掴んでそのキスに応えると、彼の舌が口内に入ってきた。

　でも、今はもう驚きはしない。

　お互い舌を絡ませ激しくキスをする。

　だが、それだけでは足りない。

　もっと彼に近づきたい。

　彼が欲しい――。

　そう感じた時、鷹政さんが私を抱き上げて、布団まで運んだ。

　部屋は間接照明がついているだけで薄暗い。

「いいか？」

　彼の目がキラリと光る。

　ひと思いに抱かず、私の気持ちを確認してくるところが彼らしい。

　それは彼の優しさ。

「はい」

　鷹政さんの目を見て返事をしたら、彼は私の夜着を脱がしながらゆっくりと口付ける。それだけで熱くなる私の身体。

　私の胸が露わになると、彼は吐息交じりに「綺麗だ」と口にした。

「恥ずかしいから……あまり見ないで」

　か細い声で懇願するも、彼に断られる。

「見ないとちゃんと抱けないだろ？」

　笑いを噛み殺した彼の声。

「私だけドキドキしててなんかズルイです」

　鷹政さんに文句を言うと、彼はクールな顔で返した。

「大丈夫。初めて惚れた女を抱くんだ。俺もドキドキしてる」

「絶対に嘘ですよ……んん！」

　鷹政さんに唇を塞がれ胸を揉みしだかれる。

　甘い快感に襲われて、「ああ……ん」と声をあげた。

　だが、それで終わりではない。

　彼が私の胸を口に含んで、先端を舐め回す。

　手を口に当てて声が出ないようにしていたら、彼は「我慢しなくていいのに」と小さく笑った。

　いつの間にか私の夜着は全部脱がされ、彼も自分の夜着を脱ぎ捨てた。お互い一糸纏わぬ姿で抱き合う。

　彼は私の身体中に隈なく口付ける。

　ゆっくり、時間をかけて念入りに。

　抱かれるというよりは、愛されるという表現がピッタリで私を大事にしてくれる彼の思いが伝わってくる。

　肌にかかる彼の吐息が熱い。

　聞こえるのは静かな波の音と私たちの激しい息遣い。

　彼が私の胸を鷲掴みにして愛撫してくると、身悶えして喘いだ。

　もうなにも考えられず、彼の与える快感に酔いしれる。

　鷹政さんが私の足を開いて身体を重ねてきた時、破瓜の痛みに顔をしかめた。

「大丈夫か？」

　彼が引こうとするので、彼の首に手を絡めて強く抱きつく。

「このままでいて」

　鷹政さんは私を抱きしめ返して、耳元で「愛してる」と囁く。

　その言葉を聞いて嬉しさで胸がいっぱいになった。「私も」と伝えて、しばらく抱き合っていた。

　これでやっと彼とひとつになれた。

　本当に彼の奥さんになったんだ。

　胸に熱いものが込み上げてきて、涙が頬を伝うと、彼がその涙を舐めとった。

「しょっぱい。泣くほど痛かった？」

　私を見つめる彼に向かって小さく笑う。

「感動して涙が出たんです」

「それはよかった。これで終わらせるつもりはないから」

　暗闇の中、妖艶に微笑む彼。

「え？　まだ寝ないんですか！」

　ギョッとする私の耳みみ朶たぶを甘噛みして、鷹政さんは脇腹から胸へと手を這わせた。

　それから何度か抱かれ、いつ眠ってしまったのか覚えていない。

　目を開けると、鷹政さんの顔があって、彼の腕の中で寝ていた。

　その頬に手を添えると、彼が目を開けて甘く微笑む。

「おはよう」

「お、おはようございます」

　少し照れながら挨拶を返したら、彼にチュッとキスされた。

　なんて素敵な朝だろう。

　これから毎日彼の隣で目覚めるのだ。

　そんな幸せに酔いしれている私を彼は突然抱き上げて、部屋についているお風呂に向かう。

「た、鷹政さん、なにを？」

　あたふたする私に彼は澄まし顔で答えるが、少し身の危険を感じた。

「一緒に風呂に浸かろうと思って。昨日そんなに長く入らなかったから。部屋の風呂も源泉かけ流しで気持ちいいらしい」

　弥生さんの策略で何度か鷹政さんと一緒に入ったことがあるが、彼が私に触れなかったことはない。毎回最後まで抱かれる寸前までいった。

「じゃあ、順番に入りましょうよ」

　私の提案を彼は受け入れてくれない。

「ダメだ。朝食の時間が決まってるから」

「ただ入るだけですよね？」

　もう鷹政さんと愛し合う体力が残っていなくて念のために確認するが、彼がニヤリとするのでゾクッとした。

「そのつもりだが、あまりに凛が愛おしくて触れずにいる自信がないな」

　そのまま風呂に連行され、彼にまた愛された。

　愛が深すぎるのも考えものかもしれない。




　二カ月後、弥生さんたちと朝食の準備をしていたのだが、玉子焼きを作っていたら急に気持ちが悪くなった。

「うっ」

　吐き気がしてトイレに駆け込むと、弥生さんが心配してあとを追ってきた。

「凛さま、大丈夫？」

　声をかけられるが、辛くて返事ができない。

　戻して少し吐き気が収まると、トイレを出た。

　騒ぎを聞きつけたのか、鷹政さんもいて私の肩をそっと抱く。

「どうした？　体調が悪いのか？」

「いえ、ちょっと食べ物の匂いで気持ち悪くなっちゃって……。先週くらいからそんな感じで」

　彼を安心させたいが、笑う元気もない。

　もうぐったり。しばらく横になって休みたい。

「凛さま、顔が真っ青よ。病院で診てもらった方がいいわ」

　弥生さんのアドバイスにもなにも返せない。

　その時、ふらっと清さんが現れた。

「それは悪阻つわりじゃ」

　その衝撃発言にこの場にいた皆が驚いた。

　え？　悪阻？

　鷹政さんと見つめ合う。

　なにも言葉を発しない彼の背中を清さんが肘でグリグリする。

「身に覚えがあるじゃろ？」

　清さんの弄りをスルーして、鷹政さんは伊織さんを呼んだ。

「伊織、車を出してくれ！」

　それから車で病院に連れていかれ、産婦人科で診てもらうと「ご懐妊ですよ」と先生ににこやかに告げられた。

　帰りの車の中でまだ平らなお腹に手を当てていたら、彼が私の手の上に自分の手を重ねてきた。

「ここにいるんだな。俺たちの子が」

　感慨深げに言う彼。

　私も驚きと嬉しさがごちゃ混ぜになって、診断を受けてもまだ信じられなかった。

「なんだか夢を見てるみたいです」

　彼の赤ちゃんは欲しいと思っていたけれど、まさかこんなに早く妊娠するとは思わなかった。

「ふたりで大事に育てていこう」

　とびきり優しい目で私を見つめる彼に満面の笑顔で頷いた。

「はい」




　私が妊娠したことを姉と弟から聞いていたのか、この数カ月ずっと音信不通だった父から小包が届いた。

　中に入っていたのは真っ白な赤ちゃんの産うぶ着ぎと【今まですまなかった】という父の筆跡で書かれたメモ。

　その産着とメモを見て胸に熱いものが込み上げてくる。ずっと父に冷たくされていたから嬉しかったのだ。

　これを送ってきたということは、父も少しは私のことを思ってくれているのだと思う。もう父に対してわだかまりは感じていない。

「あなたのおじいちゃんが送ってくれたの」

　お腹の子に笑って話しかけた。

　私もこの子も父と血が繋がっている。絶縁なんてできない。

「お腹の子が生まれたら、凛のお父さんにも見せに行こう」

　温かい鷹政さんの言葉に涙がこぼれる。

「凛は俺の前で泣いてばかりだな」

　私の頬の涙を指で拭う彼に涙ぐみながら言い訳した。

「鷹政さんが優しすぎるからです」

　こんなに素敵な旦那さまはいない。

　悲しい時も、辛い時も、楽しい時も、嬉しい時も彼は一緒にいてくれる。

　私を温かく愛してくれる。

　そんな極上の旦那さまを見つめて微笑んだ。

「鷹政さん、愛してます」

「俺も誰よりも凛を愛してる」

　至福の笑みを浮かべ、彼はゆっくりと私に口付けた。

　やっぱり彼は私の天使なのかもしれない。

　だって彼といるとこんなに幸せなんだもの。




The end.
















特別書き下ろし番外編










妊娠してからも旦那さまに甘く愛されています




「……ん。もう朝？」

　パッと目を開けると、隣に鷹政さんはいなかった。

　彼がいたはずの場所に手を触れたら、まだほんのり温かい。

　それは、彼が起きてそんなに時間が経っていないということ。

　ベッドサイドの目覚まし時計に目をやると、午前六時二十三分。

　アラームを六時にセットしたはずなのに鳴らなかった。

　きっと私を寝かせておこうと彼が解除したのだろう。鷹政さんは私に優しいけれど、妊娠してからはさらに甘くなった。

　伊織さん曰く『極甘』らしい。

　ゆっくりとベッドから起き上がると、背広に着替えた鷹政さんが現れた。

「起きたのか？　もっと寝ていればいいのに」

「あんまりたくさん寝ると生活がダラけます」

　ただでさえ、妊婦ということで周りのみんなも私を甘やかす。自分で律しないととんでもない怠け者になりそうだ。

「凛は真面目だな」

　彼はクスッと笑って慣れた手つきでネクタイを締めると、私に顔を近づけてチュッとキスをした。

「おはよう」

　私と目を合わせて微笑む彼に、ハニカミながら挨拶を返す。

「おはよう……ございます」

　夫婦になって彼の子を身篭っているのに、キスをされるとまだ照れてしまう。

「一緒に朝食を食べるか？」

「はい。着替えるのでちょっと待ってください」

　隣の洗面所でさっと顔を洗って歯磨きを済ませ、ベッドの横の椅子の上に置いてあるドレスを手に取る。

　これは私のお腹が大きくなったので鷹政さんが仕立て屋に頼んで特別に作ってもらったもの。ドレープがふんだんに使われているからゆったりとしていてとても着心地がいい。

　マタニティドレスに着替えると、鷹政さんが「行こう」と私の手を握った。妊娠が発覚してから彼はいつも私の手を取る。

　寝室から食堂に行くには階段を降りなければならないのだが、彼は私が階段を踏み外さないか心配のようだ。

　確かにお腹が大きくなると下が見にくい。最近はそんな私を気遣って足の爪も鷹政さんが切ってくれる。

　食堂に行くと、弥生さんがてきぱきとした動きで食事をテーブルに並べていた。

「あっ、私もお手伝いします」

　彼女に声をかけるも、やんわりと断られた。

「ダメよ。妊婦は大人しく座ってて」

　その返答に思わず溜め息が出る。

「元気なので大丈夫ですよ」と反論しようとしたら、伊織さんや右京さん、それに幸太くんもやってきて食堂が賑やかになった。

「凛さま、今日のドレスよくお似合いですよ」

　伊織さんが私の洋服を褒めれば、右京さんは私に小さな紙袋を差し出す。

「これ、安産守りです。どうぞ」

「ありがとうございます！」

　笑顔で紙袋を受け取ると、最後に幸太くんが私のお腹に触れて赤ちゃんに挨拶した。

「おはよう。幸太兄ちゃんだよ～。今日も元気に学校行くね」

　みんな妊婦の私を大事にしてくれる。

　絵に描いたような幸せ。

　でも、私ってずっと家事をやってきたせいか、動いていないと逆に変な感じがするのよね。なにもやることがないって辛い。

　結婚して会社は退職しちゃったし、日中することがなくて退屈。

　妊娠するまでは弥生さんの仕事を手伝ったりしていたのだけど、今はなにもさせてもらえない。

　暇って私には苦痛だ。

　しかし、あまりに自分勝手な悩みすぎて、誰にも言えない。

　みんなと朝食を取ると、一緒に玄関まで行って鷹政さんたちを送り出した。

「じゃあ行ってくる」

　車の後部座席に乗り込み、私に穏やかに微笑む彼に手を軽く振った。

「行ってらっしゃい」

　彼を乗せた車が行ってしまい、なんだか寂しくなった。

　今の生活はとても恵まれているけれど、自由がない。実家にいた時のように気軽に外出できず、行動が制限される。

　青山財閥の総帥の奥さんだもの。

　勝手に出歩いては大騒ぎになるし、誘拐される危険もある。

　だから、家で大人しくしているのだけれど、することがなくて逆にストレスが溜まりそう。

「仕方がない。今日もパッチワーク作りに励もう」

　自分でやることを見つけるしかないのだ。

　自室にこもって赤ちゃんのベッドカバーを作る。

　性別がわからないから男の子でも女の子でも使える黄色系の布を組み合わせてひと針ひと針縫うのだが、暇つぶしにはいいし、これを赤ちゃんが使うと思うとワクワクする。

　でも、午前中それで時間を潰すと、午後は別のことがしたくなって、キッチンにいる弥生さんや女中さんたちを手伝おうとするのだけど、「妊婦なんだからのんびりしてて」と追い出される。

　庭に出て洗濯物を干している女中さんたちに声をかけても「どうぞゆっくりしててください」と笑顔で言われた。

　確かに妊娠初期の頃は悪阻がひどくてみんなに心配をかけてしまったが、今は安定期に入ってすこぶる元気なのだ。

「あー、退屈だわ。ちょっと庭でも散歩しよう」

　庭といってもうちの庭は森のように広い。

「ここで家庭菜園をしたら鷹政さんはどんな反応するかな？」

　そんな想像をして気を紛らす。

　怒りはしないだろうけど驚くだろう。

　でも、私が家庭菜園なんか始めたら、彼は近くに土地を買って『ここで思う存分野菜を作るといい』とか言いそう。

　その上、畑仕事を手伝ってくれる人も雇いそうだ。

　二十分くらい庭を散歩して屋敷の中に戻ると、少し疲れたのか眠くなってきた。

「ちょっとソファで休もう」

　病気ではないけれど、妊婦の身体は疲れやすい。そう考えると、みんなが私を気遣うのもよくわかる。

　悪阻と一緒でうまく付き合っていくしかないのだわ。

　リビングのソファで休むが、いつの間にかうとうとと眠ってしまったらしい。

　ペンを走らせるような音がして目を開けたら、幸太くんが私の隣に座って勉強をしていた。

　壁時計に目をやると、時刻は午後四時過ぎ。

「……幸太くん、お帰りなさい」

　目を擦りながら声をかける私を見て、彼は微笑んだ。

「ただいま～。凛、気持ちよさそうに寝てたよ。『鷹政さん』って寝言言ってさあ」

　そう言えば、鷹政さんが夢に出てきたような。

　彼が三歳くらいの男の子を肩車して楽しそうに笑っていた。ひょっとしてお腹の子は男の子なのかな？

　そっとお腹に手を当てると、赤ちゃんが動いた。

　まるで〝僕は男の子だよ〟って私に訴えているみたい。

　思わず笑みがこぼれる。

　鷹政さんや清さんは元気に生まれてくれれば男の子でも女の子でもいいと言ってくれているけど、やはり青山財閥の総帥の嫁になった以上、後継者問題という重圧は考えないようにしても感じてしまう。

　だから、妊娠して初めて母の気持ちがよくわかった。

　伯爵家の嫁としての責務を果たそうと必死だったんだ、きっと。

「凛、どうしたの？」

　幸太くんが少し心配そうに私の方を見ていてハッと我に返った。

「お腹の子が動いたの。今もちょっと動いてる。触ってみる？」

「うん、触りたい」

　好奇心旺盛の彼は、ためらわずに優しく私のお腹に触れる。

「わっ、ホントだ。動いてる。凄い。本当にここに赤ちゃんいるんだ」

　目を輝かせながら彼はまじまじと私のお腹を眺めた。

「悪阻の時はお腹もぺちゃんこだったし、赤ちゃんができたなんて信じられなかったけど、今は元気に動いてくれるから安心する。赤ちゃんもきっと幸太くんに会いたがってるよ」

　にこやかにそんな言葉をかけると、彼は屈託のない笑顔を見せる。

「俺も会うのが楽しみ。鷹政さまの子だからきっと頭もいいだろうな。赤ちゃんなのに『こんにちは』って言いそう」

「そしたらビックリだね」

　幸太くんと目を合わせて笑い合ったその時、急に空が暗くなって雷が鳴った。

「これから雨が降りそう……ってもう降ってるじゃん！」

　彼の言葉に相槌を打ちながら突然叫んだ。

「本当だ……あっ。洗濯物！」

　今日は天気がよかったから女中さんたちがシーツなどを大量に外に干していたのだ。この雨だと濡れちゃう。

　慌ててリビングを出て庭へ向かうと、「凛、急にどうしたの？」と幸太くんもついてきた。

「洗濯物が濡れちゃう！」

　言葉少なく返して洗濯物を取り込む。急な雨でまだ女中さんは周囲にいない。

「俺も手伝う！」

　彼がそう言って竿さおに手を伸ばすが、身長が足りなくて手が届かない。

「幸太くんは、この洗濯物中に運んでくれる？」

　シーツを手渡すと、彼は「了解」と頷いた。

　雨が強くなってきて足元が濡れるのも構わず物干し竿から洗濯物を外すも、雨に濡れた芝生でつるんと滑り転びそうになった。

「あっ！」

　体勢を立て直せずそのまま前のめりになる私。

「凛！」

　そんな私を見て幸太くんが叫ぶ。

　芝生に倒れ込むと思い、咄嗟にお腹に手を当てギュッと目を閉じた。

「危ない！」

　耳元で鷹政さんの声がして目を開けたら、彼が私の身体を抱きかかえていて……。

「冷やっとさせないでくれ」

　怒るというよりは安堵した様子で私に告げる彼。

「……ごめんなさい。急に雨が降ってきて洗濯物を取り込もうと思って」

　しゅんとしながら謝る私に鷹政さんはゆっくりとした口調で注意する。

「凛、気持ちはわかるが、自分が身重だってことを忘れないように」

「はい。すみません」

　落ち込みながら返事をしたら、彼は幸太くんの方に目をやり、「幸太、弥生に洗濯物を取り込むよう伝えておいてくれないか」と指示を出した。

「はーい。凛が転ばなくてよかったよ」

　幸太くんは鷹政さんに返事をして勝手口の方に走っていく。

「ホント、間に合ってよかった」

　私を抱く手に力を込めてハーッと軽く息を吐く彼に、もう一度謝った。

「ごめんなさい」

「もういい。凛もわかってるみたいだから」

　鷹政さんは優しい目で微笑んで、私を抱き上げたまま屋敷の中に入る。

　もっとお説教されるかと思ったけど、やっぱり彼は大人だ。

　感情的になって怒らない。

「あのう、鷹政さん……今日は早いんですね。なにか取りに戻ったんですか？」

　いつも帰ってくるのは深夜近いのに、午後四時過ぎに帰ってくるなんて珍しい。

「今日は客人を招いたから早く仕事を終わらせたんだ」

　淡々とした口調で答える彼にさらに突っ込んで聞いた。

　仕事関係のお客様なら彼の妻として私もちゃんと挨拶をしなくてはいけない。政府の要人とかならそれなりに気を使うから大変だ。なにか粗相をすれば、彼の仕事に影響する。

「客人？　政府関係者とか？」

　少し緊張した面持ちで首を傾げる私に、彼はゆっくりと微笑んだ。

「いいや。もっと身近な人だよ。みんなが来る前に着替えよう。雨で濡れてるじゃないか」

　寝室へ行き、私も鷹政さんも服を着替える。

　私はさっき着ていたのと同じデザインでエンジ色のマタニティドレスにした。

　鷹政さんは最近アメリカで流行っているジーンズに白いシャツを合わせている。シンプルだけどとてもお洒落だ。

　ふたりでリビングに行くと、彼の言う『客人』がいた。

「春子さん、葵姉さまに直史～！」

　パアッと目を輝かせて春子さんや姉に抱きつき、横にいる弟に目を向けた。

「来てくれて嬉しい。急にどうしたの？」

「みんな鷹政さんに呼ばれたんだよ」

　直史の返答を聞いて鷹政さんの方を振り返れば、彼は甘い目で微笑んだ。

「凛がずっと退屈そうだったから」

　……私が暇を持て余してたのバレてる。

　さすが鷹政さん。この人に隠し事はできないな。

「鷹政さん、ありがとう！」

　とびきりの笑顔で礼を言うと、彼は小さく頷いて見せた。

　三人に会うのは一カ月ぶり。

　最近、みんないろいろと忙しかったようでなかなか会えなかったのだ。

「凛、お腹大きくなったわね。触っていい？」

　春子さんが私のお腹に目をやったので、笑顔で頷いた。

「いいですよ」

「メロンくらいかな。悪阻がひどかった時はガリガリに痩せてたのに、すくすく大きくなってるわね」

　彼女のコメントにニコニコ顔で返した。

「うん。まだこの周期にしては小さい方らしいんだけど、よくお腹を蹴るし、順調に育っててホッとしてる」

「確かに大きくなったわよね。凛ももうすぐママになるのねえ」

　姉も私のお腹に触れるのを見て、近くにいた弟が遠慮がちに聞いてきた。

「凛姉さん、僕も触っていい？」

「もちろん」

　喜んで応じる私のお腹に、弟は恐る恐る手を伸ばして触れた。

「この中に赤ちゃんがいるんだね。どんな風にお腹蹴るの？」

「ボールを蹴るような感じじゃなくて、ぐねぐね動いてる」

　私の話を聞いて弟はそのままジッとしていたが、「今は動いてないから寝てるのかな」と小さく笑って手を離した。

　そこへ弥生さん、伊織さん、それと右京さんが現れてサンドイッチやオードブルなどの軽食を運んできた。

「さあ、みなさん食べてください。凛さまもしっかり食べてくださいよ」

　テーブルに皿を並べると、弥生さんが私に釘を刺す。

　彼女は私が妊娠してからというもの、食事のメニューには気を使っているし、ちゃんと私が食べるかどうかも見ているのだ。

　食生活に関しては産婦人科の先生よりも厳しい。

「はい。わかってます」

　苦笑いしながら返事をして、サンドイッチを摘む。

　すると、胎動を感じた。

「あっ、直史動いたよ！」

　すぐに弟に知らせたら、「本当？」と私のお腹に触れる。

「あっ、動いてる。なんか感動」

　喜ぶ弟を見て伊織さんと右京さんも寄ってきた。

　ひょっとして私のお腹触ってみたいのかな？

「ふたりとも触ってみます？」

　なにも気にせずに言ったら、ふたりは私ではなく鷹政さんに目を向けた。

「幸太や直史くんならいいけど、伊織と右京は許可できないな」

　鷹政さんが私の隣に来て我が物顔で私のお腹に手を回すと、伊織さんと右京さんは「はい」と少し残念そうに返事をする。

　そんなふたりを見て鷹政さんは意味深な言葉を口にした。

「お前たちもパートナーがいるんだから楽しみに取っておくといい」

　鷹政さんの発言を聞いて、姉と弥生さんがほんのり頬を赤くした。

　伊織さんは姉と、右京さんは弥生さんと付き合っていて、結婚も近いと思う。

　みんなと楽しい時間を過ごし、鷹政さんとふたりでお風呂に入ると、寝室のベッドでいつものリラックスタイム。

「凛、椿油塗るから、ベッドに横になって」

「はい」

　ベッドに仰向けになってネグリジェの裾を捲ってお腹を出すと、鷹政さんが椿油を手に取って塗っていく。

「今日お腹張ってない？」

　ちょっとした変化もわかるのか、彼は椿油を丁寧に塗りながら私に確認した。

「今日は賑やかだったから、赤ちゃんが結構ハッスルしたみたい」

　クスッと笑ったら、彼も楽しそうに笑みをこぼした。

「サービス精神が旺盛なのか、元気なのか。お腹の子は男の子なのかもしれないな」

「今日お昼寝してたら、鷹政さんがお腹の子を肩車してる夢を見たんですよ。男の子だった。鷹政さんに似てて、小さいのにもうハンサムな顔してて」

　嬉々とした顔で報告したら、鷹政さんも似たような話をする。

「実は俺も最近小さい男の子が出てくる夢を見た。『お父さん、駆けっこしよう』って。その子が子供の頃の俺にそっくりで、でも愛嬌があるとこは凛に似ていて、正夢だったらおもしろいな」

　彼の夢にも男の子が出てきたのなら、お腹にいる赤ちゃんは本当に男の子のような気がしてきた。

「夢で先に赤ちゃんが会いに来てくれたのかも」

　ちょっと興奮しながらそんなことを口にする私を彼は温かい目で見つめた。

「ママになる心の準備はできた？」

「うーん、初めてだから不安はありますよ。でも、鷹政さんが一緒だから」

　鷹政さんの目を見て微笑んだら、彼は私にチュッとキスをした。

「凛はいいママになるよ。俺が保証する」

「鷹政さんだって、いいパパになりますよ」

　彼なら絶対に子供が憧れる父親になりそう。

「それはどうも。でも、その前にいい夫にならないとな」

　鷹政さんは私の頬に手を添えて、真剣な眼差しを向ける。

「え？　鷹政さんはいい夫ですよ」

　キョトンとしながら言い返すと、彼は少し自嘲するようにフッと笑った。

「まだまだだよ。凛の悩みを解決しないとね。今、なにもすることがなくて退屈なんだろう？」

　ごまかしても無駄だと思って素直に認める。

「はい。でも、自分では元気と思っててもやっぱり身重だから疲れやすくて……。今の自分に戸惑っちゃって」

　今日だって、ただ洗濯物を取り込もうとしただけなのに、彼に心配をかけてしまった。妊娠前と同じように動けるわけではないのだ。もっと気をつけなければ。

「朝は俺と一緒に散歩しよう。あと、弥生にも少し凛に家事を手伝わせるように言っておいたし、誰か一緒なら外出していいから。ずっと家にいるとストレスが溜まるからな」

　仕事だって忙しいのに彼は私のことを考えて時間も作ってくれる。

　私にはもったいないくらい素敵な旦那さまだ。

「鷹政さん……ありがとう」

　涙ぐみながら感謝の気持ちを伝えたら、彼は私の頬に手を添えた。

「俺の奥さんになって不自由なことも多いかもしれない。でも、凛は無理しなくていい。なにかあれば俺に言ってほしい。一緒に解決していこう」

「はい。私……鷹政さんと結婚して幸せです」

　最近思う。幸せって愛する人とふたりで育てていくものなんじゃないかって。

　だって、ひとりでは喜びなんて感じないもの。

「その台詞、五十年後にまた聞かせてほしいな」

　至福の笑みを浮かべる彼をジッと見つめる。

　五十年後、私たちはどうなっているだろう。

　子供や孫に囲まれて笑って暮らしているかもしれない。

　そんな未来が容易に想像できる。

『はい』と答えようとしたら、彼の唇が自分のに重なって、声にならなかった。

　甘くて優しい口付けに心が幸福感で満たされて……。

　それから彼に抱きしめられて優しい眠りについた。




　数カ月後、私は無事に赤ちゃんを出産した。夢で見た通り、鷹政さんによく似た色白で美しい男の子。

　私たちは息子に鷹たか輝てると名付けた。

　その子が五歳になった時、私はずっとつけていた金の指輪のネックレスを外して、息子の首にかけた。本当は成人してから渡すものらしいが、鷹政さんと相談してもっと早くこの子に身につけてもらうことにしたのだ。

「鷹輝、これは青山家に代々伝わる指輪なの。鷹輝に結婚したい女の子ができたら渡してね」

　私と鷹政さんを繋いでくれた指輪。

　今まで私を守ってくれてありがとう。

「じゃあ、ママがつけてて。僕、ママと結婚する」

　息子がネックレスを外そうとしたら、鷹政さんがやってきて止めた。

「ママはパパと結婚してるからダメだ。そのうち鷹輝も見つける。自分よりも大事だっていう女の子をね」

　息子に優しく告げると、鷹政さんは愛おしげに私を見つめた。

　彼と私の物語はこの指輪を受け取った時から始まった。

　そして、これからは息子へと指輪が受け継がれ、話は続いていく。

　この子が最愛の人に巡り会えますように。

　鷹政さんに肩車される息子を眺めながら、心の中で祈った。




The end.










あとがき




　こんにちは、滝井みらんです。今回のヒーローは財閥の総帥。昭和初期というあまり馴染みのない時代ですが、最後までお楽しみいただけたら嬉しいです。

　さて、今日は主役と悪役のふたりに来てもらったんですよ。


鷹政　青山鷹政です。こんにちは。

橋本　橋本清十郎です。まさか俺が呼ばれるとは思わなかった。俺って結構人気があるんだな。

鷹政　勘違いするな。凛がふたり目を妊娠して出られないから、お前が代役に指名されただけだ。

橋本　もうふたり目か。幸せそうだな。お前がいなければ、俺が凛ちゃんの旦那になってたのに。そしたら今頃子作りに励んでいたんだがなあ。

鷹政　お前、この世から抹殺するぞ。

橋本　ああ、怖い、怖い。軽い冗談なのにそんな殺気を漲みなぎらせて言わないでくれよ。ホント、凛ちゃんを溺愛してるな。

鷹政　お前も最愛の人を見つければわかる。悪巧みもしなくなるんじゃないか。

橋本　その最愛の人をお前に取られたんだよ。俺は結構本気だったんだぞ。

鷹政　凛をお前から奪った覚えはない。彼女はお前のことを避けていたが、気付かなかったのか？

橋本　はいはい、わかってるって。お前と凛ちゃんは相思相愛で、俺は彼女に好かれてなかったよ。それなりにショックだったんだから、古傷をえぐるな。

鷹政　悪いな。まあ、悪事を働かなければ、そのうちいい人に巡り合うんじゃないか。

俺はまっとうになったお前と正々堂々と勝負をしたい。

橋本　正々堂々とねえ。まあ、それもおもしろいか。



　わ～、清十郎が素敵な人を見つければ、鷹政のよきライバルになりそうですね。

　最後になりましたが、うっかりさんの私を温かく支えてくださった編集部の森さま、馬場さま、また、素敵なイラストを描いてくださったべっこ先生、厚く御礼申し上げます。そして、いつも応援してくださる読者の皆さま、心より感謝しております。

　このご縁がいつまでも続きますように！




滝たき井いみらん
















この物語はフィクションであり、実在の人物・団体等には一切関係ありません。

本書の無断複写・転載を禁じます。
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